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永
正
二
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌

辰　

田　

芳　

雄　
　

　

目
次は

じ
め
に

一　

永
正
二
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
概
要

（
１
）
現
存
す
る
原
本
と
写
本

（
２
）
詠
者

（
３
）
古
記
録
の
記
述
か
ら
見
い
だ
せ
る
着
到
和
歌
の
特
徴
な
ど

二　

原
本
に
つ
い
て

（
１
）
三
月
十
三
日　

樵
路
早
蕨

（
２
）
三
月
十
九
日　

雨
後
苗
代

（
３
）
四
日
一
日　

荒
砌
瞿
麦

お
わ
り
に

※
『
紀
要
』
三
七
号
『
文
明
十
二
年
九
月
一
日
起
日
後
土
御
門
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
翻
刻
』
の
補
論

◎
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
「
着
到
和
歌
」（
二
〇
一
・
一
四
六
）
当
該
部
分
の
翻
刻
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る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
備
考
に
は
、「
各
歌
人
の
自

筆
」
と
あ
る
が
、
六
月
一
日
村
々
煙
細
は
三
条
西
実
隆
の
詠
を
欠
い
て
い
る
の

で
、
小
川
の
解
説
の
通
り
後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。
五
月
二
十
七
日
寄
虫
切
恋
か
ら
六
月
六
日
夕
陽
映
嶋
ま
で
の
十
日
分
が
そ

れ
ぞ
れ
の
筆
跡
を
模
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
の
写
本
と
し
て
貴
重
で

あ
る
。

江
戸
時
代
の
写
本
に
は
、（
ア
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
「
着
到
和

歌
」（
二
〇
一
・
一
四
六
）、（
イ
）
宮
内
庁
書
陵
部
「
御
著
到
部
類
」、（
ウ
）
宮

城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
本
「
近
代
着
到
和
歌
」、（
エ
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

蔵
高
松
宮
伝
来
禁
裏
本
「
禁
裏
御
着
到
和
歌
」（
Ｈ
─
六
〇
〇
─
三
三
三
、
ふ
函
八

〇
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
、
数
種
類
の
着
到
和
歌
の
写
し
を
ま
と

め
て
合
本
に
し
た
写
本
集
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、（
ア
）
を
底
本
に
し
て
翻
刻

す
る
。（
イ
）
を
対
校
本
と
す
る
。

な
お
、（
ア
）
は
「
浅
草
文
庫
」
で
、
一
頁
か
ら
一
二
二
頁
は
永
正
六
年
九

月
九
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
、
一
二
二
頁
か
ら
一
七
二
頁
は
明
応

二
年
三
月
三
日
起
日
勝
仁
親
王
主
催
着
到
和
歌
、
一
七
二
頁
か
ら
二
二
七
頁
が

永
正
二
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
詠
者

詠
者
は
十
一
人
で
あ
る
。
以
下
に
各
人
の
沿
革
を
記
す
が
、
そ
の
順
は
、
三

月
三
日
起
日
「
都
鄙
立
春
」
と
六
月
十
四
日
満
日
「
社
頭
祝
世
」
の
記
載
順

（
即
ち
、
﨟
次
順
）
で
あ
る
。

後
柏
原
天
皇
は
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
誕
生
、
当
時
四
十
二
歳
。
在
位

は
じ
め
に

着
到
和
歌
は
、
起
日
が
主
に
三
月
三
日
或
い
は
九
月
九
日
で
そ
の
百
日
後
に

満
日
を
迎
え
る
定
数
歌
で
あ
り
、
十
人
前
後
の
参
加
者
が
春
・
夏
・
秋
・
冬
・

恋
・
雑
の
部
で
構
成
さ
れ
る
兼
題
を
詠
歌
し
、
自
筆
記
録
す
る
文
芸
で
あ
る
。

起
日
と
満
日
は
身
分
の
高
い
順
で
記
さ
れ
る
が
、
他
の
九
十
八
日
間
は
身
分
や

﨟
次
に
関
係
な
く
、
籤
に
よ
っ
て
無
秩
序
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ

る
。
特
に
後
土
御
門
天
皇
や
後
柏
原
天
皇
の
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
和
歌
の

形
式
で
、
江
戸
時
代
で
は
霊
元
院
の
時
に
再
興
さ
れ
た
。

こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇

主
催
着
到
和
歌
は
、
後
柏
原
天
皇
が
即
位
後
に
主
催
し
た
最
初
の
着
到
和
歌
で

あ
る
。一　

�

永
正
二
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主

催
着
到
和
歌
の
概
要

（
１
）
現
存
す
る
原
本
と
写
本

現
存
す
る
原
本
は
、
後
掲
す
る
三
日
分
で
あ
る
。

後
柏
原
天
皇
自
筆
に
よ
る
写
本
が
あ
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮

伝
来
禁
裏
本
「
禁
裏
御
着
到
和
歌
」（
Ｈ
─
六
〇
〇
─
一
六
一
五
、
ユ
函
一
二
）。

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書　

文
学
篇
第
一
一
巻
〈
中
世
定
数

歌
〉』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
影
印
と
小
川
剛
生
の
詳
細
な
解
説
が
あ
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没
、
六
十
二
歳
。　

当
時
五
十
歳
、
従
二
位
、
権
中
納
言
、
賀
茂
伝
奏
。
父
甘

露
寺
親
長
は
『
親
長
卿
記
』
の
筆
者
と
し
て
著
名
、
自
身
も
『
元
長
卿
記
』
を

書
く
。

田
向
重
治
は
、
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
誕
生
。
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
没
、

八
十
五
歳
。
当
時
五
十
五
歳
、
従
二
位
、
権
中
納
言
。
連
歌
も
よ
く
し
、『
新

撰
菟
玖
波
集
』
に
入
集
し
て
い
る
。

冷
泉
永
宣
は
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
誕
生
。
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
没
、

六
十
七
歳
。
当
時
四
十
二
歳
。
従
三
位
、
右
兵
衛
督
。

姉
小
路
済
継 

は
、 

文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
誕
生
。
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）

没
、
四
十
九
歳
。
当
時
三
十
六
歳
。
正
四
位
下
、
左
近
衛
中
将
。
父
権
中
納
言

姉
小
路
基
綱
は
前
年
飛
騨
で
死
去
。

下
冷
泉
為
孝
は
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
誕
生
。
天
文
十
二
年
（
一
五
四
二
）

没
、
七
十
八
歳
。
当
時
三
十
一
歳
。
正
四
位
下
、
左
近
衛
中
将
。
父
は
政
為
。

（
３
）
古
記
録
の
記
述
か
ら
見
い
だ
せ
る
着
到
和
歌
の
特
徴
な
ど

甘
露
寺
元
長
の
『
元
長
卿
記
』
に
は
こ
の
時
の
記
録
は
欠
如
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、『
実
隆
公
記
』
永
正
二
年
三
月
一
日
条
か
ら
六
月
十
四
日
条
ま
で
の
着

到
和
歌
に
関
係
す
る
記
事
を
列
挙
す
る
。

三
月
一
日
条　

自
二
明
後
日
一
著
到
和
哥
御
人
数
以
下
事
、
被
レ
仰
談
、
暫
祗
候
、

三
月
三
日
条　

及
レ
晩
参
内
、
著
到
和
哥
各
書
レ
之
、
御
人
数
、

 

下
官　

民
部
卿　

左
衛
門
督
題
者
、
下

姿
祗
候
、 

按
察　

小
倉
中
納
言
下
姿
、

■
■
■ 

甘
露
寺
中
納

言　

源
中
納
言　

右
兵
衛
督　

済
継
朝
臣　

為
孝
朝
臣
下
姿
、

■
■
■

 

各
書
了
、
於
二
番
衆
所
一
賜
レ
盃
、
天
酌
如
レ
例
、（
中
略
）
著
到
籤
依
レ
仰
染
レ

は
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
十
月
二
十
五
日
（
三
十
七
歳
）
か
ら
大
永
六
年
（
一

五
二
六
）
四
月
七
日
（
没
）
六
十
三
歳
。
諱
は
勝
仁
。
歌
集
『
柏
玉
集
』
が
あ

る
。
三
条
西
実
隆
の
『
雪
玉
集
』、
冷
泉
政
為
の
『
碧
玉
集
』
と
と
も
に
、
三

玉
集
と
呼
ば
れ
た
。

三
条
西
実
隆
は
、
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
誕
生
。
天
文
七
年
（
一
五
三
七
）

没
、
八
十
三
歳
。
当
時
五
十
一
歳
、
正
二
位
、
権
大
納
言
、
侍
従
、
神
宮
伝

奏
。
後
土
御
門
天
皇
・
後
柏
原
天
皇
・
後
奈
良
天
皇
に
仕
え
る
近
臣
。
文
明
七

年
に
蔵
人
頭
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
に
内
大
臣
。
約
六
十
年
に
わ
た
る
精
密

な
『
実
隆
公
記
』
は
戦
国
時
代
の
政
治
・
社
会
・
文
化
を
知
る
上
で
重
要
。
日

記
『
実
隆
公
記
』、
歌
集
『
雪
玉
集
』
が
あ
る
。

下
冷
泉
政
為
は
、
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
誕
生
。
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）

没
、
七
十
八
歳
。
当
時
六
十
一
歳
、
正
二
位
、
前
中
納
言
、
民
部
卿
。
歌
集

『
碧
玉
集
』
が
あ
る
。

上
冷
泉
為
広
は
、
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
誕
生
。
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）

能
登
で
没
、
七
十
七
歳
。
当
時
五
十
六
歳
、
正
二
位
、
左
衛
門
督
。
歌
集
『
前

大
納
言
為
広
卿
集
（
清
玉
集
）』、『
為
広
卿
集
』、『
為
広
詠
草
』、『
為
広
卿
詠
』、

『
為
広
詠
草
』
が
あ
る
。

綾
小
路
俊
量
は
、
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
誕
生
。
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）

没
。
六
十
八
歳
。
当
時
五
十
五
歳
。
正
二
位
、
按
察
使
。
父
は
綾
小
路
有
俊
。

家
伝
の
郢
曲
や
笛
を
能
く
し
た
。

小
倉
季
種
（
季
煕
か
ら
改
名
）
は
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
誕
生
。
享
禄
二

年
（
一
五
二
九
）
没
、
七
十
四
歳
。
当
時
五
十
歳
、
従
二
位
、
権
中
納
言
。

甘
露
寺
元
長
は
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
誕
生
。
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
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五
月
十
日
条　

今
日
月
次
和
漢
御
会
也
、
仍
参
内
、（
中
略
）、
及
レ
晩
終
レ
功
、

毎
事
如
レ
例
、
其
後
書
二
著
到
和
哥
一
退
出
、
＝　

冬
11
・
61

五
月
十
四
日
条　

今
日
禁
裏
著
到
和
哥
冬
部
終
レ
功
、
仍
参
内
下
姿
、
書
レ
之
、
甘

露
寺
、
戸
部
卿
等
同
道
、
＝　

冬
15
・
65

五
月
二
十
一
日
条　

参
二
御
所
一
書
二
著
到
哥
一
、
＝　

恋
7
・
72

五
月
二
十
九
日
条　

及
レ
晩
参
内
、
書
二
著
到
和
哥
一
、
今
日
当
番
皆
参
、
＝　

恋
15
・
80

六
月
六
日
条　

早
朝
書
二
御
著
到
和
哥
一
退
出
、
＝　

雑
7
・
87

六
月
十
四
日
条　

及
レ
晩
参
内
、
著
到
和
哥
書
レ
之
、
於
二
殿
上
一
有
二
各
一
盞

事
一
、
＝　

雑
15
・
100

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
或
い
は
想
定
で
き
る
こ
と

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
百
題
の
兼
題
（
春
二
十
首
、
夏
十
五
首
、
秋
二
十
首
、
冬
十
首
、
恋
十
五
首
、
雑
十

五
首
）
の
出
題
者
は
右
衛
門
督
・
上
冷
泉
為
広
で
あ
る
（
三
月
三
日
条
）。
歌
題

は
、
す
べ
て
四
文
字
の
漢
字
で
示
さ
れ
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の
で
、
珍
し
い

も
の
が
多
い
。

②
着
到
和
歌
の
詠
者
順
は
、
起
日
と
満
日
（
百
日
目
）
は
﨟
次
順
で
あ
る
が
、

二
日
目
か
ら
九
十
九
日
目
は
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
る
。
籤
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

天
皇
の
下
命
で
実
隆
が
籤
を
作
り
、
息
子
の
公
条
に
付
託
し
た
（
三
月
三
日

条
）。
実
隆
は
自
宅
に
詠
者
を
呼
び
寄
せ
て
籤
の
結
果
を
示
し
、
各
自
詠
者
順

を
記
録
し
て
帰
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
三
月
七
日
条
）。
従
っ
て
、
起
日
で
は
﨟
次

順
に
そ
れ
ぞ
れ
が
詠
歌
を
書
い
た
が
、
次
に
実
隆
が
墨
書
し
た
の
は
六
日
目
の

三
月
八
日
で
あ
る
（
三
月
八
日
条
）。

筆
、
付
二
公
条
朝
臣
一
進
上
了
、

三
月
七
日
条　

著
到
御
製
至
二
昨
日
一三
首
、 

可
二
拝
見
一
之
由
被
二
仰
下
一
、
愚
意
所

存
以
二
書
状
一
申
入
了
、（
中
略
）〈
愚
亭
〉
著
到
人
数
也
、
至
二
今
日
一
書
レ

之
、
帰
了
、

三
月
八
日
条　

又
著
到
和
哥
沈
二
吟
之
一
、（
中
略
）
午
後
参
内
、
著
到
和
哥
自
二

四
日
一
至
二
今
日
一
書
レ
之
、
＝　

春
6

三
月
九
日
条　

甘
露
寺
中
納
言
来
談
、
戸
部
卿
父
子
、
済
継
朝
臣
等
著
到
和
哥

事
被
レ
談
レ
之
、

三
月
十
三
日
条　

午
時
参
内
、
書
二
著
到
一
、　

＝　

春
11

三
月
十
五
日
条　

民
部
卿
父
子
来
臨
、
著
到
和
哥
事
談
合
、（
中
略
）
依
レ
召
参
二

御
前
一
、
書
二
著
到
和
哥
一
、
＝　

春
13

三
月
十
八
日
条　

今
日
和
漢
御
会
也
、（
中
略
）
漢
五
句
、
和
五
句
宛
連
レ
之
、

及
レ
晩
終
レ
功
、
其
後
於
二
御
前
一
著
到
和
哥
書
レ
之
、
＝　

春
16

三
月
二
十
一
日
条　

及
レ
晩
参
内
、
著
到
和
哥
書
レ
之
、
＝　

春
19

三
月
二
十
二
日
条　

参
二
番
衆
所
一
書
二
著
到
和
哥
一
、
今
日
春
廿
首
終
レ
功
、
＝　

春
20

四
月
三
日
条　

及
レ
晩
向
二
勾
当
内
侍
局
一
、
相
二
訪
彼
内
侍
事
一
、
其
次
御
著
到

相
積
分
書
レ
之
了
、
＝　

夏
10
・
30

四
月
八
日
条　

著
到
和
哥
今
日
夏
終
、
仍
書
レ
之
退
出
、
＝　

夏
15
・
35

四
月
二
十
六
日
条　

今
日
終
日
安
閑
、
著
到
和
哥
等
詠
レ
之
、

四
月
二
十
八
日
条　

書
二
著
到
和
哥
一
秋
部
今
日　

終
レ
功
、

於
二
常
御
所
一
有
二
一
盞
之
事
一
、

及
レ
晩
退
出
、
＝　

秋
20
・
50

五
月
六
日
条　

早
朝
書
二
著
到
和
哥
一
退
出
、
＝　

冬
7
・
57
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が
最
初
に
記
し
、
次
に
御
製
が
あ
り
、
そ
し
て
残
り
の
空
白
に
他
の
九
人
が
案

配
を
考
え
て
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
実
隆
は
春
・
夏
・

秋
・
冬
・
恋
の
最
終
日
に
は
禁
裏
に
参
内
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
日
に
は

全
員
が
揃
っ
て
書
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
三
条
西
実
隆
は
、
こ
の
年
八
月
二
十
日
か
ら
自
邸
で
着
到
和
歌
を
実

施
し
て
い
る
。
永
正
二
年
八
月
二
十
日
起
日
（「
自
二
今
日
一
百
首
哥
始
レ
之
」）、

十
一
月
三
十
日
満
日
（「
著
到
和
哥
今
日
終
レ
功
、
戸
部
、
姉
等
来
臨
、
令
レ
書
レ
之
、

勧
二
一
盞
一
、
無
為
無
事
自
愛
々
々
」）
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
、
三
条
西
実
隆
、

下
冷
泉
政
為
、
姉
小
路
済
継
、
蔵
人
頭
・
三
条
西
公
条
、
三
条
西
公
瑜
（
公

順
）
で
あ
っ
た
。
江
戸
初
期
写
本
と
し
て
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
伝

来
禁
裏
本
「「
逍
遥
院
句
題
百
首
（
旧
資
料
名
：
五
玉
集
）」（
外
題
霊
元
天
皇
、
Ｈ

─
六
〇
〇
─
四
六
七　

る
函
一
九
〇
）
が
あ
る
。

二　

原
本
に
つ
い
て

現
在
知
ら
れ
る
原
本
の
断
簡
は
、
①
〜
③
の
三
日
分
の
み
で
あ
る
。

①
三
月
十
三
日　

樵
路
早
蕨　

春
の
11　

東
山
御
文
庫
蔵
「
着
到
御
和
歌
」
勅

封
一
三
八
─
一
、『
皇
室
の
至
宝　

東
山
御
文
庫
御
物
四
』（
毎
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
所
載
。
縦
三
二
・
七
㎝
、
横
五
九
・
〇
㎝

②
三
月
十
九
日　

雨
後
苗
代　

春
の
17　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
思
文
閣
か
ら
購

入
）、「
後
柏
原
院
着
到
和
歌
」、『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
二
一
五
号
（
二

〇
〇
九
年
十
二
月
）
所
載
。
縦
三
二
・
二
㎝
、
横
六
〇
・
七
㎝

③
四
月
一
日　

荒
砌
瞿
麦　

夏
の
８　
「
御
柏
原
院
着
到
和
歌
懐
紙
」、『
思
文

③
天
皇
は
、
三
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
分
（
子
日
催
興
、
連
峯
朝
霞
、
竹

亭
聞
鶯
）
の
歌
を
実
隆
に
見
せ
て
意
見
を
求
め
て
い
る
（
三
月
七
日
条
）。
三
条

西
実
隆
は
、
甘
露
寺
元
長
、
下
冷
泉
政
為
・
為
孝
父
子
、
姉
小
路
済
継
と
着
到

和
歌
に
つ
い
て
相
談
を
し
て
い
る
（
三
月
九
日
条
）。
凝
っ
た
歌
題
へ
の
対
応
に

困
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。「
沈
吟
」
と
い
う
表
現
も
そ
の
事
実
に
付
合
す
る

（
三
月
八
日
条
）。

④
三
月
八
日
条
に
三
月
四
日
よ
り
今
日
ま
で
の
着
到
和
歌
を
書
く
と
あ
る
の

で
、
春
の
二
日
目
か
ら
春
の
六
日
目
ま
で
の
五
日
分
を
ま
と
め
て
書
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
後
も
十
一
日
目
に
五
日
分
ま
と
め
て
書
い
て
い
る
。
夏
は
、

十
日
目
と
最
後
の
十
五
日
目
で
あ
る
。
秋
は
不
明
で
あ
る
が
、
冬
は
、
七
日

目
、
十
一
日
目
、
最
後
の
十
五
日
目
の
三
回
に
分
け
て
い
る
。
恋
と
雑
は
、
そ

れ
ぞ
れ
七
日
目
と
十
五
日
目
の
二
回
に
分
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
三
条
西
実

隆
が
こ
の
着
到
和
歌
で
当
日
の
詠
初
と
な
っ
た
の
は
、
写
本
で
知
る
限
り
、
三

月
七
日
（
深
渓
餘
寒
・
春
の
５
）、
三
月
十
八
日
（
雲
雀
消
霞
・
春
の
16
）、
三
月
二

十
日
（
滝
下
藤
花
・
春
の
18
）、
四
月
二
日
（
連
夜
鵜
川
・
夏
の
９
）、
三
日
（
照
射

欲
明
・
夏
の
10
）、
五
月
二
十
三
日
（
寄
草
馴
恋
・
恋
の
９
）、
六
月
五
日
（
遠
帆
連

浪
・
雑
の
６
）、
六
月
十
日
（
往
事
渺
茫
・
雑
の
11
）
で
あ
る
。
初
詠
者
の
実
隆

は
、
籤
で
定
ま
っ
た
初
詠
の
日
の
前
後
に
日
付
と
歌
題
を
墨
書
し
、
さ
ら
に
自

ら
の
詠
歌
を
記
し
て
、
他
の
十
人
の
詠
者
の
記
載
を
待
っ
た
。
断
簡
と
な
っ
て

い
る
原
本
の
横
の
寸
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
六
十
㎝
で
あ
る
の
で
、
二
番
目
の
詠

者
か
ら
十
一
番
目
の
詠
者
が
順
に
書
く
の
で
は
な
く
、
ラ
ン
ダ
ム
に
籤
で
定

ま
っ
た
場
所
に
案
配
を
考
え
て
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
想
像
を

広
げ
る
と
、
御
製
は
の
び
の
び
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
初
詠
者
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閣
古
書
資
料
目
録
』
二
〇
九
号
（
二
〇
〇
八
年
十
月
）
所
載
。
縦
三
二
・
九

㎝
、
横
五
十
八
・
七
㎝

日
付
・
歌
題
・
最
初
の
詠
は
同
筆
で
あ
る
。
日
付
・
歌
題
の
高
さ
は
同
一
で

あ
る
。
ま
た
、
各
詠
の
上
端
と
下
端
の
位
置
は
揃
っ
て
い
る
（
揃
え
る
よ
う
に

書
い
て
い
る
）
の
で
、
お
そ
ら
く
白
界
が
施
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
紙
継

の
上
か
ら
字
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
原
本
は
巻
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

原
本
の
存
在
に
よ
り
、
写
本
で
欠
落
し
て
い
る
三
首
（
②
で
一
首
、
③
で
二
首
）

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
下
に
①
〜
③
を
翻
刻
し
、
紹
介
す
る
。
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９　

か
り利

は者

こ
ふ婦

ひ
ま万

な
き
手
に尓

や
真
柴
生
る留

　
　

山
路
の農

わ
ら
ひ
お
り利

の
こ
す須

ら
ん 

季
種

10　

ま万

柴
さ
へ
暮
ぬ
と
残
す春

や
ま
人
の乃

　
　

お
る流

手
ミ
せ
た多

る流

嶺
の
さ
蕨 

為
廣

11　

や
ま満

人
の乃

お
り里

残
し
た
る累

し志

た多

わ王

ら
ひ

　
　

た堂

き
ゝ
の能

道
や
ひ飛

ま万

な奈

か可

る留

ら
ん 

永
宣

①
十
三
日　

樵
路
早
蕨

１　

め
つ
ら
し
と登

お於

る累

手
に
あ
か可

て天

つ
ま万

木
と
る留

　
　

道
さ佐

ま万

た
け遣

の能

は者

つ川

わ王

ら
ひ
哉 

実
隆

２　

つ津

ま
木
と
る累

道
の
ゆ
く
て
の能

早
蕨
や

　
　

ほ本

か可

に
も
と
め
ぬ
春
の能

山
さ佐

と 

済
継

３　

ゆ
き
か可

へ
り利

と
る流

て
ひ
ま満

な
く
暮
に
け个

り利

　
　

ふ布

も
と登

の能

つ
ま
木
ミ
ね
の
早
蕨 

元
長

４　

か
き幾

わ王

く
る類

木
の能

下
蕨
お於

り
そ
へ遍

て

　
　

真
柴
つ
ゆ遊

け計

き支

み
ち
や
く
る留

し
き幾

５　

は者

つ徒

蕨
も
ゆ
る累

深
山
ニ
お
り
し志

る留

や

　
　

花
さ佐

く
木
を越

は者

わ王

か可

ぬ
き
こ古

り利

も毛 

俊
量

６　

つ
ま万

木
を
も
お於

も
ひ
ハ
す春

て
す須

山
人
の乃

　
　

こ
ゝ
ろ
心
を
う
つ徒

す寿

み
ね祢

の
さ
わ
ら
ひ飛 

政
為

７　

山
柴
に尓

お
り
そ
へ
て
行
さ
わ王

ら
ひ
の

　
　

も
え
て
け个

ふ
り
ハ
た多

つ
と
も
な奈

し 

重
治

８　

け希

ふ
ハ盤

又
な奈

れ連

し
妻
木
の
道
か可

へ遍

て

　
　

お
り利

や
ま
と登

ハ
む
嶺
の
早
蕨 

為
孝
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９　

を
の
つ
か可

ら
な奈

ハ
し
ろ
水
ハ
ま満

す
ら
お
か可

　
　

せ
く
手
も
ま満

た多

ぬ
春
雨
の乃

あ
と登 

重
治

10　

坂
こ古

え
て天

雨
ハ
過
ら
ん
苗
代
や

　
　

あ
へ
の
田
な奈

ゐ井

を
餘
る流

水
を
と 

為
廣

11　

雨
ハ
る累

ゝ
春
の濃

や屋

ま万

水
ま
か可

せ
ぬ
も毛

　
　

を遠

の能

つ
か可

ら
な
る流

小
田
の
な奈

ハ
し
ろ 

俊
量

②
十
九
日　

雨
後
苗
代

１　

雲
か
ゝ
る流

山
や
夜
の
間
の乃

雨
な
ら
む無

　
　

ま
か可

せ
ぬ
水
の
お於

つ
る留

苗
代 

永
宣

２　

山
か可

せ勢

そ
雲
を
は
か可

へ
す寿

春
の
田
に丹

　
　

夜
の能

ま万

の
雨
ハ
水
を
ま満

か可

せ世

て天 

実
隆

３　

山
も
と
の乃

な奈

ハ
し
ろ
い
そ
く
雨
す春

き
て

　
　

日
か可

け計

に尓

み
ゆ
る留

春
の乃

さ
と
ひ悲

と

４　

時
を越

し志

る留

雨
の乃

名
こ古

り
の
な奈

ハ
し
ろ路

は者

　
　

水
も毛

こ古

ゝ
ろ路

に尓

ま満

か可

せ
け計

る留

か可

な那 
元
長

５　

雨
は者

る類

ゝ
山
の
み見

と
り利

の能

か可

け気

な奈

か可

ら

　
　

な奈

ハ
し
ろ路

水
は
千
町
に尓

そ
ゆ
く具 

政
為

６　

山
か可

け気

や
昨
日
か可

せ
き起

し
な奈

は
し
ろ
の乃

　
　

水
の乃

に丹

こ古

り
も毛

は
る累

ゝ
雨
か可

な那 

済
継

７　

雨
す
く
る留

な奈

は者

し
ろ
小
田
の能

み見

し
め
縄

　
　

か可

け
て天

や
秋
の
露
を
ミ
す
ら
ん 

為
孝

８　

小
山
田
は者

な奈

ハ
し
ろ路

水
の乃

底
に尓

み見

し

　
　

濁
そ
う
か可

ふ
あ
め
の能

な奈

こ
り利

に耳 

季
種
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９　

宿
ハ
猶
草
に尓

や
あ
れ連

ん
人
と
ハ
ぬ怒

　
　

わ王

か可

こ
と
の乃

葉
の能

や
ま満

と
な奈

て
し
こ 

為
廣

10　

そ
れ
と
な奈

き起

も
と登

の乃

か
き幾

ね祢

も
な奈

て
し
こ古

の

　
　

花
に尓

わ
す寿

れ連

ぬ
あ
ハ
れ禮

を
そ
し志

る留 

為
孝

11　

し志

た多

ひ
て
も
た多

れ連

か可

す
む
ら
ん
野
々
宮
の

　
　

あ
と
は盤

名
の
ミ
の能

床
な奈

つ
の乃

花 

重
治

③
四
月
一
日　

荒
砌
瞿
麦

１　

し志

け个

り里

行
庭
は盤

草
葉
に尓

荒
し
て
も

　
　

や屋

つ
れ連

ぬ
色
や
な奈

て
し
こ
の能

花 

永
宣

２　

す春

む無

人
の能

あ阿

り利

と
も毛

ま万

す
か可

ち
り
な奈

ら
ぬ

　
　

露
や屋

は者

ハ
ら
ふ婦

と
こ古

な奈

つ徒

の
は者

な那 

俊
量

３　

嵐
ふ布

く
秋
い
か可

な那

ら羅

ん
露
け遣

さ佐

の

　
　

い以

ま万

た堂

に
た多

へ
ぬ
床
夏
の
花 

実
隆

４　

す
み見

あ阿

ら
す須

人
の農

こ古

ゝ
ろ路

も毛

と
こ
な奈

つ徒

の能

　
　

ま満

か可

き起

の能

つ
ゆ遊

を
お於

も
ひ
を
き幾

け遣

ん 
元
長

５　

露
ふ布

か可

く
か閑

ゝ
れ連

と
て
し
も毛

な
て
し
こ子

の

　
　

は者

な那

を
は波

さ
し
も
植
す春

や
あ
り
け遣

む

６　

心
し
て天

露
た多

に
か可

け
よ
な奈

て
し
こ古

の乃

　
　

あ
ら
き幾

風
に丹

も
た堂

の
む
か可

き
ね子

を 

済
継

７　

と
こ古

な
つ
の乃

花
を
も
み見

れ連

は者

八
重
む
く
ろ

　
　

は
ら
ハ
ぬ
露
そ
色
に尓

う
つ徒

ろ
ふ 

政
為

８　

な奈

て
し
こ古

の乃

ま満

か可

き幾

に尓

こ
め
て
猶
そ
思
ふ

　
　

庭
の農

よ
も毛

き起

の
し志

け希

き
あ阿

は者

れ
は者 

季
種
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※
『
紀
要
』
三
七
号
「
文
明
十
二
年
九
月
一
日

起
日
後
土
御
門
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
翻
刻
」

の
追
加

○
毘
沙
門
堂
門
跡
所
蔵
「
着
到
和
歌
」
─
「
二
日　

旅
泊
」
─

文
明
十
二
年
九
月
一
日
起
日
後
土
御
門
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
原
本
の
一
つ

に
、
毘
沙
門
堂
所
蔵
の
十
二
月
二
日
旅
泊
が
あ
る
。
執
事
長
小
林
祖
承
氏
・
執

事
石
田
潔
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
三
日
に
調
査
・
撮
影
を

許
さ
れ
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
は
、『
毘
沙
門
堂
蔵
書
目
録
（
昭
和
五
十
四
年
五
月
調
査
）』
の
「
ａ
函
70

和
歌
懐
紙
断
簡
二
写
」
に
相
当
す
る
。
ま
た
、『
岡
山
朝
日
研
究
紀
要
』
に
写

真
掲
載
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
た
の
で
、
本
号
に
原
本
写
真
を
掲
載
す
る
（
巻
末

一
頁
）。
こ
れ
を
翻
刻
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

お
わ
り
に

国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
「
着
到
和
歌
」（
二
〇
一
・
一
四
六
）
の
冊
子

は
、
三
つ
の
着
到
和
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
最
初
は
①
永
正
六
年
九
月
九
日

起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
（
詠
者
十
六
人
）、
次
は
②
明
応
二
年
三
月
三

日
起
日
勝
仁
親
王
主
催
着
到
和
歌
（
詠
者
五
人
）、
最
後
は
③
永
正
二
年
三
月
三

日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
（
詠
者
十
一
人
）
で
あ
る
。
①
は
『
続
々

群
書
類
従
』
一
四
に
「
後
柏
原
院
御
日
次
結
題
」
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

②
は
『
岡
山
朝
日
研
究
紀
要
』
三
七
号
（
二
〇
一
六
年
）
で
翻
刻
し
た
。
そ
し

て
、
③
を
こ
こ
で
翻
刻
し
た
。
こ
れ
で
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
「
着

到
和
歌
」（
二
〇
一
・
一
四
六
）
の
す
べ
て
が
活
字
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
①

は
室
町
期
禁
裏
に
お
け
る
最
大
規
模
の
着
到
和
歌
で
あ
り
、
②
は
明
応
の
政
変

を
は
さ
ん
で
続
け
ら
れ
た
親
王
時
代
の
着
到
和
歌
で
あ
り
、
③
は
天
皇
と
し
て

主
催
し
た
最
初
の
着
到
和
歌
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
「
着
到
和
歌
」
は
、
後
柏
原

院
の
記
念
碑
的
着
到
和
歌
を
集
め
て
い
る
と
い
え
る
。
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８　

夢
そ
な奈

き
い
か可

り利

お於

ろ
し
て
さ
ぬ
れ連

と
も毛

　
　

猶
あ
ら
磯
の
な
ミ
に尓

ゆ遊

ら
れ禮

て 

雅
康
（
飛
鳥
井
雅
康
）

９　

舟
と
む
る累

汀
の乃

な奈

み見

の
う
き起

ね
に丹

ハ

　
　

ま
く
ら
さ
た多

め
ん
た
よ
り
た多

に尓

な奈

し 

季
煕
（
小
倉
季
煕
）

10　

夢
に尓

て天

も毛

し志

は者

し
こ古

ゝ
ろ
や
な奈

く
さ
め
ん

　
　

□
み
や
こ
を越

ミ
つ川

の能

と
ま
り利

な奈

り
せ世

ハ 

（
勾
当
内
侍
・
四
辻
春
子
）

11　

う
ち地

ね祢

ぬ
も毛

我
か可

ら
と
ま
り
舟
人
の農

　
　

夢
の能

ゆ
き
来
ハ
や屋

す春

き起

浪
ち
を 

實
隆
（
三
条
西
實
隆
）

12　

な奈

れ禮

な
は者

と登

な那

く
さ佐

め
き
て
も毛

ね祢

ら
れ連

す須

よ

　
　

あ
ら
い
そ
浪
の乃

よ
る類

は者

す須

か可

ら
に耳 

教
國
（
滋
野
井
教
國
）

13　

松
か可

ね祢

も毛

こ古

け気

の
む
し
ろ
も
ミ
る類

夢
の

　
　

□
浪
の農

ま万

く
ら
に尓

し志

き起

し
の能

ふ
か可

な 

（
旧
院
上
﨟
・
三
条
冬
子
）

14　

舩
と
め
て
浪
こ古

す
袖
を
お於

も
ふ
に尓

は者

　
　

つ徒

ら
き
か可

す春

か可

も
野
へ
の
し志

ら
露 

實
淳
（
徳
大
寺
実
敦
）

15　

宮
こ
お於

も
ふ
う
き起

ね年

の乃

袖
に耳

う
ち
そ
へ遍

て

　
　

篷
こ古

す須

波
そ
か
こ古

と
か可

ま満

し
き幾 

基
綱
（
姉
小
路
基
綱
）

二
日　

旅
泊

１　

そ
て
に尓

お
ち
枕
に耳

か可

ゝ
る留

う
き起

ね祢

し
て

　
　

な奈

ミ
た多

も
浪
も
か可

は者

く
夜
そ
な奈

き 

親
長
（
甘
露
寺
親
長
）

２　

あ
り
あ阿

け遣

の農

月
の乃

み
ひ日

と
り
あ阿

か閑

し
か可

た多

　
　

ふ
ね祢

う
つ
浪
に耳

夢
ハ
の乃 

□
（
こ

□ら
） 

て亭 

通
秀
（

□
□
…
虫
損

中
院
通
秀
）

３　

い
か可

に尓

猶
う
き起

ね祢

の乃

袖
の
み
な奈

と
ふ
ね年

　
　

も
ろ
こ
し
ま
て
の能

浪
と
お於

も
は
ゝ 

（
後
土
御
門
天
皇
）

４　

い以

か可

に丹

し
て
し志

は
し
も毛

夢
を越

ミ
な那

と
舟

　
　

う
ら羅

風
あ
ら
き幾

浪
の乃

ま満

く
ら
に 
邦
高
（
邦
高
親
王
）

５　

こ古

き幾

と
む
る留

入
江
の
ふ
ね祢

の乃

浪
ま
く
ら

　
　

よ
る流

も
ね祢

ら
れ
ぬ
う
ら
か
せ勢

そ
ふ布

く 

教
秀
（
勧
修
寺
教
秀
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

紙
継
（
現
在
は
二
紙
に
分
離
）

６　

み
や
こ
お於

も
ふ
袖
の農

し志

ほ本

れ連

を
人
ハ
よ
し

　
　

う
き
ね年

の乃

な奈

み見

に尓

ま満

か可

へ
て
も
み
よ与 

政
為
（
下
冷
泉
政
為
）

７　

故
郷
の
夢
さ
へ
な那

し
や
と登

ま
り
舟

　
　

そ
て
に尓

か可

た多

し
く
と
こ
の
う
ら
風 

為
廣
（
上
冷
泉
為
廣
）
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３
の
御
製
、
４
の
邦
高
親
王
、
７
の
上
冷
泉
為
廣
、
８
の
飛
鳥
井
雅
康
、
９
の

小
倉
季
煕
、
10
の
四
辻
春
子
、
13
の
三
条
冬
子
は
比
定
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ

は
さ
て
お
き
、
15
の
姉
小
路
基
綱
の
詠
の
比
定
は
正
し
く
な
い
。
石
野
（
い
わ

の
）
基
綱
は
、
江
戸
時
代
の
公
家
で
あ
る
。
石
野
家
は
持
明
院
家
か
ら
分
か
れ

た
家
柄
で
、
基
綱
が
治
部
大
輔
と
な
っ
た
の
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
で
あ

る
。
従
っ
て
、
紙
背
の
書
き
込
み
は
十
八
世
紀
後
半
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
調
査
で
の
最
大
の
収
穫
は
、
旧
院
上
﨟
・
三
条
冬
子
と
勾
当
内
侍
・
四

辻
春
子
と
の
筆
跡
が
確
認
で
き
、
十
番
目
が
四
辻
春
子
で
十
三
番
目
が
三
条
冬

子
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
二
紙
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
文
明
十
二
年
九
月
一
日
起
日
後
土

御
門
天
皇
主
催
着
到
和
歌
は
、
千
葉
県
銚
子
市
飯
沼
山
圓
円
福
寺
蔵
の
十
日
分

の
原
本
な
ど
か
ら
巻
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
毘
沙
門
堂
蔵
の
も
の

は
、
十
二
月
二
日
旅
泊
の
部
分
だ
け
切
断
さ
れ
て
い
る
が
、
途
中
で
貼
り
次
が

れ
て
い
た
た
め
、
現
在
は
翻
刻
に
示
し
た
よ
う
に
糊
の
部
分
で
分
か
れ
て
い

る
。
縦
三
十
四
・
二
㎝
、
横
二
十
八
・
〇
㎝
と
縦
三
十
四
・
二
㎝
、
横
四
九
・

六
㎝
の
料
紙
で
あ
る
。
白
界
の
位
置
は
、
図
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
原
本
は
う

ぶ
で
、
表
装
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
紙
背
が
確
認
で
き
た
。

紙
背
に
は
、
下
端
に
以
下
の
よ
う
な
書
き
込
み
が
あ
る
。

１
の
親
長
の
詠
の
紙
背
に
は
、「
甘
露
寺
権
大
納
言　

正
二
位
」

２
の
通
秀
の
詠
の
紙
背
に
は
、「
中
院
内
□（
大
）臣　

従
一
位
」

５
の
教
秀
の
詠
の
紙
背
に
は
、「
勧
修
寺
権
大
□（
納
言
）□　

従
□（
二
）位
」

紙
継
ぎ
目
に
は
、「
吉
」
の
丸
印
が
朱
で
捺
さ
れ
て
い
る
。

６
の
政
為
の
詠
の
紙
背
に
は
、「
冷
泉
権
大
納
言　

民
部
卿
正
三
位
」

11
の
實
隆
の
詠
の
紙
背
に
は
、「
三
条
西　

逍
遥
院
」

12
の
教
國
の
詠
の
紙
背
に
は
、「
滋
の
井　

権
中
納
言
正
三
位
」

14
の
実
敦
の
詠
の
紙
背
に
は
、「
徳
大
寺　

大
政
大
臣
」

15
の
基
綱
の
詠
の
紙
背
に
は
、「
石
の　

治
部
大
輔
」

そ
れ
ぞ
れ
、
詠
者
を
比
定
す
る
た
め
に
記
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、

2.0 ㎝

34.2 ㎝

28.0 ㎝

3.0 ㎝
5.5 ㎝

16.5 ㎝

白界

白界

白界

白界

　
二 

日

そ

て

に

お

ち

枕

な

ミ

た

も

浪

も

 

旅 

泊

に
か
ゝ
る
う
き
ね
し
て

か
は
く
夜
そ
な
き
親
長

図　一紙目の白界の位置
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永
正
二
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌

　
　
　

─
国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
「
着
到
和
歌
」（
二
〇
一
・
一
四
六
）
当
該
部
分
の
翻
刻
─

国
立
公
文
書
館
所
蔵
内
閣
文
庫
「
着
到
和
歌
」
の
後
半
部
分
（
一
七
二
頁
以
降
）
が
永
正
二
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
で
あ
る
。
こ
れ
を
底
本
と

し
て
翻
刻
し
た
。
こ
れ
は
勝
仁
親
王
が
即
位
し
て
最
初
の
着
到
和
歌
で
、
後
柏
原
天
皇
を
含
め
十
一
人
の
詠
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
春
二
十
・
夏
十
五
・
秋
二
十
・
冬

十
五
・
恋
十
五
・
雑
十
五
の
計
百
日
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
存
し
て
い
る
原
本
は
、
三
月
十
三
日
樵
路
早
蕨
・
三
月
十
九
日
雨
後
苗
代
・
四
月
一
日
荒
砌
瞿
麦
の
三
日

分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
本
や
五
月
二
十
七
日
か
ら
六
月
六
日
ま
で
の
十
日
分
現
存
す
る
後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
で
あ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
禁
裏
本

（
Ｈ
─
六
〇
〇
─
一
六
一
五
、
ユ
函
一
二
〇
）
を
江
戸
期
の
写
本
と
照
合
し
て
み
る
と
、
こ
の
内
閣
文
庫
本
は
善
本
で
あ
る
。
ま
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
「
御
著
到
部
類
」
を

対
校
本
と
し
た
。

こ
の
内
閣
文
庫
本
以
外
の
写
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
宮
内
庁
書
陵
部
「
御
著
到
部
類
」、
②
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
本
「
近
代
着
到
和
歌
」、
③
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
伝
来
禁
裏
本
「
禁
裏
御
着
到
和
歌
」（
Ｈ
─

六
〇
〇
─
三
三
三
、
ふ
函
八
〇
）。
こ
れ
ら
は
、
数
種
類
の
着
到
和
歌
の
写
し
を
ま
と
め
て
合
本
に
し
た
写
本
集
で
あ
る
。
翻
刻
に
お
け
る
注
（
※
）
で
の
略
称
は
、
①
…

書
、
②
…
伊
、
③
…
高
と
す
る
。
ま
た
、
後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
は
、
自
と
す
る
。

底
本
は
四
月
九
日
秋
の
二
か
ら
五
月
二
十
一
日
恋
の
七
ま
で
の
四
一
日
分
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
①
か
ら
③
の
他
本
も
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
親
本
は
同
一

系
統
と
考
え
ら
れ
る
。

（
凡
例
）

（
１
）
月
日
（
或
い
は
日
付
）・
歌
題
の
下
に
、
起
日
三
月
三
日
か
ら
の
日
数
を
記
し
、
さ
ら
に
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
の
各
部
で
の
順
を
記
し
た
。
例
え
ば
、
五
月
「
廿
四
日　

寄
木
厭

恋　

80　

恋
の
10
」
は
、
80
日
目
で
恋
の
部
で
は
10
番
目
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
２
）
各
日
（
各
歌
題
）
に
十
一
人
・
十
一
首
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
和
歌
の
頭
に
先
頭
か
ら
順
に
算
用
数
字
で
そ
の
順
番
を
記
し
た
。
底
本
で
は
、
例
え
ば
三
月
五
日
連
峯
朝
霞
（
春
の
３
）

の
場
合
、
本
来
十
一
首
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
六
首
し
か
な
い
。
こ
の
場
合
、
欠
落
し
て
い
る
詠
者
を
欠
５
人
と
し
て
そ
の
名
を
記
し
た
。

（
３
）
上
の
句
と
下
の
句
の
間
を
一
文
字
分
空
け
て
一
行
に
記
し
、
最
後
に
詠
者
を
記
し
た
。
詠
者
は
底
本
の
記
載
通
り
に
し
た
。
ま
た
、
平
仮
名
の
字
母
は
、
右
側
に
小
さ
く
そ
れ
を
記
し
た
。

（
４
）
底
本
の
対
校
本
で
あ
る
①
宮
内
庁
書
陵
部
本
に
は
、
和
歌
の
頭
に
小
さ
な
菱
形
あ
る
は
四
角
形
の
張
り
紙
が
あ
る
。
そ
れ
を
◆
で
示
し
た
。

（
５
）
網
掛
け
を
施
し
た
部
分
は
、
※
の
後
に
注
記
し
た
。
※
の
あ
と
に
略
称
が
な
い
も
の
は
、
こ
の
内
閣
文
庫
本
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
※
こ
歟
」
の
場
合
は
、
網
掛
け
の
字

の
右
側
に
記
さ
れ
て
い
る
注
書
き
で
あ
る
。
ま
た
、「
※
〃
露
」
は
、
露
が
〃
（
抹
消
記
号
）
に
よ
り
消
さ
れ
て
い
る
。「
※
書
…
」
の
場
合
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
で
は
異
な
っ
た
記
載

で
あ
る
。

（
６
）
後
柏
原
天
皇
の
詠
歌
は
、「
柏
玉
集
」
巻
七
（『
国
歌
大
観
』
第
八
巻
私
家
集
編
Ⅳ
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
柏
玉
和
歌
集
五
百
首
上　

都
鄙
立
春
」
以
下
の
一
九
〇
六
〜

二
〇
〇
五
に
起
日
三
月
三
日
か
ら
満
日
六
月
十
四
日
ま
で
に
概
ね
順
に
一
括
百
首
収
録
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
一
九
九
〇
の
寄
獣
顕
恋
（
五
月
二
十
六
日
）
は
、
誤
っ
て
一
九
八
九
の
寄

糸
恨
恋
（
五
月
二
十
九
日
）
の
次
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
、
上
記
の
百
首
が
二
四
か
ら
一
九
〇
三
ま
で
の
間
に
ラ
ン
ダ
ム
に
ほ
ぼ
同
一
の
和
歌
と
し
て
重
複
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
一
部
異
な
る
部
分
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。
底
本
で
は
、
御
製
は
詠
者
不
記
入
で
あ
る
が
、
敢
え
て
「（
御
製
）」
と
し
、
そ
れ
に
続
け
て
『
国
歌
大
観
（「
柏
玉
集
」）』
の
番
号
を
二
つ

記
し
、
底
本
と
対
照
し
て
異
な
り
が
あ
れ
ば
、「
※
柏
…
」
と
し
て
注
記
し
た
。
ま
た
、『
国
歌
大
観
』（「
柏
玉
集
」）
の
二
つ
の
和
歌
の
異
な
り
も
、
※
国
歌
大
観
番
号
…
の
形
で
注
記
し

た
。

（
７
）
三
条
西
実
隆
の
詠
歌
は
、「
雪
玉
集
」
巻
七
（『
国
歌
大
観
』
第
八
巻
私
家
集
編
Ⅳ
）
の
う
ち
に
「
春
二
十
首　

内
裏
着
到　

都
鄙
立
春
」
以
下
の
二
九
五
〇
六
〜
三
〇
四
九
に
起
日
三

月
三
日
か
ら
満
日
六
月
十
四
日
ま
で
順
に
一
括
収
録
さ
れ
て
い
る
。
詠
者
名
（
例
え
ば
実
）
に
続
け
て
『
国
歌
大
観
（「
雪
玉
集
」）』
の
番
号
を
記
し
、
底
本
と
対
照
し
て
異
な
り
が
あ
れ

ば
、「
※
雪
…
」
と
し
て
注
記
し
た
。

（
８
）
下
冷
泉
政
為
の
詠
歌
は
、『
古
典
文
庫
』
四
二
八
「
中
世
百
首
歌
」
の
「
三
、
内
裏
着
到
百
首
和
哥　

永
正
二
年
三
月
三
日
（
下
冷
泉
政
為
）」
と
し
て
百
首
と
も
起
日
三
月
三
日
か
ら

満
日
六
月
十
四
日
ま
で
順
に
一
括
百
首
収
録
さ
れ
て
い
る
。
底
本
と
対
照
し
て
異
な
り
が
あ
れ
ば
、「
※
古
…
」
と
し
て
注
記
し
た
。

（
９
）
公
宴
続
歌
研
究
会
編
『
公
宴
続
歌
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
索
引
叢
書
四
六
）
で
は
、「
永
正
二
年
三
月
三
日
着
到
和
哥
抜
書
」
と
し
て
、
〇
六
三
六
七
「
都
鄙
立
春
の
為
広
の

詠
歌
」
か
ら
〇
六
四
八
二
「
社
頭
祝
世
の
為
広
の
詠
歌
」
ま
で
一
一
三
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
歌
人
は
、
為
廣
・
季
種
・
済
継
・
為
孝
が
多
く
、
元
長
・
重
治
・
俊
量
の
も
の
も

あ
る
。
御
製
・
実
隆
・
政
為
の
も
の
は
な
い
。
底
本
と
対
照
し
て
異
な
り
が
あ
れ
ば
、「
※
公
…
」
と
し
て
注
記
し
た
。

（
10
）
底
本
は
秋
の
二
か
ら
恋
の
七
ま
で
の
四
一
日
分
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
①
〜
③
の
写
本
や
（
６
）
〜
（
９
）
の
刊
本
の
情
報
を
反
映
さ
せ
て
、
可
能
な
限
り
永
正
二
年
三
月
三
日
起
日

後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
全
貌
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
。
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四
日　

子
日
催
興　

２　

春
の
２

１　

春
毎
に尓
千
世
も毛
と
い
は者
ふ
こ古
と
の
葉
や　

子
日
の
松
の乃
色
に耳
そ
ふ
ら
ん 

量

２　

世
を
い
は者
ふ
と
は
か可
り利
野
へ
に尓
子
日
し
て　

う
き幾
身
も毛
春
に尓
引
心
か
な那 

宣

３　

朝
日
影
さ
す寸
ら
へ
出
る
初
ね祢
こ古
そ　

松
に尓
ひ飛
か可
る累
ゝ
心
な
り里
け个
れ連 

廣　
六
三
七
一

４　

契
る累
ら
し
萬
代
か可
け
て
君
と
臣　

二
葉
の
松
の乃
ひ飛
と
つ
こ
ゝ
ろ
に尓 

種

５　

け希
ふ
を
先
た
ら
す須
は盤
花
の
た
め
し
か可
な那　

小
松
ひ
く
野
に尓
千
世
も毛
へ
ぬ
へ
し 

（
御
） 

一
九
〇
七
・
五
〇

６　

子
日
す
る
山
も毛
砌
の乃
松
た
か可
ミ　

外
に尓
も毛
と
め
ぬ
千
世
の
か可
け希
か可
も毛 

隆　
二
九
五
一

 

※
雪
…
松
も
砌
の
山

７　

友
さ佐
そ
ふ
花
も毛
紅
葉
も
今
や
此　

子
日
の
松
の乃
春
の
ひ飛
と
し
ほ本 

長　
六
三
七
二

８　

二
葉
よ
り梨
め
つ
る
や
松
の
色
な奈
ら
ん　

心
を
春
に尓
さ佐
そ
ふ
子
日
は盤 

為

９　

野
へ
み
に尓
と
さ佐
そ
ハ
ぬ
友
も毛
け个
ふ
に尓
あ阿
ひ飛
て　

松
に尓
か
ひ飛
あ
る
契
を
そ
し
る 

継　
六
三
七
三

10
◆
名
残
お
も
ふ
け个
ふ
の乃
子
日
の能
行
末
や　

忘
れ連
ぬ
友
の
千
世
に尓
契
ら
む無 

孝　
六
三
七
四

11
◆
心
も毛
や
花
に尓
な奈
し
な奈
む
子
日
す
る留　

小
松
か可
原
の乃
袖
の
い
ろ

く 

治

三
月
三
日　

都
鄙
立
春　

１　

春
の
１

１　

八
隅
し志
る
心
の乃
道
に尓
く
る類
春
を越　

ま
つ
民
の乃
戸
の乃
こ古
と
ふ
き
に尓
セ
ん 

（
御
） 

一
九
〇
六
・
二
四

２　

鳥
か可
な奈
く
関
の乃
こ
な奈
た多
も毛
か可
す寸
む
也　

あ
つ
ま万
の
山
を
春
や
立
ら
ん 

隆　
二
九
五
〇

 

※
雪
…
越
ゆ

３　

あ
つ
ま万
の
や
ミ
ぬ
面
影
も毛
春
の
立　

け个
ふ
ハ
都
の乃
雪
ま万
に尓
そ
し
る類 

為

４　

春
く
ら
し
九
か可
さ
ね祢
の
内
も毛
外
も毛　

分
て
嵐
の
け个
ふ
は盤
の乃
と登
け希
き支 

為
廣　
六
三
六
七

５　

な奈
へ
て
け个
ふ
春
き
に
け个
ら
し
世
に尓
お
ほ本
ふ　

霞
の
袖
も毛
君
を越
た
め
し
に尓 

俊
量

６　

光
そ
ふ
都
や
分
て
け
ふ
の
春　

く
る累
み
ち
の能
く
の
奥
は盤
あ
り里
と
も毛 

季
種　
六
三
六
八

７　

け希
ふ
と
い
へ
ハ
こ
の
荒
海　

長
か閑
な奈
る類
都
の
な奈
ミ
に尓
春
や
た
つ
ら
ん 

元
長

８　

東
路
に尓
今
日
た多
つ
春
も毛
九
重
の　

空
に尓
か可
す寸
あ
る類
光
と
を越
し
れ連 

重
治

９　

あ
ひ飛
に尓
あ阿
ふ
都
の
そ所
ら
の
の能
と
け
さ
を越　

四
方
に尓
し志
ら
セ
て
春
や
立
ら
ん 

宣

10　

春
の
く
る留
け个
ふ
九
重
の
八
重
霞　

八
重
の
し志
ほ
ち
も毛
立
は盤
隔
て
し 
継　
六
三
六
九

11　

長
か閑
な奈
る
都
の
外
の能
う
ら
な奈
ミ
も毛　

た
ち
か可
へ
る累
春
を
け个
ふ
や
し志
る累
ら
ん 

為
孝　
六
三
七
〇
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七
日　

深
渓
餘
寒　

５　

春
の
５　

欠
５
人
…
俊
量
・
季
種
・
元
長
・
重
治
・
永
宣

１　

春
と
み
し
浪
も毛
や
さ佐
ら
に尓
埋
木
の能　

氷
に尓
帰
る累
谷
の乃
下
み
つ徒 

隆　
二
九
五
四

２　

谷
さ
む
ミ
春
し志
る
こ古
と
を
い
つ
か可
ハ
と　

思
ふ
柴
や
の
風
の乃
は者
け
し
さ 

為

３
◆
音
立
し
苔
の
雫
も毛
つ徒
ら
ゝ
ゐ
て　

嵐
に尓
結
ふ
春
の
た多
に尓
か可
け希 

継　
六
三
七
七

４
◆
物
こ
と
に尓
春
を
よ
そ
な奈
る
谷
の
戸
ハ　

さ佐
え
か可
へ
る
色
も
何
に尓
分
ら
ん 

孝

５　

谷
深
ミ
猶
さ
へ
か可
へ
る
北
風
に尓　

雪
や
こ
つ
け遣
の
薪
な奈
る留
ら
ん 

廣

６　

炭
や
き幾
し
道
さ
へ
た
え
て
谷
の
戸
は盤　

春
の
あ
ら
し
に耳
冬
こ
も毛
り李
つ徒
ゝ 

（
御
） 

一
九
一
〇
・
一
四
一

五
日　

連
峯
朝
霞　

３　

春
の
３　

欠
５
人
…
俊
量
・
季
種
・
重
治
・
永
宣
・
為
孝

１　

遅
く
と登
く具
春
知
山
も毛
今
朝
見
え
て　

霞
を
分
る
峯
の
白
雪 

（
御
） 

一
九
〇
八
・
五
六

２　

峯
い
く
へ
あ
か可
ね祢
さ
し
出
る累
光
に尓
も　

空
お
ほ本
れ
し
て
か可
す寸
む
遠
山 

廣

３　

立
田
山
あ
し
た多
の
雲
の能
色
な奈
か可
ら羅　

か可
す
む
を
く
ら
の能
峯
そ
夜
深 

隆　
二
九
五
二

４　

朝
か
す
ミ
い
く
へ
の
峯
を越
へ遍
た多
つ徒
ら
ん　

ち
か可
き起
ハ
う
す
き
色
に
残
り
て 

長

５　

た
れ
分
て
今
朝
ハ
こ
ゆ
ら
ん
春
霞　

い
く
へ
の
峯
も毛
色
は盤
ひ悲
と
つ
を 

為

 

※
ヒ耳を

６　

朝
霞
ひ
と
り李
く
も毛
ら
ぬ
峯
に尓
こ古
そ　

つ徒
れ連
な奈
き支
雪
は盤
あ
ら
ハ
れ
に尓
け个
れ 

継

六
日　

竹
亭
聞
鶯　

４　

春
の
４　

欠
５
人
…
俊
量
・
季
種
・
元
長
・
重
治
・
永
宣

１　

朝
近
き
ね祢
く
ら
の
竹
の
下
風
に丹　

み
た多
れ
て
う
つ
る
う
く
ひ
す
の
声 
廣

２　

鶯
の
羽
風
も
い
は
し
夢
の
う
ち
に尓　

朝
霧
は
ら
ふ
窓
の乃
呉
竹 

（
御
） 

一
九
〇
九
・
一
〇
三

３　

千
尋
あ
る
か可
け
に尓
ふ布
る累
世
の乃
契
り
を
は者　

馴
て
も毛
し志
る
や
鶯
の
こ古
ゑ 

為

４　

あ
さ
緑
賤
か可
園
生
の
呉
竹
も毛　

あ
ら
ぬ
春
な那
る留
う
く
ひ飛
す須
の
声 

隆　
二
九
五
三

５　

呉
竹
の
籬
の
霜
の乃
あ
さ
な奈

く　
春
に尓
と
け
ゆ
く
鶯
の乃
こ古
ゑ衛 

継　
六
三
七
五

６　

春
と
た多
に尓
し志
ら
ぬ
し志
の
や
の乃
雪
の能
う
ち
に尓　

埋
れ
は
て
ぬ
鶯
の
声 

孝　
六
三
七
六
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九
日　

寝
覚
梅
風　

７　

春
の
７　

欠
３
人
…
元
長
・
永
宣
・
為
孝

１　

梅
咲
は者
枕
つ
ゆ
け希
し
名
残
あ
る累　

夢
を
も毛
香
を
も毛
さ佐
そ
ふ
春
風 

為

２
◆
さ佐
そ
ひ飛
つ徒
る留
夢
を
は者
い
は者
し
さ
夜
枕　

猶
立
か可
へ
る留
む
め
か
香
も毛
か可
な那 

継　
六
三
七
九

３　

め祢
覚
す須
る
袖
に尓
も
の
こ
れ
あ
く
か可
れ
し　

夢
路
に尓
あ
か可
ぬ
梅
の
下
風 

治

４　

あ
た
ら
夜
を
夢
に尓
な奈
さ佐
し
と
哀
し志
る累　

た
か可
心
な奈
る留
む
め
の
下
風 

隆　
二
九
五
六

５　

お
ほ本
か可
た
の
春
の
色
か可
を越
思
ひ飛
ね祢
の　

夢
路
は盤
あ
さ
し
梅
の
下
風 

（
御
） 

一
九
一
二
・
一
五
九

６
◆
ね祢
ら
れ
め
や
覚
に尓
夢
の
典
形
も毛　

有
明
か可
ほ本
る累
梅
の
し志
た多
か可
せ 

廣

 

※
書
… 「
典
型
」 を
消
し
て 「
面
影
」

７
◆
情
あ
れ
や
花
を
忘
れ
す春
お
も
ひ飛
ね祢
の　

夢
の
名
残
も毛
梅
に尓
ほ本
ふ
夜
ハ 

量

８
◆
吹
風
の
さ
そ
ふ
に尓
ふ婦
か可
き
情
を
は者　

ね
さ
め
の乃
床
に耳
お
も
ふ
梅
か
ゝ 

種

八
日　

水
郷
若
菜　

６　

春
の
６　

欠
３
人
…
季
種
・
重
治
・
永
宣

１　

摘
残
す
里
を
と
ハ
ゝ
や
あ
す寸
か可
川　

水
行
末
に耳
あ
ら
ふ
ね祢
せ世
り
は盤 

為

２　

う
ち
む
れ
て
つ徒
む
跡
よ
り李
や
雪
消
の　

み
つ
野
の能
若
な奈
袖
ハ
ぬ
れ
つ
ゝ 

隆　
二
九
五
五

３　

ふ
か可
ね祢
せ世
り
ひ
け希
ハ
そ
の
ま満
ゝ
あ
ら
ハ
れ
て　

行
水
に
こ
す
淀
の
さ佐
と
人 

長

４　

磯
な奈
つ
む
難
波
の
里
の
あ阿
ま万
衣　

は者
る
の
色
な奈
き支
袖
の
し志
ほ本
か可
せ 

継　
六
三
七
八

５　

摘
た
む
る
若
な奈
に尓
そ
ふ
や
い
く
田
川　

水
の
ミ
と
り
も毛
森
の
み
と
り里
も 

（
御
） 

一
九
一
一
・
一
二
一

６　

君
か可
世
を
い
は者
ふ
た多
め
と
や
呉
竹
の　

伏
見
の
沢
に尓
わ
か可
な奈
つ
む
ら
ん 

量

７　

消
初
る累
雪
ま
と
め
て
里
人
や　

淀
の
ゝ
わ
か可
な那
け个
ふ
し
摘
ら
ん 

種

８　

山
か可
け希
も毛
氷
け希
ぬ
ら
し
里
人
の　

あ
ら
ふ婦
な奈
つ
み
の
川
波
の
音 

廣
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十
一
日　

幽
栖
春
雨　

９　

春
の
９　

欠
２
人
…
俊
量
・
元
長

１　

た
へ
て
住
人
は盤
蓬
か可
お
く
の
庵
に尓　

糸
く
り
出
す寸
春
雨
の
そ
ら 

廣

２　

い
つ
と
な奈
く
か可
れ
ぬ
る留
宿
の
人
め
に尓
は盤　

か可
ハ
る留
や
木
の
め
春
雨
の
空 

種　
六
三
八
二

 

※
公
…
春
の
明
ほ
の

３　

蓬
生
も毛
下
も毛
え
わ
た多
る流
雨
に尓
こ古
そ　

さ佐
す寸
か可
な奈
る留
身
の
春
を
し志
り利
け个
れ 

隆　
二
九
五
八

４　

尋
む
へ
き
た
よ
り李
有
と
も毛
草
の
原　

け个
ふ
は盤
た
の
ま万
ぬ
春
雨
の
宿 

継

５　

所
え
て
霞
も毛
と
つ
る累
八
重
葎　

心
に耳
は者
れ
ぬ
雨
そ
さ
ひ飛
し
き 

（
御
） 

一
九
一
四
・
二
〇
一

６　

す
む
と
た多
に尓
思
ハ
ぬ
程
の
軒
は者
に尓
も裳　

春
雨
降
て
お
つ
る
玉
水 

宣

７　

い
た
つ徒
ら
に尓
ふ
る
を越
思
ひ飛
の
色
の乃
ミ
や　

宿
に尓
そ
ひ飛
行
春
雨
の
空 

孝

８　

何
事
を
思
ひ飛
残
さ
ん
柴
の
戸
に尓　

雨
打
か可
す
ミ
く
ら
す
春
日
は盤 

治

９　

よ
も毛
き
ふ
に尓
降
と
し
も毛
な奈
き支
春
の
雨
は盤　

音
せ世
ぬ
人
の
心
を
や
し
る類 

為

十
日　

遠
浦
春
曙　

８　

春
の
８　

欠
４
人
…
俊
量
・
重
治
・
元
長
・
為
孝

１　

月
か可
す
む
絵
嶋
を
ミ
わ
た多
せ
は者　

外
に尓
春
な奈
き支
春
の乃
あ
け
ほ本
の 

宣

 

※
浦
歟
本
ノ
マ
ヽ
。
伊
…
浦
乃
絵
。

 

１
と
２
の
順
が
逆

２　

あ
け
ほ本
の
ゝ
あ
ら
ぬ
姿
の乃
う
き
嶋
や　

霞
に尓
と
を
き起
ち
か可
の
し志
ほ本
か可
ま 

廣　
六
三
八
〇

３　

立
帰
り
二
見
の
浦
の
夕
月
夜　

今
を
ひ飛
か可
り梨
の
春
の乃
明
ほ
の 

（
御
） 

一
九
一
三
・
二
四
〇

４　

み
る
め
に尓
は盤
戸
さ佐
し
も毛
し志
ら
す須
す
ま万
の
浦
や　

関
も毛
る留
波
の
春
の
曙 

為

５　

鴨
と
い
ふ
ふ
ね年
の
よ
そ
め
は盤
降
て
来
て　

霞
や
う
か可
ふ
浦
の
明
ほ本
の 

種

６　

浦
風
に尓
猶
面
影
の
霞
さ
へ　

明
も毛
の
こ
ら
ぬ
あ
と
の
し
ら
な
ミ 

継　
六
三
八
一

７　

浪
か可
ゝ
る類
袖
や
い
か可
な奈
る累
お
ほ本
よ
と
の　

う
ら
み見
な奈
き支
に尓
も毛
春
の
明
ほ本
の 

隆　
二
九
五
七

 

※
雪
…
へ
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十
三
日　

樵
路
早
蕨　

11　

春
の
11　

原
本
が
東
山
文
庫
に
あ
り

１　

め
つ
ら
し
と
お
る
手
に尓
あ
か可
て
爪
木
と
る累　

道
さ
ま満
た多
け
の
は
つ
わ
ら
ひ
か可
な奈 

隆　
二
九
六
〇

２　

爪
木
取
道
の
ゆ
く
て
の
早
蕨
や　

外
に尓
も毛
と
め
ぬ
春
の乃
や
ま万
さ佐
と 

継　
六
三
八
五

 

※
公
…
つ

３　

行
帰
り
と
る累
て
隙
な奈
く
暮
に尓
け个
り　

麓
の
爪
木
峯
の
さ
わ
ら
ひ飛 

長

４　

か可
き起
分
る留
木
の
下
蕨
折
そ
へ
て　

真
柴
露
け希
き起
道
や
く
る累
し
き幾 

（
御
） 

一
九
一
六
・
三
九
九

５　

初
蕨
も毛
ゆ
る
深
山
に耳
お
り
し志
る
や　

花
咲
木
を
は者
分
ぬ
木
こ
り
も毛 

量

６　

爪
木
を
も毛
思
ひ飛
は盤
捨
す
山
人
の　

心
を
う
つ徒
す
峯
の
さ
わ
ら
ひ 

為

７　

山
柴
に尓
折
そ
へ
て
行
早
蕨
の　

も毛
え
て
煙
は盤
立
と
し
も毛
な奈
し 

治

８　

け希
ふ
は盤
又
な奈
れ
し
妻
木
の
道
か可
へ
て　

お
り
や
ま万
と
ハ
む
峯
の
早
蕨 

孝

９　

か可
り利
は者
こ
ふ婦
隙
な奈
き
手
に
や
真
柴
生
る累　

山
路
の
蕨
折
の
こ
す
ら
ん 

種

10　

ま万
柴
さ
へ
暮
ぬ
と
残
す
山
人
の乃　

お
る
手
み見
せ
た多
る
峯
の
さ
わ
ら
ひ 

廣

11　

山
人
の
折
残
し
た多
る
下
蕨　

薪
の
道
や
ひ飛
ま万
な奈
か可
る累
ら
む無 

宣

十
二
日　

月
前
帰
鴈　

10　

春
の
10　

欠
２
人
…
元
長
・
重
治

１　

行
鴈
の
名
残
も毛
さ佐
そ
な奈
春
の乃
夜
の　

都
の乃
月
を
お
も毛
か可
け希
に
し
て 

量

２　

か可
す
む
を
そ
を
の
か可
か
こ古
と
の
春
な奈
ら
ん　

秋
や
ハ
鴈
の
月
に尓
わ
か可
れ
し 

隆　
二
九
五
九

３
◆
別
路
の
涙
も毛
を
の
か可
心
に尓
て　

月
や
う
ら
み見
ぬ
春
の乃
か可
り利
か可
ね祢 

継　
六
三
八
三

４　

思
ひ飛
立
を
の
か可
春
と
て
か可
す
む
を
も毛　

か可
こ
た
ぬ
月
の乃
天
つ徒
か可
り利
か可
ね年 

為

５　

天
つ
鴈
か可
す
め
る累
月
を
し志
る
へ
に尓
て　

越
路
の
春
は盤
ま
ち
や
わ
ふ
ら
ん 

孝

６　

せ
ん
か可
た多
も毛
な奈
ミ
た多
の
月
を
お
ほ本
ろ
夜
の　

名
残
に尓
な奈
し
て
厂
や
行
ら
ん 

廣

７　

風
か可
ほ本
る留
花
の
都
の
月
ミ
て
も　

う
き
帰
る
さ佐
と
か可
り梨
や
な奈
く
ら
ん 

種　
六
三
八
四

 

※
公
…
行

８
◆
な奈
く
さ
め
て
月
も毛
残
る
か可
行
厂
の　

面
か可
け希
し志
た
ふ
あ
と
の
山
の
は者 

宣

９　

名
残
思
ふ
雁
の
鳴
音
も毛
さ佐
た多
か可
に尓
て　

み
を
く
る類
月
の
か可
す
ま
ぬ
も
う
し 
（
御
） 

一
九
一
五
・
二
二
〇
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十
五
日　

対
花
恥
老　

13　

春
の
13　

欠
２
人
…
重
治
・
為
孝
。
為
孝
の
歌
は
公
宴
続
歌
に
あ
る

１　

い
か可
に尓
せ
ん
め
て
こ古
し
春
の能
積
り
き
て　

花
に尓
見
え
け个
る
老
の
姿
を 

量

２　

つ
れ
な奈
し
と
今
年
も毛
見
え
ん
老
は盤
う
し　

あ
た多
な奈
る
花
よ
さ
そ
思
ふ
ら
ん 

為

３　

さ佐
ら
に尓
又
松
の
お
も毛
は者
ん
身
の
ほ本
と
を　

花
の
上
に尓
も毛
な奈
け
き
て
そ
ミ
る類 

隆　
二
九
六
二

４　

我
そ
う
き
散
も毛
さ佐
か可
り梨
の
色
香
に尓
て　

花
の
上
に尓
は盤
老
や
な奈
か可
ら
ん 

（
御
） 

一
九
一
八
・
三
四
九

５　

よ
そ
に尓
見
て
わ
か可
身
ひ
と
つ
と
歎
そ
よ　

花
も毛
老
木
ハ
有
世
な奈
れ
と
も 

種　
六
三
八
八

６　

人
め
こ古
そ
あ
か可
ぬ
心
に尓
わ
す
る
と
も毛　

花
の
お
も
は
ん
老
の
身
ハ
う
し 

宣

７　

老
と
な那
る留
身
を
は
忘
れ
そ
深
山
木
の乃　

姿
も毛
花
の
す
か可
た多
な奈
ら
す
や 

廣 

※
書
…
す
。
伊
…
そ

８　

物
い
は者
ぬ
花
も
は者
つ
か可
し
老
の
身
に尓　

頼
て
契
る
ゆ
く
す
ゑ衛
の
は者
る留 

長

９　

年
を
へ
て
人
も
す寸
さ
め
ぬ
身
の
ほ本
と
や　

花
に尓
露
け
き
森
の
下
草 

継　
六
三
八
九

・　

な
り
ぬ
る
も
花
や
は
い
と
ふ
陰
に
た
に　

た
か
老
の
み
を
思
ひ
わ
ふ
ら
ん 

孝　
六
三
八
七

十
四
日　

垂
柳
蔵
橋　

12　

春
の
12　

欠
１
人
…
重
治

１　

よ
そ所
に尓
み見
は者
中
や
絶
な奈
ん
青
柳
の　

陰
ふ布
む
道
の
遠
き
か可
け
は者
し 

継

２　

青
柳
の
陰
も毛
ふ布
り利
ゆ
く
橋
の
う
へ
に尓　

苔
の
み
た多
れ
て
春
風
そ
吹 

（
御
） 

一
九
一
七
・
一
八
三

３　

く
る
人
の
渡
り
や
か可
ぬ
る
青
柳
の　

ミ
た多
る類
ゝ
門
の乃
ま満
へ
の
た
な奈
橋 

量

４　

青
柳
の
糸
の
た
え
ま満
も毛
よ
る累
浪
や　

あ
ら
ぬ
み
と
り梨
の
春
の能
河
橋 

為

５　

青
柳
の
か可
つ
ら
き
山
か可
絶
々
の　

み
と
り梨
に尓
か
ゝ
る
水
の乃
岩
は
し 

孝

６　

河
風
よ
い
か可
に尓
わ
た多
ら
ん
青
柳
の　

糸
に尓
か可
ゝ
れ
る
水
の
う
き支
は
し 

隆　
二
九
六
一

７　

枝
お
ほ本
ふ
柳
を
ハ
ら
ふ婦
川
風
や　

か可
け希
て
ミ
せ
た多
る留
ま満
へ
の
た
な奈
橋 

種

８　

駒
の
足
の乃
音
け計
し志
て
青
柳
の　

煙
に耳
沈
む
ま
へ
の
た多
な那
橋 

廣

９　

行
人
も毛
な奈
れ
と
ハ
見
え
す
青
柳
の　

木
の乃
間
分
入
宇
治
の
川
は者
し 
長

10　

陰
ふ布
か可
く
み
た多
る
ゝ
糸
に尓
末
絶
て　

柳
に尓
か可
ゝ
る累
宇
治
の
河
は
し 

宣
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十
七
日　

晴
天
遊
絲　

15　

春
の
15　

欠
１
人
…
重
治

１　

何
に
染
る
物
と
か
い
は者
む無
糸
ゆ
ふ
の　

空
は
み
と
り李
の
色
に
乱
れ
て 

量

２　

萌
出
る
草
に
も毛
あ
ら
ぬ
糸
遊
ふ
も　

た堂
ゝ
春
の
日
の能
空
を
色
な奈
る 

（
御
） 

一
九
二
〇
・
二
四
三

３　

お
ほ保
空
の
霞
の
衣
は
つ
れ
行　

色
を
や
あ
そ
ふ
糸
に尓
見
す
ら
ん 

隆　
二
九
六
四

４　

曇
な奈
き支
影
に尓
も
猶
や
ま満
た多
る
ら
ん　

入
日
の乃
中
に耳
あ
そ
ふ
糸
ゆ
ふ 

宣

５
◆
た堂
ち
ぬ
は者
ぬ怒
錦
お
り
出
て
緑
な奈
る留　

空
に尓
あ
や
な奈
す
糸
ゆ
ふ
の
か可
け希 

長

６　

何
な奈
ら
ぬ
春
の乃
け个
し
き起
の
糸
ゆ
ふ
ハ　

日
影
を
お
の
か可
姿
と
や
ミ
ん 

為

 

※
古
…
や
を　

※
２
古
…
成
覧

７
◆
染
な奈
し
て
思
ひ飛
分
へ
き
色
も毛
な奈
し　

空
の
緑
の乃
糸
ゆ
ふ
の
か可
け希 

継

８　

何
ハ
か可
り里
心
の乃
色
に尓
分
て
ミ
む　

な奈
き
た多
る
あ
さ
の能
糸
ゆ
ふ
の
影 

孝

９　

長
か閑
な奈
る
緑
の
空
の能
糸
ゆ
ふ
や　

か可
け
て
入
日
の乃
影
の
こ
す
ら
ん 

種

10　

さ
ほ保
ひ
め
の
を
の能
か可
手
染
の
糸
ゆ
ふ
や　

な奈
き支
た多
る留
空
の
緑
ミ
す
ら
ん 

廣

十
六
日　

花
落
客
稀　

14　

春
の
14

１　

散
ぬ
れ
は者
都
の
宿
の
か可
ひ飛
も
な奈
し　

ま満
し
て
太
山
の
花
の乃
名
残
よ 

（
御
） 

一
九
一
九
・
三
七
四

２　

花
ち
れ
ハ
身
を
し
る留
春
を
い
か可
に尓
と
も　

思
ひ
を
こ
せ
よ
待
人
ハ
な奈
し 

為

３　

問
人
も毛
わ
か可
た多
め
な奈
ら
ぬ
情
を
は者　

思
ひ飛
し志
れ
と
て
花
や
散
ら
む無 

宣

４　

や
か可
て
は
や
人
に尓
か可
れ禮
ゆ遊
く　

香
を
と
め
て
と
ひ飛
こ古
し
花
の
散
し
木
陰
ハ 

種 

※
書
・
伊
・
高
…
そ

５　

散
花
の
つ徒
ら
さ
閉
む
る
桜
戸
を　

た堂
ゝ
く
物
と
は盤
山
風
の
こ古
ゑ衛 

廣

６　

花
ゆ
へ
に尓
と
ひ飛
こ古
し
人
の
情
を
も毛　

散
ぬ
る
跡
に耳
思
ひ飛
し志
れ
と
や 

量

７　

花
よ与
り李
も裳
人
を越
そ楚
春
に尓
恨
ま満
し　

散
あ
へ
ぬ
う
ち
に尓
と
ハ
す寸
成
ぬ
る留 

隆　
二
九
六
三

８　

花
に尓
こ古
し
都
の乃
人
は盤
と
ひ飛
絶
て　

青
葉
の
枝
に尓
や
ま万
風
の乃
こ古
ゑ衛 

長

９　

ち
ら
ぬ
ま
は盤
花
に尓
の
ミ
と
も毛
い
は者
さ佐
り里
し　

身
を
さ
て
人
の
い
つ
忘
け个
ん 

継　
六
三
九
〇

10　

ち
る
花
の
雪
に尓
も
跡
は盤
い
と
ふ
身
の　

と
ハ
ぬ
を
何
に耳
恨
て
か可
み
む無 
孝

11　

心
あ
ら
は者
な奈
く
さ
め
き
て
も　

散
跡
を
と
ハ
ヽ
と登
ふ
へ
き
花
の
ふ
る
さ佐
と 

治



─ 21 ─

十
九
日　

雨
後
苗
代　

17　

春
の
17　

欠
１
人
…
俊
量　
原
本
が
宮
内
庁
書
陵
部
（
←
思
文
閣
）
に
あ
り

１　

雲
か
ゝ
る流
や
ま
や
よ
の
ま
の
雨
な
ら
ん　

ま満
か可
せ
ぬ
水
の
お
つ
る
苗
代 

宣

２　

山
風
そ
雲
を
は者
か可
へ
す寸
春
の
田
に尓　

夜
の
ま
の乃
雨
は盤
水
を
ま
か可
せ世
て 

隆　
二
九
六
六

３　

山
本
の
苗
代
い
そ
く
雨
過
て　

日
影
に尓
み
ゆ
る
春
の
さ佐
と
ひ飛
と 

（
御
） 

一
九
二
二
・
三
九
四

４　

時
を
し志
る累
雨
の乃
名
残
の
苗
代
ハ　

水
も毛
心
に
ま満
か可
セ
け个
る類
か可
な那 

長

５　

雨
は
る留
ゝ
山
の
み
と
り李
の乃
影
な
か可
ら　

苗
代
水
は盤
千
町
に
そ
ゆ
く 

為

６　

山
か可
け
や
き
の
ふ
か可
せ
き
し
苗
代
の　

水
の
に
こ
り
も毛
は
る
ゝ
雨
か可
な那 

継

７　

雨
過
る
苗
代
小
田
の
み
し
め
縄　

か可
け
て
や
秋
の
露
を
ミ
す
ら
ん 

孝

８　

小
山
田
ハ
苗
代
水
の
底
に尓
み
し　

濁
に尓
う
か可
ふ
雨
の
な奈
こ
り利
に尓 

種

 

※
原
・
書
・
伊
・
高
…
そ

９　

を
の
つ
か可
ら
苗
代
水
ハ
ま満
す寸
ら
お
か可　

せ世
く
手
も
ま満
た多
ぬ
春
雨
の
跡 

治

10　

坂
こ古
え
て
雨
ハ
過
ら
ん
苗
代
や　

あ
へ
の
田
な
ゐ井
に
餘
る留
水
音 

廣

 

※
原
・
書
・
伊
・
高
…
を

・　

雨
ハ
る累
ゝ
春
の濃
や屋
ま万
水
ま
か可
せ
ぬ
も毛　

を遠
の能
つ
か可
ら
な
る流
小
田
の
な奈
ハ
し
ろ 

俊
量

十
八
日　

雲
雀
消
霞　

16　

春
の
16　

欠
５
人
…
俊
量
・
重
治
・
永
宣
・
元
長
・
済
継

１　

あ
か可
り李
ゆ
く
空
こ古
そ
あ阿
ら
め
夕
ひ
は者
り　

影
ミ
る
水
も
か可
す
む
の
へ
哉 

隆　
二
九
六
五

２　

か可
す
む
日
ハ
跡
な奈
き支
空
の
夕
ひ飛
は者
り利　

遠
さ佐
か可
る
た
に
さ佐
た多
か可
な奈
ら
ぬ
を 

為　
※
古
…
に

３　

雲
路
よ
り李
く
る累
ゝ
末
野
の
夕
雲
雀　

馴
し
霞
も
猶
や
た
と
ら
ん 

継

４
◆
し志
ら
れ
め
や
声
に尓
聞
す
ハ
夕
雲
雀　

霞
の
空
に
き幾
ゆ
る
行
ゑ衛
も毛 

種

５　

空
遠
ミ
か可
す
む
姿
は盤
か可
け
ろ
ふ
の　

を
の
れ
見
わ
け个
ぬ
夕
雲
雀
哉 

　
　

※
書
・
伊
…
廣

６　

絵
に
か
け
る
鳥
と
や
そ
ら
に
夕
雲
雀　

お
な
し
所
に
か
す
む
声
哉 

廣　
※
書
・
伊
…
御
製

 

一
九
二
一
・
三
九
一
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廿
一
日　

款
冬
露
繁　

19　

春
の
19　

欠
１
人
…
季
種

１　

露
を
た多
も毛
み
風
な奈
き支
枝
も毛
ゆ
り
金
の　

色
は者
つ
か可
し
き
山
吹
の
花 

長

２　

山
吹
に尓
け
さ
を
く
露
の
な奈
か可
れ
て
ハ　

爰
に尓
や
く
ま満
ん
ゐ
て
玉
水 

為

３　

な奈
を越
さ佐
り梨
に尓
し志
ほ本
り
て
も毛
み
よ
う
つ
ろ
ハ
　ヽ

わ
れ
も毛
散
な奈
ん
露
の乃
山
吹 

継

４　

お
る留
袖
の
露
の
時
雨
も毛
山
吹
の　

下
葉
は盤
し志
ら
ぬ
い
ろ
に尓
つ徒
れ
な奈
き支 

孝

５　

み
る留
ま満
ゝ
に尓
を
き幾
そ
ふ
花
の乃
夕
つ徒
ゆ由
は盤　

八
重
山
吹
の
い
く
へ
共
な奈
し 

隆　
二
九
六
八

６　

吹
色
に尓
う
つ
る
心
か可
を
く
つ徒
ゆ
も毛　

け
に尓
い
ひ飛
し志
ら
ぬ
山
ふ
き
の
花 

宣

７　

山
吹
の
露
と
も毛
ち
る
や
し志
か可
ら
ミ
に尓　

せ
か可
れ
て
あ
ま満
る
ゐ
て
の
川
波 

治

８　

植
置
し
情
わ
す
れ
す
古
郷
の乃　

庭
に尓
つ
ゆ
け个
き起
や
ま万
ふ
き
の
花 

量

９　

を
く
露
の
心
の乃
お
く
に尓
さ
き起
て
け个
り李　

こ
れ
や
い
は者
て
の
山
ふ
き
の
花 

廣

10　

花
の
外
に尓
こ古
ほ本
れ
出
て
も
山
吹
の乃　

し志
け
み
の乃
露
の
匂
ふ
色
か可
な那 

（
御
） 

一
九
二
四
・
四
〇
三

 

※
柏
…
本

廿
日　

滝
下
藤
花　

18　

春
の
18　

欠
３
人
…
俊
量
・
重
治
・
元
長

１　

落
瀧
つ津
よ
と
む
瀬
も毛
な奈
く
行
春
を越　

わ
れ
せ世
き起
か可
ほ本
に
か可
ゝ
る
藤
波 

隆　
二
九
六
七

２　

陰
た
か可
き
藤
の
し志
な奈
ひ
も毛
瀧
の
糸
の能　

乱
て
お
し
き
は者
る
の
山
か可
せ勢 

（
御
） 

一
九
二
三
・
四
一
〇

 

※
柏
…
を

３　

お
ち
た多
き
つ徒
岩
波
く
た多
く
ゆ
か可
り梨
そ
と　

色
に
も毛
ミ
せ
て
藤
咲
に尓
け个
り 

為

４　

ぬ
き支
と
む
る
花
と
や
み
ま満
し
瀧
の
糸
の能　

お
な奈
し
岩
ね祢
に尓
か
ゝ
る
藤
波 

継

５　

落
瀧
つ津
岩
根
を
こ
ゆ
る類
藤
波
の　

花
に
ミ
か
せ
ハ
ま満
さ
る
と
も
な奈
し 

孝

６　

紫
の
色
も
あ
ら
は
に尓
お
ち
た
き
つ　

岩
ね祢
の
水
を
染
る
藤
か可
な那 

種

７　

家
つ
と
に尓
た
れ連
行
な奈
ら
し
水
引
の　

い
と
も毛
て
ゆ
へ
る
瀧
つ
藤
か可
え 

廣

８　

お
ち
た堂
き起
つ徒
岩
き
る
水
ハ
さ佐
は者
け
と
も毛　

か可
け希
し志
つ
か可
な奈
る
松
の
藤
波 

宣
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廿
三
日　

山
家
更
衣　

21　

夏
の
１

１　

山
住
も裳
身
の
な奈
ら
ハ
し
に尓
た
ち
か可
へ
て　

浮
世
に尓
か可
へ
す寸
夏
衣
か可
な那 

宣

２　

人
な奈
ミ
に尓
か可
ふ
る
と
い
ふ
も毛
か可
ひ飛
な奈
き
や　

か可
た多
山
住
の
あ阿
さ
の
さ
衣 

長

３　

い
つ
よ
り李
か
鳴
は盤
軒
は盤
の能
山
な奈
ら
ん　

け希
ふ
は盤
我
き幾
し
蝉
の
羽
衣 

廣

４　

春
夏
の
色
を
は者
か可
へ
つ
あ
さ
衣　

独
り
い
は者
木
の
山
か可
つ
も
な
し 

継

５　

い
か可
て
世
の
花
に尓
も
そ
め
ぬ
苔
衣　

た
ち
か可
ふ
る
身
の能
な奈
ら
ひ飛
し志
る累
ら
ん 

治

６　

春
と
て
も
花
に尓
し
あ
ら
ぬ
山
賤
の　

袖
や
か可
ふ
る
も毛
惜
ま
さ佐
る
ら
ん　

治

７　

一
た多
ひ飛
は盤
苔
に
そ
袖
を
か可
へ
つ
ら
ん　

な奈
に尓
山
す
ミ
の
夏
も毛
分
へ
き 

（
御
） 

一
九
二
六
・
四
四
〇

８　

山
里
は盤
人
も毛
し志
ら
し
を
夏
衣　

残
る
桜
の
い
ろ
に尓
そ
め
は者
や 

隆　
二
九
七
〇

 

※
伊
イ
…
な

９　

柴
の
戸
に尓
春
を
も裳
し志
ら
ぬ
身
の
う
さ
ハ　

か可
へ
も毛
お
な奈
し
麻
衣
か可
な奈 

為　
※
伊
…
き

10　

心
さ
し
花
に尓
染
す
は盤
山
賤
の　

か可
ふ
る
袂
も毛
何
か可
お
し
ま満
む 

種

11　

か可
ふ
る
と
も毛
何
お
し
か可
ら
ん
山
住
の　

心
は盤
花
に尓
そ
め
ぬ
こ
ろ
も毛
を 

量

廿
二
日　

惜
春
非
一　

20　

春
の
20

１　

い
か可
に尓
せ
ん
け个
ふ
さ
へ
い
く
れ
つ徒
花
鳥
の乃　

色
ね祢
の
こ古
ら
ぬ
春
の
別
路 

長

２　

こ古
と
に尓
ふ
れ
て
名
残
は盤
有
を
花
鳥
の　

名
に尓
た
ち
て
行
春
の
な奈
ら
ひ
に尓 

為　
※
古
…
て

３　

行
春
に尓
思
ひ
そ
へ
て
か可
お
ほ本
か可
た多
の乃　

月
日
も毛
更
に尓
お
と
ろ
か可
れ禮
ぬ
る留 

継

４　

か可
き起
り李
あ
り里
と
暮
行
春
を
み
る
に尓
猶　

哀
数
そ
ふ
身
を
や
思
ハ
ん 

孝

５　

も毛
の
こ
と
に尓
あ阿
か可
す寸
か可
そ
へ
て
百
千
鳥　

ね祢
も
立
つ
へ
き
春
の乃
別
路 

種

６　

な奈
へ
て
世
の乃
月
日
も毛
か可
な奈
し
花
も毛
惜　

我
身
ふ
り
ゆ
く
春
の
暮
か
た 

隆　
二
九
六
九

 

※
雪
イ
…
春
。
暮
が
た
の
空

７　

あ
り
明
に尓
春
の
ひ飛
か可
り梨
を越
の
こ
し
て
も毛　

木
ふ
か可
き
花
の能
い
つ
く
に尓
か可
ミ
ん 

（
御
） 

一
九
二
五
・
四
一
四

 

※
柏
…
を

８　

そ
を
の
ミ
や
名
残
と
き
か可
ん
廿
あ
ま
り　

四
方
に尓
う
つ
ろ
ふ
花
の
春
風 

廣

９　

な奈
れ
き支
つ
る
こ古
と
を
あ阿
ま
た多
に尓
思
ふ
に尓
も裳　

つ徒
ら
き
ハ
春
の
別
な奈
り
け
り 
宣

10　

花
鳥
の
色
音
に尓
残
る累
面
影
の　

そ
れ
も
と
ま満
ら
す
く
る累
ゝ
春
哉 

治

11
◆
な奈
を越
さ佐
り李
に
し志
た多
ハ
ん
物
か可
花
か可
ほ本
り里　

有
明
か可
す
む
春
の能
名
残
を 

量
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廿
五
日　

夢
中
郭
公　

23　

夏
の
３　

欠
１
人
…
元
長

１　

一
声
に尓
お
と
ろ
か可
さ
れ
て
あ阿
た多
ら
夜
の　

夢
に尓
も毛
う
と
き
時
鳥
哉 

量

２　

わ
す
れ
す
よ
い
か可
に尓
ね祢
し
夜
そ
ほ本
と
ゝ
き
す　

う
つ徒
ゝ
に尓
残
る累
夢
の
一
声 

種

３　

う
つ
ゝ
か可
と
聞
し
初
音
も毛
思
ひ飛
ね祢
の　

夢
路
に尓
か可
へ遍
る
山
ほ本
と
ゝ
き支
す 

廣

４　

聞
つ
る
を
人
ハ
い
か可
に尓
と
ほ本
と
ゝ
き支
す数　

誰
に
と
ひ
て
か可
夢
を
さ
た多
め
む無 

継

５　

後
も毛
ま満
た多
夢
を
や
ま満
た多
ん
ね祢
ぬ
夜
を
は者　

い
た
つ徒
ら
に尓
な奈
す
山
時
鳥 

為

６　

う
つ徒
ゝ
か可
と
お
と
ろ
く
夜
半
の
時
鳥　

し志
た多
ハ
て
さ佐
め
し
夢
も毛
は
か可
な奈
し 

孝

７　

時
鳥
夢
な奈
り
け
り里
と
空
の
雲　

た多
な那
ひ飛
く
い
ろ
に耳
の
こ
る
聲
か可
な奈 

（
御
） 

一
九
二
八
・
四
七
〇

８　

ね祢
ぬ
人
の
よ
そ
に
も毛
聞
ハ
ほ本
と
ゝ
き支
す数　

夢
に尓
な奈
し
つ徒
る留
一
声
も毛
な奈
し 

治

９　

思
ひ飛
ね祢
の
初
音
な奈
り利
せ世
は
ほ本
と
ゝ
き
す　

心
と
さ
む
る留
夢
は盤
あ
ら
し
を 

宣

10　

待
わ
ひ飛
て
ね祢
ぬ
る
心
や
み
し
か可
夜
の　

夢
を
お
と
ろ
く
ほ本
と
ゝ
き
す
哉 

隆　
二
九
七
二

廿
四
日　

卯
花
作
墻　

22　

夏
の
２　

欠
２
人
…
俊
量
・
元
長

１　

咲
比
は盤
た
ゝ
卯
花
の
陰
に尓
し
て　

か可
こ
ひ飛
置
に尓
し
草
垣
も毛
な奈
し 

宣

２　

蘆
の
屋
の能
か可
き支
ほ本
に尓
た
の
む
さ佐
し
う
つ
木　

花
の
た多
め
と
も毛
思
ハ
さ
り
け个
ん 

長

３　

陰
た
か可
く
咲
卯
花
や
冬
籠
る留　

雪
の
垣
ほ本
を
爰
に尓
見
す
ら
ん 

廣

 

※
書
…
夏
歟
。
伊
…
夏

４　

荒
行
は盤
垣
ほ本
と
も毛
な奈
し
卯
花
の乃　

雪
こ古
そ
日
人
の
あ
と
隔
け个
れ禮 

継

５　

お
も
ふ
へ
き幾
春
の
人
め
は
枯
果
て　

垣
は本
も毛
あ阿
や
な奈
卯
花
の
か可
け希 

為

６　

山
風
の
吹
と
は盤
す
れ
と
卯
花
の　

雪
の
か可
き
ね祢
は盤
は
ら
ふ
と
も
な奈
し 

孝

７　

面
か可
け
は盤
雪
に尓
な奈
ひ飛
か可
ぬ
色
も
な奈
し　

卯
花
垣
ね年
竹
の
し志
た多
か可
せ 

（
御
） 

一
九
二
七
・
四
四
八

８　

卯
花
の
さ
き起
て
か可
こ
へ
る
古
郷
の　

垣
ほ本
計
や屋
や
つ
れ
さ
る累
ら
ん 

治

９　

あ阿
か
さ
り李
し
梅
も
桜
も
卯
花
の　

垣
ね祢
に尓
か可
へ
る
春
の
色
か可
な那 

隆　
二
九
七
一
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廿
七
日　

古
池
菖
蒲　

25　

夏
の
５　

欠
１
人
…
重
治

１　

あ
せ
に尓
け个
り
も毛
と
の
根
さ
し
の
残
ら
す
は盤　

池
の
あ
や
め
も
何
に尓
わ
か可
れ
ん 

継

２　

池
水
ハ
か可
ほ本
る留
あ阿
や
め
を
心
に尓
て　

を
の
か可
さ
月
を
幾
世
へ遍
ぬ
ら
ん 

為

３　

い
く
と
セ
か可
な奈
か可
き起
例
に尓
ひ飛
か可
れ
け个
ん　

ふ
り
ぬ
る
池
に尓
生
ふ
る
あ
や
め
ハ 

量

４　

引
人
の
影
も
ふ
り
ゆ
く
池
水
に尓　

お
ふ
る
あ
や
め
の
色
そ
か可
ハ
ら
ぬ 

孝

５　

茂
り利
あ
ふ
あ
や
め
引
手
に尓
見
え
初
て　

隙
あ
る累
池
の
水
の
涼
し
さ 

（
御
） 

一
九
三
〇
・
四
九
〇

６　

池
や
猶
心
あ
さ
く
も毛
あ
せ
ぬ
ら
ん　

ひ
け
は盤
あ
や
め
の
な奈
か可
き
根
さ
し
に尓 

宣

７　

わ
れ
の
ミ
そ
う
き
ぬ
の乃
池
の
ふ
り
ぬ
れ
と　

け希
ふ
の
あ阿
や
め
ハ
人
も毛
ひ
き
け个
り 

隆　
二
九
七
四

８　

池
水
も毛
心
ふ婦
か可
く
は盤
あ
や
め
草　

た
か可
世
の
た
ね祢
と
と
ふ
も
こ古
た多
へ
し　

長

９　

袖
に尓
み
し
宿
の
昔
も毛
池
水
の　

心
に耳
か可
ゝ
る累
あ
や
め免
な奈
り
け个
り李　

種

10　

古
残
る
池
の
姿
の乃
松
か可
け希
に耳　

あ
や
め
も毛
も毛
と
の
ね祢
さ
し
ミ
セ
け个
り 

廣　
六
三
九
三

廿
六
日　

蘆
橘
薫
枕　

24　

夏
の
４　

欠
１
人
…
元
長

１　

夜
と
共
に尓
匂
や
さ佐
そ
ふ
ぬ
る
た
ま
も毛　

枕
う
か可
る累
ゝ
軒
の
た多
ち
は者
な奈 

廣

２　

梅
か可
香
に尓
月
や
あ
ら
ぬ
と
い
ひ飛
し
夜
を　

花
橘
も毛
枕
に尓
そ
と
ふ 

継　
六
三
九
二

３　

橘
や
身
も
ふ
り利
に尓
け个
る累
手
枕
を　

よ
そ
に尓
お
も
は者
て
に尓
ほ本
ひ
き
ぬ
ら
ん 

為

４　

橘
の
代
々
の乃
む
か可
し
を
た
か可
た多
め
に尓　

つ
け希
の能
枕
の
香
に尓
匂
ふ
ら
ん 

種

５　

忘
め
や
枕
定
て
夜
も
す
か可
ら　

な奈
る累
ゝ
と
こ
よ
の
花
の
に尓
ほ本
ひ
は 

量

６　

あ
た多
に尓
ま満
た多
枕
も毛
か可
へ遍
し
橘
の　

匂
ひ
に尓
な奈
る累
ゝ
床
の乃
ひ飛
と
り
ね祢 

孝

７　

身
に尓
と
ま満
る
お
も
ひ飛
や
む
か可
し
橘
の　

匂
ひ
に尓
ぬ
る
ゝ
さ
夜
の
手
枕 

隆　
二
九
七
三

８　

夏
の
夜
は盤
花
橘
の
に尓
ほ本
ふ
よ
り李　

枕
さ佐
た多
め
ぬ
端
ゐ
を
や
せ世
ん 

（
御
） 

一
九
二
九
・
四
七
九

９　

橘
の
匂
ひ
計
や
花
ら
く
の　

枕
に尓
か可
へ
る累
む
か可
し
な奈
る留
ら
む無 
治

10　

袖
の
露
も
あ
か可
ぬ
匂
ひ飛
や
散
す
ら
ん　

枕
に尓
す
く
る累
か可
せ勢
の
橘 

宣
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廿
九
日　

舩
五
月
雨　

27　

夏
の
７　

欠
１
人
…
季
種

１　

波
の
上
ハ
か可
き
り梨
有
へ
き
舟
路
に尓
も　

山
の
端
し志
ら
ぬ
五
月
雨
の
比 

（
御
） 

一
九
三
二
・
五
〇
三

２　

と
も
す
火
を
さ佐
ミ
た多
れ
く
ら
き
舟
に尓
ミ
て　

藻
塩
の
煙
た
き
絶
に尓
け个
り 

為

３　

あ
ら
ぬ
か可
た多
に尓
川
波
こ古
え
て
舟
の
よ
る　

汀
や
か可
ハ
る
さ
み
た多
れ
の
こ古
ろ 

量

４　

舟
人
も毛
の
ほ本
る類
瀬
し志
ら
ぬ
五
月
雨
の　

雲
の乃
行
ゑ衛
や
猶
た
と
る
ら
ん 

孝

５　

五
月
雨
に尓
あ
ま万
の
綱
手
や
朽
ぬ
ら
ん　

さ
ら
ぬ
小
舟
も毛
こ
か可
れ
て
そ
ゆ
く 

宣

６　

五
月
雨
は盤
み
さ
こ
ゐ
る
す
も毛
ミ
つ
塩
を　

ま満
た多
て
や
舟
の
な奈
か可
れ
出
ら
ん 

隆　
二
九
七
六

７　

き幾
ゝ
な奈
れ
し
草
の
庵
の乃
五
月
雨
を　

管
お
ほ本
ふ
舟
も毛
何
か可
う
れ
へ
ん 

長　
※
〃
に

８　

引
お
ほ本
ふ
と
ま満
の
雫
も毛
晴
や
ら
て　

五
月
雨
く
ら
き起
ふ
ね年
の
う
ち
か可
な奈 

治

９　

船
の
中
ハ
か可
ゝ
ら
ぬ
波
の
雫
に尓
も　

か可
ハ
か可
ぬ
袖
を
さ
ミ
た
れ
の
そ
ら 

継

10　

す
か可
こ古
も毛
の
十
蒲
の
浦
舟
み三
ふ婦
に尓
さ
へ　

ね
ん
か可
た多
な奈
し
や
五
月
雨
の
比 

廣

廿
八
日　

薄
暮
早
苗　

26　

夏
の
６　

欠
２
人
…
元
長
・
季
種

１　

入
迄
と
取
手
た
と
ら
ぬ
夕
月
に尓　

早
苗
ふ
ミ
し志
た多
く
道
ハ
分
れ連
す 

為　
※
古
…
を

２　

夕
日
影
さ
す須
や
岡
邊
の
早
苗
と
る　

田
子
の能
も毛
す
そ
や
ぬ
れ
て
ほ本
す
ら
ん 

量

３　

暮
行
ハ
わ
か可
か
た多
遠
き
小
山
田
の　

た
こ
の
早
苗
や
猶
い
そ
く
ら
ん 

孝

４　

植
立
て
ミ
れ
は者
早
苗
の
夕
風
に尓　

や
か可
て
葉
の
ほ
る
露
の
涼
し
さ 

隆　
二
九
七
五

５　

打
な奈
ひ飛
き支
色
こ古
き
雲
の
秋
も毛
い
さ　

緑
の
な奈
へ
の乃
露
の
夕
風 

（
御
） 

一
九
三
一
・
四
八
九

６　

暮
深
ミ
い
き
も毛
つ徒
き
あ
へ
す
湊
田
に尓　

か可
つ
き
の
あ阿
ま
り梨
と
る
早
苗
哉 

廣

７　

早
苗
と
り李
帰
る
田
面
に尓
た多
つ
鷺
の　

を
の
か可
色
の
ミ
く
ち
残
り
つ徒
ゝ 

継　
※
れ
カ
。
書
…
れ

８　

く
る
ゝ
日
に尓
し志
ゐ
て
も
と
る
や
水
な
へ
ん
の　

緑
ふ
し
立
早
苗
な奈
る
ら
ん 

治

９　

暮
渡
る
小
田
の
早
苗
ハ
見
え
わ
か可
て　

葉
の
出
る
露
そ
光
そ
ひ
行 

宣
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二
日　

連
夜
鵜
川　

29　

夏
の
９　

欠
１
人
…
重
治

１　

夕
月
夜
あ
か可
つ
き
月
の能
よ
な奈

く
に尓
い
く
た多
ひ飛
か
へ
て
鵜
舟
さ
す
ら
ん 

隆　
二
九
七
八

 

※
書
・
伊
…
お
り

く
に
。

 

　
　
　
雪
…
を
り

く
を
。

 

※
２
〃
そ
。
書
・
伊
・
雪
…
か

２　

う
か可
ひ飛
舟
い
く
夜
か
く
た多
す
お
な奈
し
瀬
に尓　

い
か可
な奈
る
あ阿
ゆ
の
猶
の
か可
れ
け个
ん 

長

３　

月
に
は盤
と
帰
る
鵜
舟
も毛
時
か可
へ
て　

夕
や
ミ
ふ婦
く
る流
あ
り
あ阿
け希
の乃
こ古
ろ路 

宣

４　

鵜
飼
舟
う
ら
み
て
帰
る
月
影
も毛　

お
な奈
し
川
瀬
に尓
い
く
夜
見
つ徒
ら
ん 

継

５　

み
し志
や
そ
の
弓
張
月
の
下
つ
瀬
に尓　

今
い
く
夜
と
か可
鵜
舟
さ
す須
ら
ん 

（
御
） 

一
九
三
四
・
五
五
〇

６　

う
か可
ひ飛
舟
う
か可
ふ
や
波
の
よ
る累
こ古
と
に尓　

と
く
も毛
を
そ
く
も
や
ミ
を
待
つ徒
ゝ 

種

７　

鵜
か可
ひ飛
舟
夜
か可
れ
も毛
見
え
す
さ
す
さ佐
ほ本
の能　

雫
に尓
露
の
身
を
は者
し志
ら
す
や 

孝

８　

最
上
川
夜
半
も毛
幾
瀬
の
波
分
て　

の
ほ本
れ
は者
く
た多
る類
鵜
舟
な奈
る留
ら
ん 

廣

９　

篝
火
の
て
ら
す
も毛
う
し
と
心
せ
よ　

鵜
舟
は盤
や
ミ
の
ひ悲
と
夜
の
ミ
か可
は 

為

10　

月
の
入
猶
待
え
つ徒
ゝ
に
し
河
や　

波
の
よ
る類
へ
鵜
舟
さ
る
ら
し 

量

四
月
一
日　

荒
砌
瞿
麦　

28　

夏
の
８　

欠
２
人
…
元
長
・
俊
量

原
本
が
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
平
成
二
十
年
十
月
二
〇
九
号
に
確
認
さ
れ
る

１　

茂
り利
行
庭
ハ
草
葉
に尓
あ
ら
し
て
も　

や
つ
れ
ぬ
色
や
な奈
て
し
こ
の
花 

宣

２　

嵐
吹
秋
い
か可
な奈
ら
ん
露
け
さ
の　

今
た
に尓
た
へ
ぬ
床
夏
の
は
な 

隆　
二
九
七
七

３　

露
ふ
か可
く
か可
ゝ
れ
と
て
し
も毛
撫
子
の　

花
を
ハ
さ佐
し
も毛
植
す
や
有
け希
ん 

（
御
） 

一
九
三
三
・
五
四
〇

４　

心
し
て
露
た多
に尓
か可
け
よ
な奈
て
し
こ
の　

あ
ら
き
風
に尓
も
頼
む
垣
ね年
を 

継　
六
三
九
四

５　

常
夏
の
花
を
も
ミ
れ
は者
八
重
葎　

は者
ら
ハ
ぬ
露
そ
色
に尓
う
つ
ろ
ふ 

為

６　

な奈
て
し
こ古
の
ま満
か可
き起
に尓
こ古
め
て
猶
そ
思
ふ　

庭
の
よ
も毛
き
の
茂
き
哀
は盤 

種

７　

宿
ハ
な奈
を
草
に尓
や
あ
れ
ん
人
と
ハ
ぬ　

我
こ古
と
の
は者
の
や
ま
と
な奈
て
し
こ 

廣

８　

そ
れ
と
な奈
き支
も毛
と
の
垣
ね年
も
撫
子
の　

花
に尓
忘
れ
ぬ
哀
を
そ
し
る 

孝

９　

し志
た多
ひ
て
も
誰
か可
住
ら
ん
の
ゝ
宮
の　

跡
ハ
名
の
ミ
の
と
こ
な奈
つ
の
花 
治

原
本
に
よ
り
、
二
首
を
補
足
す
る
。
綾
小
路
俊
量
の
詠
歌
は
、
１ （
永
宣
） 

と 

２ （
実
隆
） 
の
間
に
。

・　

す春
む無
人
の農
あ阿
り
と
も毛
ま
す
か可
ち
り
な
ら
ぬ　

露
や屋
は
ハ
ら
ふ婦
と
こ古
な奈
つ徒
の
は
な那 

俊
量

甘
露
寺
元
長
の
詠
歌
は
、
２ （
実
隆
） 

と 

３ （
御
製
） 

の
間
に
。

・　

す
み見
あ阿
ら
す須
人
の農
こ古
ゝ
ろ路
も毛
と
こ
な奈
つ徒
の能　

ま満
か可
き起
の能
つ
ゆ遊
を
お於
も
ひ
を
き幾
け遣
ん 

元
長
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四
日　

蛍
照
水
草　
　

31　
　

夏
の
11　
※
伊
の
順
は
、
1
・
3
・
5
・
7
・
9
・
10
・
11
・
2
・
4
・
6
・
8

１　

露
す
か可
る
玉
江
の
芦
に尓
飛
蛍　

ミ
か可
く
光
そ
み
え
て
す
か可
し
き幾 

治

２　

声
た
て
ぬ
夜
の
蛍
の
お
も毛
ひ飛
を
も毛　

芦
の
葉
風
の
そ
よ
と
し志
れ
と登
や 

隆　
二
九
八
〇

３　

行
か可
た
の乃
光
の
う
ち
に尓
色
見
え
て　

蛍
も毛
さ佐
そ
ふ
水
の
う
き幾
草 

宣

４　

い以
つ徒
く
よ
り李
さ
そ
ふ
水
あ
り梨
て
浮
草
に尓　

よ
る累
は盤
蛍
の
ミ
た多
れ
あ
ふ
ら
ん 

量

５　

飛
蛍
さ佐
そ
は者
れ
き
て
も
浮
草
に尓　

お
も
ひ飛
み
た多
な奈
し
水
の
う
へ
か可
な那 

継

６　

数
々
に尓
も
ゆ
る
蛍
の
な奈
か可
れ禮
藻
に尓　

水
の
く
も
り梨毛
も
ミ
セ
ぬ
夜
半
か可
な奈 

為　
※
古
…
は

７　

水
く
ら
き起
芦
間
か可
く
れ
に尓
先
見
え
て　

夜
の能
蛍
も毛
く
れ
こ古
と
の
か可
け計 

（
御
） 

一
九
三
六
・
五
七
二

８　

橋
姫
の
け
た多
む
思
ひ飛
の
う
ち
川
や　

す
か可
藻
ミ
た
れ
て
蛍
と
ふ婦
ら
ん 

廣

９　

や
と
り李
つ
る
蛍
の
影
は盤
け
さ
消
て　

は者
か可
な奈
き支
露
を
残
す
う
き起
草 

長

10　

沢
水
の
な奈
か可
れ
ぬ
草
に尓
か可
け
と
め
て　

よ
そ
に尓
や
過
ぬ
蛍
な奈
る累
ら
ん 

孝

11　

夜
も毛
す
か可
ら
浪
に尓
乱
て
行
蛍　

そ
こ古
の乃
玉
藻
も毛
ひ飛
か可
り李
そ
ふ
ら
ん 

種

三
日　

照
射
欲
明　

30　

夏
の
10　

欠
１
人
…
俊
量

１　

と
も毛
し
さ
す
松
の
煙
も毛
あ
く
る
夜
の　

色
に尓
わ
か可
る類
ゝ
嶺
の
よ
こ
雲 

隆　
二
九
七
六

２　

あ
け
残
る
ほ
く
し
の
か可
け
や
さ
ほ本
し
か可
の能　

よ
り李
こ古
ぬ
程
を越
よ
そ
に尓
ミ
す
ら
ん 

治

３　

ほ本
く
し
さ
す
煙
や
峯
に尓
明
ぬ
ら
ん　

わ
か可
る類
ゝ
あ
と
に尓
の
こ古
る
よ
こ
く
も毛 

宣

４　

夜
を
の
こ
す
雲
一
村
の
峯
た
か
み　

き
え
ぬ
と
も毛
し
の
影
そ
ま満
か可
は者
ぬ 

継

５　

よ
る類
し志
か可
の
面
影
も毛
み
む
と
も毛
し
し志
て　

残
ら
ぬ
夜
を
や
空
に尓
か
こ
た多
ん 

為

６　

明
に尓
け个
り
よ
り
く
る
鹿
も毛
な奈
つ
山
や　

残
る累
ほ本
く
し
の
ま満
つ
と
せ世
し
ま
に尓 

種

７　

五
月
山
さ
つ
男
の能
ゆ遊
つ
る
一
す
ち
に尓　

明
か可
た多
か可
け
て
さ佐
す
と
も毛
し
か可
な那 

廣

８　

た
き支
す
つ
る
と
も毛
し
の
ほ本
か可
け希
し志
ら
む
よ
り里　

明
る
夜
い
そ
く
嶺
の
横
雲 

長

９　

明
る
か可
と
み
る
も毛
木
ふ
か可
き起
山
路
に尓
は盤　

残
る
と
も毛
し
や
し志
る
へ
な奈
る流
ら
ん 

孝

10　

と
も毛
し
す
る
尾
上
の
ほ本
か可
け
残
る
夜
に尓　

め
く
ら
ぬ
星
や
空
に尓
ミ
す
ら
ん 
（
御
） 
一
九
三
五・五
五
五
三

 

※
書
・
伊
・
柏
…
ゆ
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六
日　

遠
村
夕
立　

33　

夏
の
13

１　

嵐
吹
雲
ハ
嶺
行
夕
立
に尓　

入
日
か可
け希
ろ
ふ
や屋
ま万
も毛
と
の乃
里 

宣

２　

此
里
も毛
雲
そ
と
ゝ
ろ
く
な奈
る
神
の　

こ古
ゑ
は盤
の
と
か可
に尓
過
る
夕
立 

継　
※
書
…
も
。
伊
…
そ

３　

行
と
見
て
雲
は盤
か可
へ遍
ら
ぬ
遠
里
の
夕
を
い
そ
く
ゆ
ふ
立
の
そ
ら 

量

４　

鐘
の
音
も
隔
つ
る
雲
の
夕
た多
ち
や　

暮
行
色
を
よ
そ
に尓
ミ
す
ら
ん 

為

５　

雲
風
に尓
さ佐
ハ
く
遠
地
の
村
鳥
も毛　

こ古
ゝ
に尓
き
ほ本
ひ飛
て
夕
立
の
声 

隆　
二
九
八
二

６　

山
風
も毛
た
か可
里
め
く
る累
ほ本
と
な奈
ら
し　

時
雨
て
は者
る類
ゝ
夕
立
の
里 

（
御
） 

一
九
三
八
・
五
九
一

 

※
柏
・
伊
…
に

７　

雲
も毛
ま満
た多
ゆ
き
ゝ
さ佐
た多
め
ぬ
夕
立
に尓　

遠
か可
た多
人
や
道
ま満
よ
ふ
ら
ん 

孝

８　

降
き
ほ
ふ
遠
地
の
里
の乃
夕
立
に耳　

帰
る
さ
い
そ
く
三
輪
の
市
人 

治

９　

い
く
里
に尓
降
つ徒
く
し
て
か可
夕
立
の　

末
も
と
を
ら
す須
雲
は盤
消
ら
ん 

長

10　

過
る
か可
と
い
て
見
の
原
の乃
夕
立
や　

遠
里
を
の
ゝ
雲
の
一
む
ら 

廣　
六
三
九
六

11　

通
路
は盤
遠
地
の
里
の乃
夕
立
も毛　

ま満
ち
か可
く
音
に尓
な奈
る
神
の
空 

種

五
日　

隣
蚊
遣
火　

32　

夏
の
12

１　

打
煙
竹
の
末
葉
の乃
夕
風
に　

た
て
ぬ
軒
は者
も毛
蚊
遣
火
の
か可
け 

宣

２　

よ
そ
に尓
て
も毛
哀
し志
れ
と
や
夕
煙　

む
せ世
ふ
計
に尓
蚊
遣
た
く
ら
ん 

量

３　

暮
に尓
け个
り李
我
し志
も毛
た
か可
ぬ
蚊
遣
火
の　

煙
も毛
む
せ世
ふ
色
を
そ
へ
つ徒
ゝ 

継

４　

は
ら
へ
と
も毛
煙
隔
て
ぬ
蚊
遣
か可
な奈　

わ
れ
こ
そ
た
か可
ね祢
お
な奈
し
ふ
せ
や
に尓 

為

５　

下
も毛
へ
や
人
の
た多
め
ま満
て
つ徒
ら
か可
ら
ん　

宿
に尓
ふ
す
ふ婦
る
蚊
や
り
な奈
ら
て
も毛 

隆　
二
九
八
一

 

※
書
・
伊
・
雪
…
え

６　

今
そ
ふ
き
吹
か可
ふ
風
に尓
な
ひ飛
き
ゝ
て　

よ
そ
の
煙
を
や
と
の
か可
や
り
火 

（
御
） 

一
九
三
七
・
五
五
六

７　

し志
た多
く
ゆ
る留
蚊
火
の
煙
も毛
か可
の
こ
ゑ
も毛　

と
も
に尓
こ古
え
く
る累
宿
の
中
垣 

廣

８　

中
垣
の
竹
の
煙
も毛
立
そ
ふ
や　

身
に尓
は盤
絶
せ世
ぬ
賤
か可
蚊
や
り
火 

種

９　

隔
て
も毛
心
も毛
と
な奈
き支
か可
ひ飛
ま満
み
の　

隙
を
か可
や
り梨
の
煙
に尓
そ
し
る類 
長

10　

夕
か可
ほ本
の
花
や
す
ゝ
け个
ん
わ
か可
宿
の
そ
と
も毛
に尓
ち
か可
く
蚊
遣
た多
く
也 

治

11　

か
れ
も毛
さ
ハ
今
た
き
そ
へ
て
蚊
遣
火
の　

煙
は盤
よ
そ
の
名
に尓
も
た
て
し
な奈 

孝
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八
日　

瀬
荒
和
祓　

35　

夏
の
15

１　

秌
に尓
こ古
そ
や
か可
て
逢
瀬
の
川
な奈
ら
め　

夏
行
水
に
け尓
ふ个
御
祓
し
て 

量

２　

白
波
の
た多
つ
程
も
な奈
し
夏
衣　

袖
つ徒
く
水
に尓
な奈
か可
す
あ
さ
せ勢
は盤 

為

３　

人
の
世
の
う
き
世
も毛
さ佐
そ
と
御
祓
川　

や
す
た多
も毛
波
ハ
こ古
え
て
過
け个
り 

隆　
二
九
八
四

 

※
雪
…
も
を
。
※
２
雪
…
な
と
イ

４　

芳
野
川
と
し
の
早
瀬
の
い
く
と
せ
か可　

古
郷
人
も
み
そ
き
し志
つ
ら
ん 

（
御
） 

一
九
四
〇
・
六
〇
八

５　

う
か可
ふ
せ
と
い
の
る
物
か可
ら
御
祓
河　

い
く
と
せ
お
な奈
し
波
も毛
こ古
え
け个
ん 

継

６　

面
影
も
せ
ゝ
こ古
す
波
に尓
う
か可
ひ飛
け个
り　

御
祓
に尓
し志
け
き
人
の
ゆ
き
ゝ
は盤 

種

７　

渡
る
世
の
思
ひ飛
の
渕
も毛
あ
す
か可
川　

せ世
に尓
か可
ハ
り
行
御
祓
と
も毛
か可
な那 

廣

８　

乱
も毛
に尓
な奈
か可
れ
て
と
ま満
る
麻
の乃
は者
の能　

し志
か可
ら
ミ
う
く
る
世
ゝ
の
白
波 

長

９　

う
か可
ふ
瀬
に尓
あ
は者
は
と
計
い
く
と
せ
の　

か
は者
ら
ぬ
浪
に尓
御
祓
し志
つ
ら
ん 

治

10　

御
祓
す
る
川
瀬
に尓
花
の
な
ミ
よ
せ
て　

こ古
と
し
も毛
又
や
半
過
け个
む無 

宣

11　

今
も
猶
ミ
そ
き
は盤
更
に尓
さ佐
た多
め
な奈
き　

見
た多
ら
し
川
の
瀬
々
の
面
影 

孝

七
日　

樹
陰
納
涼　

34　

夏
の
14

１　

涼
し
さ
に尓
時
を
う
つ
し
て
日
く
ら
し
の　

声
さ
へ
あ
か可
ぬ
森
の
下
か
け希 

宣

２　

あ
つ
き
日
を
さ佐
ふ
る
は者
か可
り梨
の
た
よ
り梨
に尓
も　

と
ふ
へ
き
も毛
の
を
松
の
下
風 

継

３　

風
の
音
は盤
松
に尓
絶
せ世
ぬ
や
と
り梨
そ
と　

い
ふ
計
な奈
る
か可
け
の
涼
し
さ 

量

４　

涼
し
さ
を越
し志
た多
ふ
心
や
色
に尓
出
む　

秋
を
も毛
ま満
た多
ぬ
松
陰
に尓
し
て 

為

５　

し志
る累
し
ら羅
す春
夏
の
日
く
ら
す
跡
見
え
て　

草
を
冬
の
ゝ
森
の
下
か可
け希 

（
御
） 

一
九
三
九
・
六
〇
〇

６　

陰
深
ミ
分
行
か可
ら
に丹
あ
さ
か可
し
は者　

む
る
や
袂
の
露
の
涼
し
さ 

廣

７　

し志類
る
し
ら
す数
お
な奈
し
木
陰
の
涼
し
さ
に　

い
く
夕
暮
の
友
と
な奈
る
ら
ん 

長

８　

茂
り
あ
ふ
木
陰
涼
し
き
苔
筳　

色
な奈
き起
露
に耳
秌
風
そ
ふ婦
く 

治

９　

立
よ
れ
は者
い
く
田
の乃
森
の能
陰
深
ミ　

こ古
ぬ
秋
風
も毛
と登
ふ
計
な奈
る累 

孝　
※

10　

音
に尓
聞
音
に尓
き
か可
て
も毛
涼
し
さ
ハ　

風
を
忘
れ
ぬ
ま
つ
の
下
か可
け希 
種

11　

鳴
た
つ
も毛
霜
夜
の
声
や
か可
よ
ふ
ら
ん　

空
に尓
夏
な奈
き
松
の
下
風 

隆　
二
九
八
三
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四
月
十
二
日　

39　

萩
花
移
水　

秋
の
４

お
の
づ
か
ら
を
し
と
し
も
み
じ
萩
の
露　

落
ち
て
も
水
の
色
に
な
が
れ
ば 

（
御
） 

一
九
四
四
・
六
七
八

萩
の
は
な
う
つ
ろ
ふ
ま
ま
に
な
が
れ
行
く　

水
に
は
し
か
の
し
が
ら
み
や
な
き 

実
隆　
二
九
八
八

花
ち
ら
は
色
な
き
浪
を
い
か
ゝ
み
ん　

影
も
ふ
る
え
の
水
の
む
ら
萩 

政
為

四
月
十
三
日　

40　

薄
妨
往
友　
※
公
・
古
…
反　

秋
の
５

し
の
薄
相
坂
山
も
道
た
え
て　

た
が
心
に
か
み
だ
れ
そ
ふ
ら
ん 

（
御
） 

一
九
四
五
・
六
九
四

み
だ
れ
あ
ひ
て
尾
花
に
さ
こ
そ
余
る
と
も　

わ
が
袖
よ
き
よ
野
べ
の
夕
露 

実
隆　
二
九
八
九

尾
花
さ
へ
浪
は
か
け
ゝ
り
秋
や
猶　

袖
や
す
か
ら
ぬ
ま
の
ゝ
う
ら
人 

政
為

ゆ
き
な
れ
ぬ
わ
か
袖
の
み
か
花
す
ゝ
き　

秋
の
ゝ
か
せ
も
わ
け
ま
よ
ふ
ら
し 

済
継　
六
四
〇
六

四
月
十
四
日　

41　

草
花
色
　々

秋
の
６

秋
の
の
の
花
に
咲
き
い
づ
る
風
の
色
を　

な
に
の
匂
ひ
に
さ
だ
め
て
か
み
ん 

（
御
） 

一
九
四
六
・
七
〇
六

あ
だ
な
り
と
秋
に
や
見
え
ん
花
ご
と
に　

う
つ
る
心
の
い
ろ
の
ち
く
さ
を 

実
隆　
二
九
九
〇

分
ま
よ
ふ
花
野
ゝ
露
の
す
り
衣　

い
つ
れ
か
ふ
か
き
色
に
み
た
る
ゝ 

政
為

う
す
く
こ
く
何
を
か
わ
か
む
秋
の
ゝ
の　

草
は
み
な
か
ら
花
の
色
か
を 

済
継　
六
四
〇
七

い
つ
れ
そ
と
こ
ゝ
ろ
の
色
も
あ
さ
は
か
に　

う
つ
る
千
種
の
は
な
の
夕
露 

元
長　
六
四
〇
八

四
月
十
五
日　

42　

槿
一
日
栄　

秋
の
７

あ
だ
な
り
と
み
る
槿
を
空
め
に
て　

一
日
一
日
と
お
く
る
は
な
か
な 

（
御
） 

一
九
四
七
・
七
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
イ

こ
カ

み
る
が
う
ち
も
た
の
む
と
は
な
く
吹
く
風
に　

よ
ぞ
の
さ
く
ら
や
け
さ
の
朝
が
ほ 

実
隆　
二
九
九
一

あ
す
ま
て
の
花
と
み
る
と
も
朝
か
ほ
に　

浅
か
ら
め
や
は
お
も
ふ
な
こ
り
は 

政
為

ひ
と
り
し
も
た
の
み
な
き
よ
を
し
り
か
ほ
に　

あ
す
と
も
い
は
ぬ
朝
か
ほ
の
は
な 

済
継　
六
四
〇
九

あ
さ
か
ほ
の
け
さ
見
る
は
な
や
一
夜
妻　

あ
す
と
た
の
め
ぬ
露
の
契
は 

季
種　
六
四
一
〇

九
日　

初
秋
朝
露　

36　

秋
の
１　
　
御
製
一
首
と
、
上
の
句
の
五
七
部
分
の
一
首
の
み

１　

初
風
も
吹
き
あ
へ
ぬ
ほ
ど
の
朝
露
に耳　

そ楚
め
ぬ
一
葉
の
も
ろ
き
い
ろ
か可
な奈 

（
御
） 

一
九
四
一
・
六
一
六

２　
　
　
　
　

袖
を
も毛
わ
か可
し
秋
と
い
へ
は者

以
後
、
五
月
二
十
二
日　

寄
垣
通
恋　

恋
の
８
ま
で
、
内
閣
文
庫
本
な
ど
の
写
本
で
は
欠
落
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
御
製
は
「
柏
玉
集
」、
実
隆
は
「
雪
玉
集
」、
政
為
は
「
権
大
納
言
政
為
卿
着
到
和
歌
」、
済
継
な
ど

は
「
公
宴
続
歌
」
に
見
え
る
も
の
を
収
集
掲
載
し
た
。

四
月
九
日　

36　

初
秋
朝
露　

秋
の
１

草
も
木
も
秋
風
た
ち
ぬ
あ
は
れ
又　

あ
し
た
の
露
の
み
を
い
か
に
せ
む 

実
隆　
二
九
八
五

い
か
に
ね
し
身
を
か
お
と
ろ
く
床
の
う
へ
は　

秋
く
る
よ
ゐ
の
露
に
明
ゆ
く 

政
為

如
何
に
見
て
秋
と
も
い
は
ん
今
朝
は
ま
た　

よ
の
ま
の
露
の
同
光
を 

済
継　
六
四
〇
〇

置
そ
め
て
今
朝
は
ほ
と
な
き
露
の
ま
と　

見
る
た
に
あ
る
を
秋
の
行
末 

為
孝　
六
四
〇
一

四
月
十
日　

37　

霧
織
女
衣　

秋
の
２

衣
衣
の
う
き
せ
よ
い
か
に
天
の
河　

夜
ぶ
か
き
霧
の
た
ち
か
さ
ね
て
も 
（
御
） 
一
九
四
二
・
六
四
七

か
ら
衣
む
ね
の
お
も
ひ
を
七
夕
の　

い
く
秋
ぎ
り
に
た
ち
か
さ
ぬ
ら
ん 

実
隆　
二
九
八
六

秋
き
り
や
猶
か
さ
ぬ
ら
ん
星
合
に　

た
つ
色
う
す
き
雲
の
衣
を 

政
為

た
ち
ぬ
は
む
衣
か
さ
ね
て
雲
霧
も　

ゆ
た
か
に
お
ほ
ふ
星
合
の
空 

季
種　
六
四
〇
二

袖
つ
か
ん
夜
半
の
衣
と
う
す
霧
の　

た
つ
ら
ん
物
か
ほ
し
合
の
そ
ら 

為
廣　
六
四
〇
三

四
月
十
一
日　

38　

荻
風
似
雨　
※
柏
六
六
五
…
如　

秋
の
３

夕
月
夜
い
ぶ
せ
さ
そ
ふ
る
雨
の
音
に　

立
出
で
て
み
れ
ば
荻
の
上
風 

（
御
） 

一
九
四
三
・
六
六
五

あ
や
な
く
に
き
き
ま
が
へ
と
や
荻
の
音
は　

雨
な
ら
ぬ
ゆ
よ
も
ぬ
れ
し
枕 

実
隆　
二
九
八
七

さ
よ
し
く
れ
ま
か
へ
て
も
う
き
荻
の
音
は　

た
ゝ
秋
風
に
き
く
へ
か
り
け
る 

政
為

荻
の
は
の
よ
ふ
か
き
露
に
し
ほ
れ
て
や　

か
せ
さ
へ
あ
ら
ぬ
む
ら
さ
め
の
こ
ゑ 

済
継　
六
四
〇
四
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四
月
二
十
日　

47　

羇
中
遠
鹿　

秋
の
12

草
枕
露
け
く
成
り
ぬ
を
し
か
な
く　

峰
の
嵐
と
お
も
ひ
や
り
て
も 

（
御
） 

一
九
五
二
・
七
六
二

し
か
の
ね
も
ま
だ
お
く
ふ
か
し
草
枕　

あ
す
の
山
ぢ
や
は
る
か
な
る
ら
ん 

実
隆　
二
九
九
六

露
さ
む
き
野
へ
の
か
り
ふ
し
明
や
ら
て　

お
の
へ
を
こ
ゆ
る
鹿
の
音
も
う
し 

政
為

四
月
二
十
一
日　

48　

月
前
幽
情　

秋
の
13

草
の
戸
に
み
る
ら
ん
か
げ
を
思
ふ
の
み　

玉
の
う
て
な
の
月
の
く
ま
な
る 

（
御
） 

一
九
五
三
・
九
一
二

な
ぐ
さ
む
も
思
ひ
の
そ
ふ
も
秋
の
月　

う
き
身
に
な
に
の
契
り
有
り
け
ん 

実
隆　
二
九
九
七

あ
か
す
お
も
ふ
千
里
の
月
も
身
の
秋
の　

心
は
夢
の
や
と
り
成
け
る 

政
為

し
ら
ぬ
よ
の
な
に
は
か
り
な
る
契
り
を
か　

月
は
た
つ
ぬ
る
よ
も
き
ふ
の
か
け 

済
継　
六
四
一
四

四
月
二
十
二
日　

49　

老
後
惜
月　

秋
の
14

老
と
な
る
影
を
ぞ
思
ふ
か
た
ぶ
く
を　

を
し
と
の
み
み
し
月
に
の
こ
り
て 

（
御
） 

一
九
五
四
・
九
三
四

し
ば
し
は
と
た
の
む
よ
は
ひ
も
う
き
雲
に　

か
た
ぶ
く
月
や
袖
ぬ
ら
す
ら
ん 

実
隆　
二
九
九
八

月
も
た
ゝ
み
る
わ
れ
か
ら
の
影
や
猶　

老
の
涙
の
袖
に
深
ぬ
る 

政
為

影
ふ
く
る
あ
は
れ
は
さ
そ
と
老
ら
く
の　

よ
そ
に
お
も
ふ
も
秋
の
よ
の
月 

済
継　
六
四
一
五

四
月
二
十
三
日　

50　

水
辺
秋
夕　

秋
の
15

目
の
前
に
行
き
て
は
か
へ
る
わ
た
瀬
に
も　

舟
出
か
な
し
き
秋
の
夕
波 

（
御
） 

一
九
五
五
・
七
八
四

身
に
残
る
夕
も
か
な
し
山
水
の　

ゆ
く
か
た
し
ら
ぬ
あ
き
の
お
も
ひ
に 

実
隆　
二
九
九
九

音
む
せ
ふ
山
し
た
水
に
霧
は
れ
て　

岩
木
も
露
の
夕
を
そ
み
る 

政
為

秋
と
お
も
ふ
心
の
色
も
さ
そ
は
れ
て　

か
へ
ら
ぬ
水
の
夕
暮
も
か
な 

済
継　
六
四
一
六

四
月
十
六
日　

43　

霧
隔
山
寺　

秋
の
８

照
る
月
を
み
し
世
へ
だ
て
て
さ
ら
し
な
や　

峰
な
る
寺
も
秋
霧
の
空 

（
御
） 

一
九
四
八
・
七
九
五

吹
き
の
ぼ
る
谷
風
な
が
ら
立
つ
き
り
に　

か
ね
さ
へ
遠
き
を
は
つ
せ
の
山 

実
隆　
二
九
九

鐘
と
を
く
さ
ゝ
な
み
暮
て
そ
こ
と
し
も　

な
か
ら
の
山
の
秋
き
り
の
空 

政
為

へ
た
て
け
り
そ
の
あ
か
つ
き
も
こ
ゑ
遠
き　

か
ね
の
御
た
け
の
夕
霧
の
空 

為
廣　
六
四
一
一

四
月
十
七
日　

44　

田
上
稲
妻　

秋
の
９

い
そ
の
か
み
ふ
る
の
わ
さ
田
の
霧
の
上
に　

ほ
に
出
で
け
り
な
い
な
づ
ま
の
か
げ 

（
御
） 

一
九
四
九
・
七
七
四

秋
寒
み
山
田
守
る
庵
に
い
な
づ
ま
の　

よ
る
の
ふ
す
ま
を
し
く
光
か
な 

実
隆　
二
九
九
三

ひ
き
む
す
ふ
小
田
の
か
り
ほ
も
い
な
つ
ま
の　

影
み
る
ほ
と
を
た
の
む
は
か
な
さ 

政
為

夕
暮
の
雲
よ
り
雲
に
う
つ
り
き
て　

い
な
は
を
さ
ら
ぬ
稲
妻
の
影 

済
継　
六
四
一
二

四
月
十
八
日　

45　

旅
店
聞
虫　

秋
の
10

あ
け
ば
又
ふ
り
す
て
が
た
き
名
残
あ
れ
や　

一
夜
の
や
ど
の
鈴
虫
の
声 

（
御
） 

一
九
五
〇
・
七
三
一

行
暮
れ
て
た
の
む
野
原
の
草
の
戸
に　

我
ぞ
あ
る
じ
と
松
む
し
の
な
く 

実
隆　
二
九
九
四

ひ
を
へ
つ
ゝ
う
き
か
中
に
も
虫
の
ね
を　

た
よ
り
に
あ
か
す
野
へ
の
や
と
り
よ 

政
為

た
か
た
め
の
草
の
む
し
ろ
そ
終
夜　

わ
れ
を
起
て
も
松
む
し
の
な
く 
済
継　
六
四
一
三

四
月
十
九
日　

46　

雲
端
初
雁　

秋
の
11

く
る
か
り
の
翅
に
か
か
る
白
雲
は　

こ
こ
ろ
な
く
て
も
山
や
こ
え
け
ん 

（
御
） 

一
九
五
一
・
七
三
八

暮
れ
わ
た
る
雲
に
き
こ
え
て
あ
ま
小
舟　

初
か
り
が
ね
を
送
る
う
ら
風 

実
隆　
二
九
九
五

み
ね
た
か
み
わ
か
る
ゝ
雲
に
な
く
鴈
や　

こ
し
か
た
お
も
ふ
明
ほ
の
ゝ
こ
ゑ 

政
為
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四
月
二
十
八
日　

55　

鐘
声
送
秋　

秋
の
20

行
く
秋
に
舟
も
車
も
な
に
な
ら
で　

か
ね
は
は
る
か
に
お
く
る
声
か
な 

（
御
） 

一
九
六
〇

 

※
一
〇
二
六
…
じ

い
つ
も
聞
く
を
の
へ
の
か
ね
も
け
ふ
の
み
の　

秋
の
こ
ゑ
に
や
な
し
て
惜
ま
ん 

実
隆　
三
〇
〇
四

行
秋
に
を
く
れ
ぬ
も
の
ゝ
う
き
数
と　

恨
は
つ
へ
き
鐘
の
を
と
か
は 

政
為

か
ね
の
音
も
い
ま
は
の
空
の
身
に
し
め
と　

霜
を
き
そ
め
て
秋
や
ゆ
く
ら
ん 

済
継　
六
四
二
五

冬
四
月
二
十
九
日　

56　

枕
上
時
雨　

冬
の
１

初
時
雨
又
み
に
し
ら
ぬ
さ
よ
枕　

秋
と
吹
く
か
ぜ
も
夢
に
う
つ
り
て 

（
御
） 

一
九
六
一・一
〇
五
六

空
に
は
や
過
ぎ
し
も
わ
か
ず
さ
よ
時
雨　

ま
く
ら
ひ
と
つ
に
ふ
る
心
ち
し
て 

実
隆　
三
〇
〇
五

さ
ら
に
身
は
秋
の
思
に
立
か
へ
り　

枕
し
く
れ
て
な
か
き
夜
も
う
し 

政
為

い
く
か
へ
り
お
な
し
し
く
れ
を
か
こ
ち
も
□　

猶
あ
け
残
る
さ
よ
ま
く
ら
か
な 

済
継　
六
四
二
六

五
月
一
日　

57　

落
葉
窓
深　

冬
の
２

色
こ
き
は
木
の
は
も
窓
の
光
に
て　

思
は
ぬ
え
だ
の
雪
ぞ
つ
も
れ
る 

（
御
） 

一
九
六
二・一
〇
六
四

雨
と
ふ
る
木
の
は
を
窓
に
う
ら
み
て
も　

月
は
よ
を
へ
て
は
る
る
か
げ
か
な 

実
隆　
三
〇
〇
六

さ
そ
ひ
こ
し
木
の
は
に
む
か
ふ
窓
の
う
ち
は　

く
も
る
も
さ
む
き
山
か
せ
の
暮 

政
為

五
月
二
日　

58　

寒
樹
交
松　

冬
の
３

秋
の
色
に
今
あ
ら
は
れ
て
木
が
ら
し
の　

梢
も
松
の
下
葉
に
ぞ
み
る 

（
御
） 

一
九
六
三

 

※
一
〇
七
三
…
も

や
ど
る
べ
き
影
や
あ
ら
し
の
冬
が
れ
に　

松
だ
に
の
こ
る
こ
ず
ゑ
な
ら
ず
は 

実
隆　
三
〇
〇
七

松
に
の
み
波
を
の
こ
し
て
夕
嵐　

な
へ
て
冬
木
は
音
を
た
え
ぬ
る 

政
為

あ
さ
な

く
ま
つ
の
は
は
か
り
あ
ら
は
れ
て　

か
た
へ
さ
ひ
し
き
木
枯
の
こ
ゑ 

済
継　
六
四
二
七

四
月
二
十
四
日　

51　

故
郷
野
分　

秋
の
16

あ
か
し
つ
る
野
分
の
跡
の
村
雨
に　

や
が
て
し
づ
く
も
た
え
ぬ
や
ど
か
な 

（
御
） 

一
九
五
六
・

 

※
九
七
〇
…
ら
。
※
２
…
り
を

ふ
り
残
る
ひ
ば
ら
が
は
ら
も
庭
も
せ
に　

木
の
は
と
ち
り
て
野
分
吹
く
そ
ら 

実
隆　
三
〇
〇
〇

名
の
み
た
つ
野
分
の
暮
よ
古
郷
は　

は
や
い
く
秋
か
あ
れ
し
ま
ゝ
な
る 

政
為

住
う
か
れ
故
郷
の
人
の
出
し
に
も　

野
分
せ
し
日
の
秋
に
や
有
覧 

俊
量　
六
四
四
七

あ
ら
し
つ
る
ほ
と
は
か
ね
て
も
み
し
宿
の　

さ
ら
に
野
分
の
跡
の
露
け
さ 

為
孝　
六
四
一
八

庭
の
面
は
此
夕
く
れ
を
ま
た
て
た
に　

あ
れ
に
し
物
を
野
分
た
つ
な
り 

済
継　
六
四
一
九

四
月
二
十
五
日　

52　

擣
衣
到
暁　

秋
の
17

秋
の
よ
の
ね
覚
に
ま
た
で
か
ら
衣　

う
ち
お
ど
ろ
か
す
心
み
じ
か
さ 

（
御
） 

一
九
五
七

 

※
九
五
七
…
も

山
風
の
し
の
に
お
り
は
へ
し
の
の
め
の　

露
け
く
も
有
る
か
衣
う
つ
こ
ゑ 

実
隆　
三
〇
〇
一

鳥
か
ね
も
き
ゝ
も
ら
し
つ
ゝ
う
つ
衣　

う
つ
る
事
な
く
よ
さ
む
を
や
思 

政
為

ひ
と
り
う
つ
こ
ゝ
ろ
よ
い
か
に
か
さ
ね
て
も　

い
ま
は
さ
ら
な
る
衣

く
の
そ
ら 

済
継　
六
四
二
〇

四
月
二
十
六
日　

53　

対
菊
延
齢　

秋
の
18

秋
の
菊
花
の
光
に
星
の
名
の　

老
い
ぬ
る
人
の
う
へ
に
こ
そ
み
め 

（
御
） 
一
九
五
八
・
九
八
二

仙
人
の
ほ
し
を
か
ざ
し
の
た
め
し
に
も　

く
も
井
の
き
く
の
ち
よ
を
ち
ぎ
ら
ん 

実
隆　
三
〇
〇
二

露
霜
の
山
ち
に
み
る
も
さ
く
菊
は　

老
せ
ぬ
花
の
秋
や
ち
き
ら
ん 

政
為

四
月
二
十
七
日　

54　

紅
葉
勝
花　

秋
の
19

か
ら
錦
木
の
は
の
色
の
ふ
か
み
草　

さ
こ
そ
ま
だ
み
ぬ
花
は
あ
り
と
も 

（
御
） 

一
九
五
九・一
〇
一
二

も
み
ぢ
ば
は
今
は
か
ぎ
り
の
匂
ひ
ゆ
ゑ　

花
よ
り
ふ
か
き
名
残
を
ぞ
思
ふ 

実
隆　
三
〇
〇
三

た
く
へ
み
は
花
も
い
か
ゝ
と
立
田
姫　

思
あ
く
ら
ん
み
ね
の
も
み
ち
は 

政
為

あ
か
さ
り
し
花
も
を
よ
は
ぬ
紅
葉
々
は　

の
こ
す
こ
ゝ
ろ
の
色
や
そ
め
け
ん 

為
孝　
六
四
二
二

た
つ
た
姫
も
え
や
は
う
ら
み
ん
花
の
色
に　

い
ひ
く
た
さ
れ
ん
紅
葉
な
ら
ね
は 

為
廣　
六
四
二
三

花
は
た
ゝ
色
香
と
い
ふ
も
ひ
と
つ
に
て　

紅
葉
は
も
る
ゝ
草
も
木
も
な
し 

済
継　
六
四
二
四
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五
月
七
日　

63　

水
鳥
知
主　
※
柏
１
１
２
４
…
遅　

冬
の
８

我
が
袖
の
外
に
や
は
み
む
水
鳥
の　

羽
打
ち
か
は
す
池
の
こ
こ
ろ
を 

（
御
） 

一
九
六
八・一
一
二
四

め
に
ち
か
く
み
な
れ
そ
な
れ
て
い
け
水
に　

独
あ
る
鴛
の
我
に
し
た
し
き 

実
隆　
三
〇
一
二

池
水
に
な
れ
ぬ
る
鳥
の
心
と
て　

た
ち
ゐ
に
我
を
し
た
ひ
か
ほ
な
る 

政
為

五
月
八
日　

64　

霰
音
破
夢　

冬
の
９

一
と
ほ
り
霰
ち
り
く
る
さ
よ
風
を　

な
ど
か
夢
路
に
す
ぐ
さ
ざ
り
け
ん 

（
御
） 

一
九
六
九・一
一
五
〇

夜
を
さ
む
み
思
ひ
く
だ
け
て
ま
ど
ろ
め
ば　

霰
を
ま
た
ぬ
ゆ
め
も
有
り
け
り 

実
隆　
三
〇
一
三

み
る
夢
を
さ
そ
ふ
も
よ
る
の
玉
あ
ら
れ　

は
か
な
や
ゝ
か
て
袖
に
入
く
る 

政
為

五
月
九
日　

65　

連
日
鷹
狩　

冬
の
10

心
ひ
く
道
は
ゆ
づ
る
の
た
え
じ
と
や　

け
ふ
の
か
り
ば
を
あ
す
も
契
ら
ん 

（
御
） 

一
九
七
〇・一
二
一
一

又
暮
れ
ぬ
け
ふ
ば
か
り
と
ぞ
か
り
こ
ろ
も　

昨
日
は
と
ま
る
山
ぢ
な
り
し
を 

実
隆　
三
〇
一
四

か
り
衣
見
し
色
も
な
く
し
ほ
れ
き
ぬ　

昨
日
に
ま
さ
る
霜
の
さ
ゝ
は
ら 

政
為

五
月
十
日　

66　

雪
中
遠
望　

冬
の
11

大
ひ
え
や
さ
な
が
ら
こ
こ
に
九
重
の　

か
さ
ね
あ
げ
て
も
む
か
ふ
雪
か
な 

（
御
） 

一
九
七
一

 

※
一
一
七
三
…
へ
て

波
の
う
へ
の
あ
は
と
は
る
か
に
見
し
島
も　

雪
に
ま
ぢ
か
く
う
か
び
い
で
つ
つ 

実
隆　
三
〇
一
五

め
ち
と
を
き
木
す
ゑ
は
き
か
ぬ
雪
お
れ
も　

み
る
こ
ゝ
ち
す
る
み
ね
の
松
原 

政
為

か
さ
し
か
と
興
つ
塩
合
に
う
か
ふ
花
や　

散
か
ふ
雪
の
淡
路
し
ま
や
ま 

為
廣　
六
四
三
二

五
月
三
日　

59　

冬
草
纔
残　
※
古
…
谷　

冬
の
４

か
れ
て
た
つ
柳
も
寒
し
わ
が
門
の　

一
む
ら
薄
か
ぜ
は
見
え
ね
ど 

（
御
） 

一
九
六
四・一
〇
九
三

霜
枯
は
な
に
を
よ
す
が
の
お
も
ひ
草　

あ
る
に
も
あ
ら
ぬ
み
ぎ
は
が
く
れ
に 

実
隆　
三
〇
〇
八

は
か
な
し
や
千
種
に
わ
け
し
心
に
も　

枯
た
つ
陰
を
そ
れ
と
や
は
み
る 

政
為

冬
草
の
霜
の
末
は
も
た
ち
か
へ
り　

は
る
の
雪
ま
の
春
日
の
ゝ
原 

済
継　
六
四
二
八

五
月
四
日　

60　

禁
庭
夕
霜　

冬
の
５

た
が
た
め
の
衛
士
の
た
く
火
の
か
げ
も
み
ん　

夕
霜
ふ
せ
ぐ
わ
ざ
に
は
あ
ら
ね
ど 

（
御
） 

一
九
六
五・一
〇
七
九

鵲
の
わ
た
す
に
も
あ
ら
ぬ
雲
の
う
へ
の　

み
は
し
も
霜
に
く
る
る
さ
む
け
き 

実
隆　
三
〇
〇
九

秋
か
せ
の
色
か
わ
す
れ
ぬ
萩
の
戸
に　

は
ら
ひ
も
あ
へ
ぬ
霜
の
夕
か
け 

政
為

を
き
と
め
ん
よ
る
の
ひ
か
り
よ
く
も
り
な
き　

雲
井
の
庭
の
月
の
夕
霧 

済
継　
六
四
二
九

五
月
五
日　

61　

氷
閉
細
流　

冬
の
６

く
だ
く
る
も
む
せ
ぶ
も
お
な
じ
石
間
行
く　

音
に
か
く
れ
ぬ
夜
の
山
水 

（
御
） 

一
九
六
六・一
一
一
五

く
だ
く
る
も
結
ぶ
も
お
な
じ
石
間
行
く　

音
に
か
く
れ
ぬ
夜
の
山
み
づ 

実
隆　
三
〇
一
〇

こ
ほ
り
て
は
そ
れ
も
か
ひ
な
し
か
き
ね
行　

水
の
た
よ
り
の
か
れ
ぬ
は
か
り
も 

政
為

む
せ
ぶ
か
と
か
き
や
る
ち
り
の
跡
よ
り
そ　

氷
り
初
ぬ
る
水
の
ひ
と
す
ち 
為
孝　
六
四
三
〇

石
間
を
も
わ
り
な
く
と
め
て
行
水
の　

う
す
き
氷
に
な
と
む
せ
ふ
ら
ん 
済
継　
六
四
三
一

五
月
六
日　

62　

旅
泊
千
鳥　

冬
の
７

な
み
枕
今
は
な
か
で
も
と
も
千
鳥　

し
ば
し
う
ち
ぬ
る
夢
も
見
せ
な
ん 

（
御
） 

一
九
六
七・一
一
四
八

波
枕
か
は
る
い
く
よ
の
友
ち
ど
り　

お
な
じ
こ
ゑ
に
も
と
ふ
夢
ぢ
か
な 

実
隆　
三
〇
一
一

こ
と
ゝ
ふ
や
お
も
ふ
都
の
河
ち
と
り　

き
ゝ
し
に
似
た
る
浪
の
枕
は 

政
為
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恋
五
月
十
五
日　

71　

寄
天
忍
恋　

恋
の
１

い
ひ
出
で
ぬ
心
を
空
に
て
ら
し
み
ば　

中
中
世
に
は
し
ら
れ
ざ
ら
ま
し 

（
御
） 

一
九
七
六・一
二
六
九

し
め
ゆ
ふ
も
跡
や
は
見
え
ん
大
ぞ
ら
の　

こ
こ
ろ
の
ほ
か
は
た
れ
に
し
ら
れ
ん 

実
隆　
三
〇
二
〇

う
か
れ
て
は
あ
ま
つ
空
な
る
心
な
と　

世
に
も
れ
し
と
は
思
そ
め
け
む 

政
為

そ
れ
と
な
く
な
か
め
そ
め
し
も
久
方
の　

天
つ
空
の
み
あ
は
れ
と
や
し
る 

済
継　
六
四
四
〇

五
月
十
六
日　

72　

寄
風
聞
恋　

�

恋
の
２

い
ひ
よ
ら
ん
我
に
誠
の
た
よ
り
あ
ら
ば　

音
す
る
風
に
き
か
せ
そ
め
て
も 

（
御
） 

一
九
七
七・一
三
〇
五

よ
そ
に
の
み
き
か
ば
か
ひ
な
し
か
ひ
が
ね
を　

吹
き
こ
す
風
よ
人
に
は
あ
り
と
も 

実
隆　
三
〇
二
一

お
も
ふ
か
た
の
を
い
て
も
か
な
や
え
に
し
あ
ら
は　

音
き
く
波
の
枕
か
は
さ
ん 

政
為

五
月
十
七
日　

73　

寄
雲
見
恋　

�

恋
の
３

な
に
に
こ
の
身
を
う
ら
島
に
た
つ
雲
の　

み
て
は
く
や
し
き
思
ひ
そ
ふ
ら
ん 

（
御
） 

一
九
七
八

 

※
一
三
一
八
…
と

風
の
ま
へ
に
う
き
た
つ
雲
の
行
ず
り
に　

よ
し
や
そ
れ
と
も
あ
ら
ぬ
面
か
げ 

実
隆　
三
〇
二
二

心
に
も
ま
こ
と
あ
ら
は
と
た
の
む
か
な　

雲
に
ま
か
へ
ぬ
花
の
よ
そ
め
は 

政
為

へ
た
て
な
く
見
る
に
う
つ
ろ
ふ
浮
雲
の　

さ
た
め
な
き
さ
へ
た
か
心
な
る 

為
孝　
六
四
四
一

さ
ら
は
な
と
お
も
ひ
も
き
え
ぬ
身
の
上
に　

み
れ
は
あ
た
な
る
よ
そ
の
う
き
雲 

済
継　
六
四
四
二

五
月
十
八
日　

74　

寄
山
契
恋　

恋
の
４

思
へ
猶
と
き
は
の
山
に
さ
く
花
の　

い
は
で
は
た
の
む
い
ろ
も
み
え
じ
を 

（
御
） 

一
九
七
九・一
四
三
三

う
ご
き
な
き
山
の
な
に
お
ふ
い
も
と
せ
を　

へ
だ
て
ぬ
中
の
た
め
し
に
も
せ
ん 

実
隆　
三
〇
二
三

こ
と
の
葉
の
末
も
い
か
に
と
き
ゝ
わ
ひ
ぬ　

う
き
暮
こ
と
の
み
ね
の
木
か
ら
し 

政
為

こ
え
し
と
も
な
み
を
は
か
け
す
と
も
に
み
ん　

千
世
を
そ
頼
む
末
の
ま
つ
山 

済
継　
六
四
四
三

五
月
十
一
日　

67　

駅
路
凌
雪　

冬
の
12

分
け
き
つ
る
心
も
し
の
に
し
の
づ
か
の　

む
ま
や
づ
た
ひ
ぞ
雪
の
お
く
な
る 

（
御
） 

一
九
七
二

 

※
一
二
〇
四
…
つ
る

分
け
ま
よ
ふ
雪
の
ふ
ぶ
き
の
山
ふ
か
み　

み
づ
む
ま
や
な
る
宿
だ
に
も
な
し 

実
隆　
三
〇
一
六

し
ら
雪
の
ふ
り
に
し
を
の
ゝ
か
よ
ひ
ち
や　

い
ま
も
む
ま
屋
の
名
を
つ
な
く
ら
ん 

政
為

風
ふ
ゝ
く
雪
に
も
き
る
や
か
さ
は
ら
の　

駅
路
遠
く
分
る
た
ひ
人 

為
孝　
六
四
三
三

五
月
十
二
日　

68　

冬
夜
難
曙　

冬
の
13

閏
ふ
か
き
ふ
す
ま
の
下
に
へ
だ
て
て
や　

音
せ
し
か
ね
も
聞
か
で
待
つ
ら
ん 

（
御
） 

一
九
七
三・一
二
一
八

よ
イ

さ
て
も
う
き
霜
よ
の
空
に
秋
風
の　

霜
よ
り
な
れ
し
覚
な
れ
ど
も 

実
隆　
三
〇
一
七

霜
氷
か
た
し
く
床
に
明
ぬ
よ
を　

待
人
あ
ら
は
猶
や
た
の
ま
む 

政
為

を
そ
く
と
く
か
そ
へ
つ
く
し
て
い
く
た
ひ
か　

霜
よ
の
と
り
の
八
こ
ゑ
き
く
ら
ん 

済
継　
六
四
三
四

明
や
ら
ぬ
な
か
き
霜
も
い
た
つ
ら
に　

あ
か
し
か
ね
ぬ
る
身
に
や
し
る
ら
ん 

為
孝　
六
四
三
五

五
月
十
三
日　

69　

炉
辺
閑
談　
※
古
…
爐　

冬
の
14

思
ふ
こ
と
い
ひ
も
て
ゆ
け
ば
埋
火
の　

あ
ら
は
れ
ぬ
し
も
下
に
の
こ
ら
じ 
（
御
） 
一
九
七
四・一
二
二
九

う
づ
み
火
の
光
を
は
る
と
花
鳥
の　

あ
ら
ま
し
ご
と
を
ま
づ
ぞ
か
た
ら
ふ 

実
隆　
三
〇
一
八

か
た
り
出
ん
後
を
そ
思
身
の
う
へ
の　

な
に
か
は
残
る
埋
火
の
も
と 

政
為

か
た
り
出
る
こ
と
の
は
ま
て
も
埋
火
の　

光
な
き
身
を
思
ふ
に
そ
う
き 

為
孝　
六
四
三
六

い
ひ
よ
れ
は
と
も
に
な
に
か
は
埋
火
の　

も
と
の
こ
ゝ
ろ
を
し
る
も
し
ら
ぬ
も 

済
継　
六
四
三
七

五
月
十
四
日　

70　

老
少
送
年　

冬
の
15

つ
も
り
て
は
そ
れ
も
か
は
ら
じ
身
に
過
ぎ
し　

昨
日
の
年
の
人
に
暮
行
く 

（
御
） 

一
九
七
五・一
二
四
八

老
に
の
み
く
る
し
と
ぞ
思
ふ
た
が
う
へ
も　

さ
か
さ
ま
に
ゆ
く
年
は
な
け
れ
ど 

実
隆　
三
〇
一
九

老
ら
く
を
い
と
ふ
人
と
て
年
波
の　

こ
れ
す
は
い
と
ゝ
身
を
や
な
け
か
ん 

政
為

ゆ
く
と
し
を
お
も
ふ
や
か
は
る
身
の
上
に　

つ
も
り
つ
も
ら
ぬ
こ
ゝ
ろ

く
は 

済
継　
六
四
三
八

た
か
身
に
も
こ
ゆ
る
は
お
し
き
年
な
み
を　

中

く
老
や
お
も
は
さ
る
ら
ん 

為
孝　
六
四
三
九
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五
月
十
九
日　

75　

寄
野
占
恋　

恋
の
５

し
ら
ぬ
野
も
わ
が
心
な
る
あ
し
う
ら
の　

あ
は
ぬ
道
に
は
ふ
み
も
た
が
へ
じ 

（
御
） 

一
九
八
〇・一
三
四
六

お
な
じ
の
の
ゆ
か
り
を
と
ひ
て
し
る
べ
あ
る　

心
の
う
ち
に
み
を
や
ま
か
せ
ん 

実
隆　
三
〇
二
四

思
あ
る
心
の
道
の
と
を
き
野
は　

夕
け
と
ふ
へ
き
や
と
た
に
も
な
し 

政
為

思
ひ
ね
の
夢
野
の
露
も
た
れ
に
か
は　

心
の
う
ら
と
か
た
り
あ
は
せ
ん 

重
治　
六
四
四
四

逢
こ
と
も
た
の
み
な
き
身
は
ま
よ
ひ
こ
し　

こ
ゝ
ろ
の
う
ら
や
あ
た
し
の
ゝ
露 

為
孝　
六
四
四
五

あ
た
に
見
し
夢
の
ゝ
草
の
ま
く
ら
に
も　

心
の
う
ら
の
逢
夜
を
そ
ま
つ 

済
継　
六
四
四
六

思
ふ
道
に
逢
へ
き
足
の
占
て
か
い　

む
ら
さ
き
の
ゆ
き
し
め
の
行
と
も 

為
孝　
六
四
四
七

い
と
は
め
や
た
え
ぬ
お
も
ひ
と
野
へ
の
水
に　

三
角
柏
も
た
つ
名
な
り
せ
は 

季
種　
六
四
四
八

五
月
二
十
日　

76　

寄
海
遠
恋　

恋
の
６

も
し
ほ
草
あ
ま
の
す
さ
み
の
う
へ
さ
へ
ぞ　

か
き
お
き
な
が
ら
た
よ
り
だ
に
な
き 

（
御
） 一
九
八
一

 

※
一
三
一
〇
…
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
イ

し
に
か
へ
り
二
の
う
み
は
め
の
ま
へ
の　

恋
に
は
は
る
け
き
波
路
を
ぞ
思
ふ 

実
隆　
三
〇
二
五

と
し
も
へ
ぬ
枕
の
し
た
と
お
も
ふ
し
も　

う
き
は
な
ら
ひ
を
浪
ち
へ
た
て
ゝ 

政
為

尋
み
は
お
な
し
こ
ゝ
ろ
の
し
る
し
あ
れ
や　

蓬
か
嶋
も
た
め
し
や
は
な
き 

済
継　
六
四
四
九

五
月
二
十
一
日　

77　

寄
里
待
恋　

恋
の
７

暮
ご
と
を
此
里
人
に
し
ら
れ
じ
と　

心
を
と
る
も
待
つ
に
く
る
し
き 

（
御
） 

一
九
八
二・一
三
九
七

日
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ
も
を
り
は
へ
う
ち
侘
び
て　

人
待
つ
さ
と
の
こ
こ
ろ
を
や
し
る 

実
隆　
三
〇
二
六

待
ふ
く
る
わ
か
涙
に
は
み
る
も
う
し　

い
く
さ
と
人
の
袖
の
月
影 

政
為

き
な
れ
し
も
お
も
へ
は
ち
か
き
里
の
名
を　

い
つ
と
て
人
の
は
や
た
と
る
ら
ん 

済
継　
六
四
五
〇

か
り
に
た
に
と
ひ
こ
ぬ
人
を
ふ
か
草
や　

野
と
な
る
里
に
い
か
ゝ
た
の
ま
ん 

重
治　
六
四
五
一
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廿
三
日　

寄
草
馴
恋　

79　

恋
の
９

１　

う
ら
な奈
く
ハ
思
ひ
そ
め
て
も
初
草
の　

人
の乃
む
す
ハ
ん
末
も
こ古
そ
あ
れ 

実
隆　
三
〇
二
八

２
◆
う
つ
ろ
ハ
ん
色
を
も毛
し志
ら
す
さ佐
く
花
の　

尾
は者
な那
に尓
ま満
し
る
秋
や
た多
の
ま
ん 

政

３
◆
な奈
れ
て
う
き起
人
の
心
の乃
花
す
ゝ
き支　

ほ本
に尓
い
て
そ
め
し
秋
そ
く
や
し
き起 

永　
六
四
五
四

４
◆
苔
む
し
ろ
草
を
か可
き
ね祢
の
や屋
と
り李
に
も毛　

よ
を
し
へ
た多
て
ぬ
契
を
そ
思
ふ 

元

５　

朝
夕
に尓
ミ
な
る
ゝ
…
…
…
ち
り里
て　

ひ飛
と
り
ね
つ
ら
き起
床
夏
の
は者
な那 

俊

６　

今
ハ
さ
は盤
よ
も毛
き
に尓
ま満
し
る
あ
さ
は者
か可
に尓　

心
と
も
な奈
き支
心
を
も毛
見
む 

（
御
） 

一
九
八
五・一
四
二
九

７　

す
き起
か可
て
に尓
宿
と
ひ
な奈
れ
し
夕
か可
ほ本
の　

…
…
…
か可
ひ飛
な奈
し 

重
治

８　

…
…
…
草
の
い
つ
ま
て
か可
…
…
… 

為
廣

９　

あ
か可
す
ミ
る
朝
（
夕
露
の
）
を
ミ
な奈
へ
し　

お
ち
て
も
あ
た多
（
の
名
を
や
か
け
南
） 

済
継　
六
四
五
五

 

※
公
…
ら

10　

手
に尓
ふ
れ
て
つ徒
む
と
ハ
す
れ
と
忘
草　

お
ふ
と
し
聞
は者
う
き起
な奈
ら
ひ
か可
な那 

為
孝

11　

朝
夕
に尓
な奈
る留
や
人
の
お
も
ひ飛
草　

を
き起
そ
ふ
露
も
袖
に尓
あ
ま
り
て 

季
種

廿
二
日　

寄
垣
通
恋　

78　

恋
の
８　

欠
１
人
…
済
継
（「
公
宴
続
歌
」
で
補
う
）

１
◆
思
ひ飛
あ
ま満
り
し志
の
ひ
て
こ古
え
し
中
か可
き起
ハ　

お
や
の
い
さ
め
ぬ
道
も毛
わ
り利
な奈
し 

元　
六
四
五
二

２　

思
ひ飛
あ
ま
り梨
行
て
や
見
ま満
し
山
か可
つ
の　

か
き起
ほ本
の乃
花
の能
色
に尓
こ
ひ
つ徒
ゝ 

実
隆　
三
〇
二
七

３　

あ
き
て
猶
…
…
…
の
道
や
あ
ら
ん
身
を　

秋
…
…
…
す春
ハ 

政
為

 

※
書
・
古
・
伊
…
れ

４　

へ
て
て
な奈
き支
こ古
ゝ
…
…
…
ハ
思
ふ
事
い
ひ
い
て亭
ゝ
こ古
え
…
関
の
あ
ら
か可
き 

永
宣

 

※
書
・
伊
…
か
と

 

※
２
書
・
伊
…
ん

５　

榊
は者
の
か可
け
を
し
る
へ
に尓
と
め
て
こ古
し　

神
の
ゐ
か可
き起
は盤
人
も
へ
た多
て
し 

（
御
） 

一
九
八
三・一
三
七
七

 

※
柏
…
ず

６
◆
も毛
る
と
て
も
か可
よ
ふ
心
は盤
川
く
ち
の　

せ世
き起
の
あ
ら
か可
き
へ
た多
て
ハ
て
め
や 

為
孝

７　

…
…
… 

俊
量

８　

そ楚
の
…
…
…
へ
た多
て
な奈
く　

い
ひ
よ
る
つ
て
や
宿
の
夕
か可
ほ本 

季
種

９　

起
ゆ
け希
は者
我
引
と
め
よ
た
ゝ
ん
名
の　

う
ハ
ら
か可
く
れ
の
庭
の
神
か可
き起 
為
廣

10　

心
た多
に尓
よ
ハ
ゝ
さ佐
す
か可
あ
し
か可
き
の　

ひ
ま万
も毛
と
め
て
も毛
い
ひ
…
…
…
さ
ん 

重
治

・
あ
れ
て
猶
し
の
ふ
た
よ
り
の
道
や
あ
ら
ん　

身
を
秋
風
の
か
き
ほ
な
ら
す
は 

政
為

・
お
も
は
す
の
そ
の
あ
し
か
き
の
か
い
ま
み
や　

へ
た
て
ぬ
中
の
は
し
め
な
る
ら
ん 

済
継　
六
四
五
三



─ 38 ─

廿
五
日　

寄
鳥
偽
恋　

81　

恋
の
11

１　

い
つ
ハ
り
の
あ
る
世
は盤
つ
ら
き
は者
る累
か可
ハ
す　

鳥
を
た
め
し
に尓
契
る
と
思
へ
は者 

永　
※
書
・
伊
…
そ
。

 

※
２
ね
カ
本
ノ
マ
ヽ
。

 

書
…
〃
る　

ね
。
伊
…
を

２　

あ
く
る累
夜
に尓
鳥
を
そ
ら
ね祢
と
い
ひ飛
な奈
し
て　

し志
ハ
し
も毛
袖
を
ひ飛
か可
へ
つ徒
る
か可
な那 

元

３　

と
も毛
す
れ
は者
ね祢
を
の
ミ
そ
な奈
く
と
り里
の
跡
の乃　

こ古
と
の
は者
ま
て
も毛
ま満
こ古
と
な奈
き
よ
に尓 

俊

４　

春
の
野
に尓
た
の
め
置
つ
る
跡
も毛
な奈
し　

尾
花
に尓
鳴
し
鵙
の
草
く
き支 

（
御
） 

一
九
八
六・一
四
〇
九

 

※
柏
…
お
き
て
も

５
◆
い
つ
ま
て
か可
絶
し
と
い
ひ飛
し
こ古
と
の
は者
の能　

か可
よ
ひ飛
し
鳥
の
あ
と
か可
た多
も毛
な奈
き支 

済
継　
六
四
五
七

６
◆
偽
に尓
明
行
そ
ら
は
と
り里
な奈
ら
て　

人
の乃
こ古
ゝ
ろ
や
人
は
か可
る類
ら
む舞 

為
廣

７　

今
こ古
む無
と
待
ち
こ
し
も毛
の
を越
鳥
た多
に
も毛　

人
の
い
つ
は者
り
つ徒
く
る累
よ
は者
か可
な奈 

季

８
◆
山
ふ
か可
み見
は者
く
と
ふ
く
風
も毛
い
つ
は者
り
の能　

た
か可
な奈
ら
は者
し
と
思
ふ
さ
へ
う
し 

政　
※
古
…
秋

９
◆
か可
け
て
い
へ
は者
ま満
こ古
と
に尓
も
あ
ら
ぬ
面
影
の　

そ
れ
さ
へ
つ徒
ら
き支
か可
り梨
の
玉
章 

為
孝

10　

空
に尓
あ
ら
は者
鳥
に尓
と
い
ふ
も
此
世
に尓
て　

見
え
ぬ
ま
こ
と
ハ
い
か可
ゝ
た堂
の
ま
ん 

実
隆　
三
〇
三
〇

11　

た
の
め
て
も
こ古
ぬ
夜
あ
け
ゆ
く
い
つ
は者
り
の能　

つ徒
ら
さ
ま満
き
れ
ぬ
鳥
の
こ
ゑ
か可
な那 

重
治

廿
四
日　

寄
木
厭
恋　

80　

恋
の
10

１
◆
い
と
ふ
に
は盤
お
も
ひ飛
入
へ
き
こ古
ゝ
ろ
か可
ハ　

た
え
ぬ
な奈
け
き
の能
は者
山
し志
け
山 

政

２　

さ
の
ミ
な奈
と
い
と
ひ飛
な奈
は者
こ
そ
や屋
と
り梨
木
の　

あ
ら
ぬ
ね祢
さ
し
も毛
な奈
き支
習
か可
ハ 

永

３　

せ
め
て
さ
ハ
い
と
ふ
る
中
を
花
に尓
か可
せ　

た
ゝ
一
こ古
ろ路
の
こ古
ゝ
ろ
と
も毛
か可
な那 

元

４
◆
つ徒
ら
き
に
も毛古
こ
り
は盤
は者
て
な奈
て　

椎
柴
の
し志
ゐ
て
し志
た多
ふ
や
猶
い
と
ふ
ら
ん 

俊

５　

よ
そ
へ
て
も毛
う
き起
よ
の
中
は盤
い
と
は者
な奈
ん　

た
え
て
さ
く
ら
の
わ
れ
や
な奈
に
な
る 

（
御
） 

一
九
八
五・一
四
八
九

６
◆
お
も
へ
か可
し
思
ふ
か可
た多
に
そ
あ
た多
な奈
れ
と　

な奈
を越
や
と
り梨
木
の
名
を
も
か可
け希
ゝ
る類 

済　
六
四
五
六

７　

我
か可
ら
と
た堂
く
や
し志
ほ本
木
は盤
浦
風
も毛　

な奈
き支
た多
る類
あ
さ
の
お
も
ひ
と
を
ミ
よ 

重

８　

玉
か可
つ
ら
神
の
つ徒
く
て
ふ
木
に
も毛
あ
れ
や　

か可
け
て
わ
か可
身
の
な奈
ら
ぬ
恋
す
る 

実　
三
〇
二
九

９
◆
い以
た多
つ徒
ら
に尓
色
に尓
い
て
ぬ
る
に尓
し
き
ゝ
の能　

た多
か可
心
よ
り李
く
ち
ハ
は
つ
ら
む無 

為
孝

10　

い
か可
ゝ
せ
ん
い
と
は者
す
と
て
も
さ佐
く
花
の　

色
香
う
つ
さ
ぬ
朽
木
な奈
る
ミ
は盤 
季
種

11　

せ
め
て
さ
ハ
し志
ら
せ
て
し
か可
な奈
よ与
そ所
に尓
な奈
す須　

身
を
う
つ
ほ本
木
の
あ
な奈
恋
し
と
も毛 

為
廣
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廿
七
日　

寄
虫
切
恋　

83　

恋
の
13　

後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
あ
り
①

１　

み
し
夢
も毛
胡
蝶
の
夢
と
何
か可
い
は者
ん　

わ
か可
お
も
ひ飛
ね年
の
わ
か可
身
な奈
り
け个
る類 

（
御
） 

一
九
八
七・一
五
二
九

 

※
柏
一
九
八
七
…
草
も

２　

ね祢
に尓
た多
に尓
も
た
て
ぬ
う
ら
ミ
ハ
消
か可
へ
り　

身
を
秌
虫
の
霜
か可
れ
の
こ古
ろ 

実
隆　
三
〇
三
二

３
◆
き
り

く
す
な
ミ
た
や
さ
そ
ふ
い
と
せ
め
て　

ひ悲
と
り
ね年
つ
ら
き
秋
の
枕
に耳 

重

４　

し志
ら
れ
し
な奈
夜
の
蛍
の能
す
か可
た多
よ
り李　

見
え
ぬ
思
ひ
に尓
こ
か可
れ
わ
ふ
と
も 

為　
※
元
長
カ

５　

な奈
き支
あ
か可
す
虫
も毛
こ古
そ
あ
れ
う
き
恋
に尓　

よ
の
間
あ
や
う
き起
露
の
哀
よ 

季

６
◆
な奈
く
さ
め
て
鳴
よ
る累
虫
の
こ
ゑ衛
の
う
ち
も毛　

わ
か可
身
た
へ
し
と
思
ふ
よ
と
こ
を 

政

７
◆
し志
ら
せ
は者
や
身
は盤
ひ
を
む
し
の
夕
を
も毛　

ま満
た多
し
と
お
も
ふ
心
よ
ハ
さ
を越 

永

８　

思
あ
れ
は者
小
田
の
か可
は者
つ
も毛
水
の
底
に尓　

鳴
を
わ
か可
身
の
う
へ
に尓
聞
か可
な那 

俊

９　

わ
れ
も
又
身
に尓
し
む
千
々
の
思
ひ日
と
を　

守
宮
の
し志
る累
し
い
も毛
し志
る
ら
め
や 

為
廣

10
◆
身
ひ飛
と
つ
を
な奈
き支
つ徒
く
す
と
も
秋
の
虫
の乃　

さ
せ
る
あ
ハ
れ
は盤
誰
か
か
く
へ
き 

済　
六
四
六
〇

 

※
自
・
書
・
伊
・
公
・
…
も

11
◆
き
え
ぬ
間
を
そ
れ
と
は
か
り
や
か可
け遣
ろ
ふ
の　

も毛
ゆ
る
お
も
ひ飛
に尓
身
を
つ
く
す
ら
ん 

為
廣

廿
六
日　

寄
獣
顕
恋　

82　

恋
の
12

１　

今
ハ
は者
や
秋
風
た
ち
ぬ
さ
を
し
か可
の　

ね祢
に尓
あ
ら
は者
れ
て
恋
や
わ
た多
ら
ん 

永

２
◆
さ佐
と
ひ飛
た多
る
犬
の
こ古
ゑ衛
よ
り李
か可
よ
ひ飛
ち
を　

人
の
と
か可
む
る
中
と
な奈
り
ぬ
る 

元
長

３
◆
我
そ
な奈
と
よ与
そ所
に尓
た
つ
名
を
棹
鹿
の　

ね祢
に尓
あ
ら
は
る
ゝ
恋
も
こ
そ
あ
れ 

俊

４　

し志
は者
し
た
に尓
か可
け希
と
た
の
み見
し
う
つ
ほ本
木
の能　

物
の
く
ま満
な奈
き支
世
を
い
か可
に尓
せ
ん 

（
御
） 

一
九
九
〇・一
四
五
九

 

※
柏
一
四
五
九
…
も
・
に
・
か

５　

あ
た多
に尓
ち
る留
こ古
と
は者
も毛
あ阿
や
し
家
の
犬
の乃　

つ徒
た多
ふ
る
ふ
ミ
も毛
あ
れ
は者
あ
る
よ
に尓 

実
隆　
三
〇
三
一

 

※
雪
…
が

６　

か可
く
つ徒
ら
き起
心
の
あ
き
に尓
な
く
ね祢
よ与
り李　

野
ハ
ら
の
鹿
も
あ
ら
は者
れ
ぬ
ら
ん 

季

７　

い
ひ
も毛
ら
す
世
の
口
の乃
は者
に尓
か可
ゝ
ら
す
ハ　

う
へ
し
虎
に尓
も
身
や
ハ
お
し
ま
ぬ 

為
廣　
六
四
五
八

８
◆
と
て
も
世
に尓
し志
ら
る流
ゝ
道
を
い
か可
に尓
し
て　

も毛
と
こ古
し
駒
の
ゆ
く
に尓
ま満
か可
せ世
ん 

済　
六
四
五
九

 

※
公
…
と

９
◆
い
か可
に尓
せ
ん
お
そ
の
た
は者
れ
の乃
心
よ
り　

よ
の
く
ち
の乃
は者
に尓
か可
ゝ
る類
う
き
名
を 
為
孝

10　

と
て
も毛
さ
ハ
も毛
ら
し
は
て
ゝ
よ
あ
ち
き
な奈
く　

ふ
す
ゐ
の
床
の
身
を
や
す
く
さ
ん 

政
為

11　

よ
る累
の
犬
こ
ゑ衛
を
し志
ら
へ
に尓
関
守
の　

更
に尓
と
か可
む
る留
か可
よ
ひ飛
ち
も
う
し 

重
治
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廿
九
日　

寄
絲
恨
恋　

85　

恋
の
15　

後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
あ
り
③

１　

い
か可
さ
ま満
に尓
う
つ徒
り梨
か可
ハ
ら
ん
し志
ら
い
と
の　

も毛
と
み
し
色
の
い
ふ
か可
ひ飛
も
な奈
し 

（
御
） 

一
九
八
九・一
五
六
七

 

※
自
・
柏
…
は

２
◆
か可
た多
い
と
の
思
ひ飛
た
え
て
ハ
さ佐
ゝ
か
に
の　

こ古
ろ
も毛
に尓
か
ゝ
る
夕
た多
に耳
な那
し 

済　
六
四
六
三

３　

我
も毛
さ
そ
く
わ王
こ
の
い
と
の乃
を
の能
れ連
ゆ
へ　

く
る累
し
き支
も毛
の
を越
世
を
は者
う
ら
ミ
し 

実
隆　
三
〇
三
四

４
◆
う
き
ふ婦
し
を
う
ら
み
わ
ひ飛
つ徒
ゝ
か可
た多
い
と
の　

思
ひ
た
え
ん
も毛
さ佐
す
か可
な奈
し
き支 

元　
※
自
…
重
治

５　

お
も毛
ひ飛
あ
ま万
り
か可
つ
う
ら
む
る
も毛
し志
ら
い
と
の能　

こ
の
一
ふ
し
に尓
い
ひ
や
な奈
す
へ
き 

重　
※
自
…
元
長

６
◆
手
に尓
ふ布
れ
し
た堂
か可
と
る留
な奈
ら
し
し志
け
い
と
の　

む
す
ほ本
ゝ
れ
つ
ゝ
と
け
ぬ
恨
は盤 

季

７　

み
た多
れ
て
も
心
の乃
す
ち
に尓
引
い
と
の　

た
え
ぬ
う
ら
み
を越
く
り
返
し
つ徒
ゝ 

永

８　

か可
け遣
す
て
し
こ古
ゝ
ろ
の
い
と
の
み見
た多
れ
こ古
そ　

つ徒
ゐ
に尓
恨
の
ふ
し
と
な奈
り利
け个
れ 

為
廣　
六
四
六
四

９　

し志
ら
す
わ
れ
い
ひ飛
も毛
と
か可
れ禮
ぬ
ふ婦
し
い
と
の　

な奈
か可
き起
う
ら
み
に尓
身
を
や
つ
く
さ
ん 

政

10　

う
ら
む
る留
も毛
な奈
に尓
の
ふ
し
そ
と
し志
ら
い
と
の　

思
ひ飛
よ
り李
て
も
人
の
と
へ
か可
し 

俊　
六
四
六
五

11　

く
り李
か可
へ
し
お
も
ふ
も毛
う
し
や
し志
ら
い以
と登
の乃　

何
に尓
そ
め
け遣
る留
心
な奈
る
ら
ん 

為
孝

廿
八
日　

寄
箏
切
恋　

84　

恋
の
14　

後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
あ
り
②　
※
柏
…
筆
と
誤
記

１　

な奈
を越
さ佐
り里
に尓
人
を
そ
お
も
ふ
こ古
と
の
ね年
に尓　

あ
ま万
飛
厂
は盤
行
方
も毛
な
し 

（
御
） 

一
九
八
八・一
四
四
七

 

※
自
…
ほ

２
◆
わ
か可
れ
て
ハ
絶
な奈
ん
と
す
る
中
の
緒
の乃　

な奈
け
き
く
ハ
ゝ
る流
音
を
も毛
こ古
と
は者
れ 

済　
六
四
六
一

 

※
公
…
御
製
の
五
七
部
分

 

を
誤
写
カ

３　

か可
た多
ミ
と
て
ミ
る累
も
か可
ひ飛
な奈
し
つ徒
ま万
こ
と
の　

引
わ
か可
れ
て
の
い
ま万
の能
こ
ゝ
ろ
は盤 

元

４　

い
か可
な奈
ら
ん
わ
か可
れ
か可
な那
し
き支
こ古
と
の能
ね
ハ　

し志
ら
へ
か可
ハ
ら
す須
め
く
り梨
あ
ふ
と
も 

実　
三
〇
三
三

５
◆
な奈
け遣
き起
あ阿
る累
音
を
や
と
ゝ
め
ん
玉
こ古
と
の　

あ
ら
ぬ
し志
ら
へ
に尓
引
わ
か可
れ
ぬ
る 

永
宣

６
◆
そ楚
の乃
こ古
と
ゝ
思
ひ日
も毛
い
て
よ
一
す春
ち
に尓　

う
き起
な奈
か可
の
を
の乃
引
わ可
か流
る
と
も毛 

為
廣　
六
四
六
二

 

※
公
…
ち

７　

お
も毛
は者
す
よ与
な奈
ら
す須
こ古
と
は
の
や
か可
て
は者
や　

ひ
き支
わ王
か可
れ禮
行
ね祢
を
そ
へ
ん
と
ハ 

俊

 

※
自
・
書
・
伊
…
を
琴
に

８
◆
い
か可
な奈
ら
ん
た
の
む
も毛
更
に尓
う
き支
こ古
と
の　

緒
を
た堂
つ徒
つ
ゐ
の
別
な奈
り
せ
は者 

為
孝

９
◆
う
き
こ古
と
の
し志
ら
へ
ハ
お
な奈
し
わ
か
れ
ち
よ　

き
の
ふ
は盤
さ佐
し
も毛
松
風
の
聲 

政
為

10
◆
み
む
も毛
う
し
き
ぬ

く
い
そ
く
つ徒
ま万
こ古
と
の　

岩
こ古
す寸
波
を
袖
に尓
残
し
て 
季
種

11　

ひ
き
と
め
ぬ
人
は盤
つ
れ連
な奈
き起
別
路
に尓　

た
え

く
の
こ古
る類
こ
と
の
音
も
う
し 

重
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六
月
一
日　

村
々
煙
細　

87　

雑
の
２　

後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
あ
り
⑤

１
◆
里
々
の
し志
る
へ
と
や
な奈
る留
や
ま万
か可
つ川
の　

か可
へ遍
る流
夕
に耳
ほ本
そ
き起
け个
ふ
り
も毛 

俊

２
◆
た
ち
つ徒
ゝ
く
煙
は盤
き
え
て
遠
近
の　

里
わ
く
ほ本
と
に尓
の
こ
る
色
か可
な奈 

元

３　

を
ち地
こ
ち地
の
ふ
も毛
と
の
さ佐
と
に尓
山
柴
の　

け希
ふ
り梨
を
な奈
と
か可
た多
て
ハ
そ
ふ
ら
ん 

重

４　

谷
に尓
そ
ひ飛
山
に尓
か可
た
か可
け希
す
む
里
は盤　
　

真
柴
の
け个
ふ
り
末
も裳
つ徒
ゝ
か可
す数 

実
隆　
三
〇
三
六

 

※
自
…
こ
の
句
な
し

５　

山
か可
け希
や
ひ飛
と
り梨

く
に
す
む
里
ハ　

け気
ふ梨
り
の
末
も毛
わ王
か可
れ禮
て
そ楚
ゆ遊
く具 

（
御
） 

一
九
九
二・一
七
四
二

 

※
書
・
自
・
伊
・
高
…
と

６
◆
た堂
え

く
に尓
あ阿
さ佐
ゆ遊
ふ
見
え
て
い以
く具
さ佐
と登
か可　

た
つ川
る類
煙
の乃
末
も
つ徒
ゝ
か可
す 

季

 

※
自
…
６
と
７
の
順
序
が
逆

７　

た
え

く
に
な奈
ひ飛
く
け个
ふ
り
の
よ
そ所
め
よ
り梨　

里
は
な奈
れ
た多
る
家
ゐ
を
そ
し志
る留 

為
孝

８　

遙
に尓
も裳
た
へ
ぬ
煙
の
す
ゑ衛

く
に耳　

す
む
里
見
え
て
く
る類
ゝ
山
も毛
と 

済　
六
四
六
七

 

※
書
・
高
…
迷
。
自
・
公
…
幽
。

 

伊
…
か
す
か

９　

た
て
そ
ふ
も毛
う
す
き
煙
や
こ古
と
た
ら
ぬ　

賤
か可
思
ひ飛
の
す
ゑ衛
の
里
々 

為
廣

10　

立
の
ほ本
る類
け気
し
き
は者
か可
り梨
は盤
た
え

く
の　

煙
く
ら
へ
か可
を
ち地
こ
ち
の
里 

政
為

11
◆
暮
ゆ遊
け希
は者
と
を越
き支
か可
た多
よ
り李
立
消
て　

一
む
ら
け个
ふ
る
の
へ
の乃
さ
ひ飛
し
さ 

永

卅
日　

�
澗
戸
雲
鎖　

86　

雑
の
１　

欠
１
人
…
元
長　

後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
あ
り
④

１
◆
よ与
そ所
よ
り李
も毛
あ阿
く
る類
光
の乃
を
そ
か可
れ
や　

た多
に
の
戸
さ
し
を
雲
に尓
ま満
か可
せ
て 

俊

２　

谷
の
戸
は盤
雲
の
ミ
と
ち
て
な奈
か可
そ
ら
の能　

光
す
く
な奈
き起
谷
の乃
し
た多
庵 

重　
自
…
柴

３　

た堂
に
の乃
戸
の能
な奈
か可
は者
は盤
雲
を
あ阿
る累
し
に尓
て　

と
ち
は
つ
る
を
も
ま満
か可
せ世
て
そ
見
る 

実　
三
〇
三
五

４　

玉
か可
つ
ら
た
え
ぬ
物
そ
と
ゐ
る
雲
に　

さ佐
も毛
谷
せ
は者
き
す
ま
ゐ
を
そ
お
も
ふ 

（
御
） 

一
九
九
一・一
六
五
九

 

※
柏
一
六
五
九
…
は
・
の
・
み

５
◆
夜
の
雨
の
夕
残
も毛
ふ
か可
き起
谷
の
戸
は盤　

あ阿
け希
た多
つ
雲
の
色
た
に尓
も
な
し 

為
孝

６
◆
た
ち
出
し
雲
も毛
わ
か可
れ
す
帰
来
て　

谷
の
と
ほ本
そ
を越
お
ほ本
ふ
白
雲 

済

７
◆
う
ら
波
も毛
し志
ら
む
よ
川
の
谷
の
戸
に耳　

八
重
た多
つ川
雲
そ
明
ん
そ
ら
な奈
き支 

為
廣　
六
四
六
六

８
◆
ほ本
と
も
な奈
く
谷
の
戸
く
ら
し
い
か可
は
か可
り李　

み
ね年
こ古
す須
雲
の能
行
ゑ衛
と
か可
見
ん 

政

９　

谷
ふ布
か可
み
あ
く
る類
ひ
か可
り梨
は盤
見
え
ね祢
と
も裳　

さ
す須
か可
に尓
夜
の
雲
と
し
も毛
な奈
し 
永

10
◆
水
か可
さ
そ
ふ
川
音
た
か可
し
谷
の
戸
ハ　

あ阿
め
さ
へ
は盤
れ
ぬ
雲
や
と
つ
ら
ん 

季

自
筆
で
は
、
１
俊
量 

と
２
重
治
の
間
に
元
長
の
詠
歌
が
あ
る
。

・
た多
に
の能
戸
ハ
あ
く
る流
色
な奈
く
さ佐
ゝ
こ古
め
て　

夜
の
ま万
の乃
雲
の能
は
れ連
ぬ
空
か可
な奈 

元
長
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三
日　

暮
林
鳥
宿　

89　

雑
の
４　

後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
あ
り
⑦

１　

た
ち
ま満
よ
ふ
雲
の
は者
や
し
の能
村
か可
ら
す　

ね祢
も毛
さ佐
た多
ま
ら
ぬ
夕
あ
ら
し
か可
な奈 

元

２　

し志
け希
き起
木
に尓
鳥
ハ
か可
り
ね祢
の
一
枝
も毛　

な奈
を越
や
す
か可
ぬ
夕
あ
ら
し
か可
な那 

実　
三
〇
三
八

３　

い
か可
に尓
し志
る類
鳥
の乃
心
そ
世
に尓
と
を越
き　

山
は者
や
し
に尓
と
い以
そ
く
夕
は盤 

（
御
） 

一
九
九
四・一
七
〇
二

４　

空
飛
は盤
す
ゝ
め
色
な奈
る累
夕
雲
の　

は者
や
し
や屋
や
と
り李
か可
ら
す
な奈
く
こ
ゑ 

為
廣

５　

ひ悲
と
り梨
猶
ゆ
く
も毛
あ阿
り李
け个
り梨
夕
か可
ら
す数　

お
な奈
し
林
の乃
か可
け希
を越
へ
た多
て
ゝ 

済

６　

暮
ふ
か可
き
色
や
見
え
け个
ん
村
鳥
の　

を
く
れ
し
と
ゆ
く
木
々
の
や
と
り梨
ハ 

政　
※
書
…
へ
。
伊
…
え

 

※
２
書
…
お
。
伊
…
を

７　

鳥
の乃
な奈
く
か可
た多
山
は者
や
し
か可
け希
暮
て　

梢
に耳
う
す
き起
夕
月
夜
か可
な那 

永

８　

な奈
か可
め
や
る留
か可
た多
山
は者
や
し
く
れ
あ
へ
ぬ　

色
に尓
ね祢
く
ら
の
さ
き起
そ
む
れ
ゐ
る留 

季

９　

さ
ひ飛
し
さ
の
何
に尓
ま満
き支
れ
ん
夕
間
暮　

は者
や
し
か可
く
れ
に尓
と
り里
か可
へ遍
る
こ古
ゑ衛 

俊

10　

静
な奈
る留
雲
の
は者
や
し
も毛
夕
く
れ
は者　

ね祢
に尓
ゆ
く
鳥
や
こ
ゑ衛
さ
ハ
く
ら
ん 

重

11　

踏
ま満
よ
ふ
木
の
下
や
ミ
に尓
風
た多
ち
て　

ね
く
ら
の
鳥
は盤
わ
く具
色
も
な
し 

為
孝

二
日　

寺
近
聞
鐘　

88　

雑
の
３　

後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
あ
り
⑥

１
◆
幾
度
か可
お
と
ろ
き
は者
て
ぬ
け気
ふ
も
く
れ　

あ
す
か
の乃
寺
の
ち
か可
き
入
逢 

俊

２
◆
鐘
の
を
と
そ
ま満
く
ら
に
ち
か
き起
橘
の　

寺
は盤
む
か可
し
の能
と
を
き
ん
な奈
こ
り
に尓 

元

３　

思
ふ
に尓
は盤
身
の
夕
く
れ
も毛
遠
か可
ら
ぬ　

野
寺
の
か可
ね年
に尓
つ
ゆ
そ
こ
ほ本
る
ゝ 

実
隆　
三
〇
三
七

 

※
書
・
高
…
ひ
。

 

　

自
・
伊
・
雪
…
ふ

４
◆
小
は者
つ
せ世
の能
か可
ね祢
の
こ
ゑ衛
の乃
ミ
す
か可
原
や　

ふ婦
し
ミ
の乃
里
の
夢
の
あ
け希
か可
た 

為
廣

 

※
自
…
４
と
５
の
順
序
が
逆

５　

お
も
ふ
に尓
も毛
か可
ハ
ら
の
色
に尓
か可
ね年
の
こ
ゑ衛　

み
る
や
さ佐
ひ飛
し
き
き支
く
や
か可
な奈
し
き起 

（
御
） 

一
九
九
三・一
七
一
一

 

柏
…
を
の
へ

６
◆
初
瀬
山
ふ
も
と
の
夢
も毛
覚
に尓
け个
り里　

河
風
す
め免
る
か可
ね年
の能
ひ飛
ゝ
き支
に尓 

済

７
◆
思
へ
猶
身
を
ハ
へ遍
た多
て
ぬ
え
に
し
あ
り梨
と　

枕
の
か可
ね祢
に尓
さ
む
る
ね
ふ
り
を越 

政

８　

木
か可
く
れ
ハ
猶
お
く
ふ
か可
く
見
え
な奈
か可
ら　

か可
ね祢
の
ひ飛
ゝ
き
そ
寺
ち
か可
く
な奈
る 

永

９
◆
ち
か可
く
聞
か可
ね年
も毛
有
け个
り
行
月
を　

と
よ
ら
の
西
に耳
と
を越
く
し志
た多
へ
は者 

季

10　

き
け遣
は者
又
あ
ら
し
の
す
ゑ衛
に尓
な奈
り
に尓
け个
り　

な奈
れ
し
枕
の
か可
ね年
の乃
ひ飛
ゝ
き
も毛 
為
孝

11
◆
な奈
ら
の
は者
の能
名
に尓
お
ふ
寺
の
鐘
の乃
音
や　

古
郷
人
の
ゆ
め
さ佐
そ
ふ
ら
む 

重



─ 43 ─

五
日　

遠
帆
連
浪　

91　

雑
の
６　

後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
あ
り
⑨

１　

あ
は者
れ
に尓
も
か可
へ
る累
浪
か可
な奈
こ
き
い
て
し　

お
ほ本
く
の
舟
は盤
あ
と
も
と
ま満
ら
て 

実　
三
〇
四
〇

 

※
書
…
ゝ
。
※
２
雪
…
の
こ
イ

２
◆
数
々
に尓
と
も
な奈
ひ
い
て
ゝ
浦
風
の乃　

こ古
ゑ
を越
ほ本
に尓
あ阿
く
る累
仲
つ津
ふ布
な奈
ひ悲
と 

重

３　

こ古
き
い
つ
る
あ
と
の
波
路
を
へ遍
た多
て
ゝ
も毛　

行
や
心
の乃
す
ゑ衛
の
と
も毛
ふ
ね祢 

済　
六
四
六
九

４　

奥
つ津
浪
も毛
立
そ
ふ婦
ふ
し
の
ね祢
お
ろ
し
に尓　

雪
を
ま満
ほ本
な奈
る留
た
こ
の
浦
舟 

為
廣

５
◆
友
さ
そ
ひ飛
出
し
や
同
し
ミ
な奈
と
ふ
ね　

風
も毛
か可
ハ
ら
ぬ
波
路
は
る
か可
に耳 

政 

※
書
・
伊
・
高
…
２
字
脱

６
◆
こ
き
く
る
も
遠
き
か
き
り
ハ
見
え
わ
か可
て　

浪
に
数
そ
ふ
奥
つ津
舟
人 

永

７　

行
末
は
空
飛
か
り
や
仲
つ
舟　

な
ミ
の
い
く
重
に尓
雲
も毛
た
ち
き
て 

（
御
） 

一
九
九
六・一
六
七
七

 

※
自
・
柏
…
と
り
・
鳥
。

 

書
・
伊
・
高
…
か
り

８
◆
な奈
へ
て
今
ほ本
に尓
あ
く
る累
舟
も毛
大
わ
た多
の　

う
ら
風
は者
や
み
奥
に尓
出
つ徒
ゝ 

季

９
◆
さ佐
す
か可
そ
の
ほ本
か可
け
ハ
か可
り
を
し志
る累
し
に尓
て　

浪
に尓
き
え
ゆ
く
お
き
の
と
も
舟 

元

10　

さ佐
そ
ひ飛
い
つ
る累
い
く
う
ら
舟
の乃
か可
け希
な奈
ら
ん　

を
ひ飛
て
し志
ら
る流
ゝ
波
の
明
ほ本
の能 

為
孝

11
◆
あ
ま万
の
子
も毛
宿
さ
た多
む
と
や
く
る累
ゝ
日
に尓　

波
路
い
そ
き
て
か
へ遍
る
と
も
舟 

俊

四
日　

芦
隔
漁
火　

90　

雑
の
５　

後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
あ
り
⑧

１　

漕
め
く
る類
ミ
き
は者
の
あ
し
に尓
か可
く
ろ
ひ飛
て　

波
に尓
ゝ
ほ本
へ
る
い
さ
り
火
の
か可
け希 

元

２　

う
つ
り梨
く
る留
星
に尓
は盤
あ
ら
て
か可
け希
ふ
か可
き起　

あ
し
ま満
の
水
に尓
い
さ
り
た
く
也 

重

３　

た
き
す
さ
ふ
か可
け
も毛
あ
し
火
の
芦
の
は
に　

見
え
ミ
み
え
す
見
あ
く
る
う
ら
波 

実　
三
〇
三
九

 

※
書
…
す
歟
さ
ふ
。
雪
…
さ
そ
ふ

４　

い
さ
り梨
た堂
く
影
さ
へ
波
に尓
み
た多
れ
あ
し
の　

末
は者
し志
ら
る累
ゝ
よ
る累
の
う
ら
風 

済　
六
四
六
八

５　

た堂
つ川
の
な奈
く
あ
し
へ
に尓
と
を越
き支
い
さ
り梨
火
ハ　

子
を
お
も
ふ
や
ミ
の
光
と
も
な奈
し 

政

６　

塩
風
の
入
江
の
あ
し
の能
は者
か可
く
れ
に尓　

み
た多
れ
て
し志
め
る類
い
さ
り梨
火
の
か可
け希 

為
廣

７　

う
ち
け希
ふ
る
芦
間
か可
く
れ
も毛
い
さ
り梨
火
に尓　

影
あ
ら
は者
れ
て
く
る類
ゝ
う
ら
風 

永

８　

吹
し志
ほ本
る類
風
の
末
葉
も毛
い
さ
り
た
く　

ほ本
か可
け
ミ
し
か可
き起
芦
の
む
ら
立 

（
御
） 

一
九
九
五・一
六
八
二

 

※
柏
…
を
。
書
…
ほ

９　

風
わ
た多
る類
入
江
の
あ
し
の能
ほ本
の

く
と　

み
え
か可
く
れ
な奈
る
あ
ま
の
い
さ
り
火 
俊

10
◆
末
葉
こ古
す
け个
ふ
り梨
に尓
見
え
て
い
さ
り
火
や　

入
江
の
あ
し
の能
影
に尓
た多
く
ら
ん 

季

11　

い
さ
り
た
く
影
た多
に尓
と
を越
き
へ
た多
て
を
や　

入
江
の
あ
し
の
う
き起
ふ布
し
に尓
せ世
ん 

為
孝
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七
日　

長
河
似
帯　

93　

雑
の
８

１
◆
た堂
つ
た多
姫
雲
の
こ
ろ
も
を
お
り
か可
け希
て　

む
す
□
□
帯
の
め
く
る累
河
水 

永　
※
書
…
ハ
ぬ
歟

２
◆
せ世
を越
あ
さ
ミ
岩
に尓
わ
か可
る
ゝ
川
水
ハ　

は者
な奈
た多
の
帯
か可
中
絶
て
ミ
ゆ 

季　
六
四
七
一

３
◆
谷
川
の
ほ
そ
き起
な奈
か可
れ
の
一
す春
ち
や　

此
山
姫
の
お
ひ飛
を
な奈
す
ら
ん 

俊

４　

帯
に尓
せ世
る流
こ古
の
山
川
は盤
い
く
さ
と
の能　

田
面
の
水
に尓
ひ飛
き支
と
ら
る類
ら
ん 

実　
三
〇
四
二

５　

さ佐
と
…
…
…
た堂
ま満
川
の
め
く
…
…
…
お
ひ 

元
長

６
◆
行
め
く
る
（
ふ
も
と
の
）
河
は
下
の
帯
の　

名
に尓
な奈
か可
れ
て
も毛
い
く
世
へ
ぬ
ら
ん 

政
為　
※
書
…
細
谷
歟

７　

山
と
を越
く
帯
ひ飛
き支
す
て
ゝ
ゆ
く
鴈
の　

同
し
つ徒
ら
な
る
末
の
河
水 

（
御
） 

一
九
九
八・一
六
九
九

８　

下
の
帯
の
…
…
…
い
つ
る
も毛
ち
き
り梨
あ
る　

お
な
し
な
か可
れ
を
た
れ
結
ふ
ら
ん 

為
孝

９　

石
川
や
ミ
と
り梨
の
ミ
つ
の
す
ゑ衛
と
を越
ミ　

は
な奈
た
の
帯
そ
た
え
ん
と
も
な
き 

為
廣　
六
四
七
二

 

※
公
…
は

10　

そ
れ
と
見
て
む
す
ハ
ぬ
水
の
一
す
ち
も毛　

た
か可
下
帯
の
□
め
し
な奈
る累
ら
ん 

済

11　

お
ひ飛
…
…
…
小
川
の
行
め
く
り
雲
…
…
…
中
山 

重

六
日　

夕
陽
映
嶋　

92　

雑
の
７　

後
柏
原
天
皇
自
筆
の
写
本
あ
り
⑩　

欠
２
人
…
俊
量
・
季
種

 

◎
最
後
の
二
首
は
自
よ
り
補
う
。

１　

さ佐
か可
ミ
か可
た
夕
日
の
す
ゑ衛
に尓
百
つ徒
嶋
の　

け个
ち
め
見
え
た多
る累
浪
の
さ
や
け个
さ 

為
廣

２　

浪
に尓
き幾
え
雪
に尓
し志
つ
ミ
し
お
も毛
か可
け希
も　

夕
日
に尓
う
か可
ふ
う
ら
の
は者
つ
嶌 

済　
六
四
七
〇

３　

け个
ふ
り梨
た多
つ
室
の乃
八
嶌
の乃
夕
日
か可
け希　

う
つ
ろ
ふ
色
も
た
か可
お
も毛
ひ飛
な奈
る留 

政

４　

春
秋
と
思
ひ飛
わ
く
へ
き
色
も毛
な奈
し　

入
日
に尓
こ
の
る類
松
か
う
ら
し
ま満 

永

５　

夕
附
日
さ
す
や
い
つ
く
と
わ
き
て
み
ん　

ふ
し
の
ミ
雪
に尓
う
き起
し
ま万
の
枩 

実　
三
〇
四
一

 

※
自
・
書
…
と
か

６　

く
れ
な奈
ゐ
に尓
入
日
色
と
る類
う
き
雲
を　

繪
し
ま満
の
な奈
ミ
に尓
う
つ
し
て
そ
ミ
る 

元

７　

夕
つ徒
く
日
の
こ
ら
ぬ
色
や
あ
へ
の
し
ま満
の　

鵜
の乃
す
む
い以
し
の
う
へ
に尓
ミ
ゆ
ら
ん 

（
御
） 

一
九
九
七・一
五
九
〇

 

※
皆
…
な
し

８　

入
日
さ
す須
あ
と
の
ゑ
嶋
を
夕
浪
に尓　

う
つ
し
て
ミ
る累
も
あ
か可
ぬ
か可
け
か可
な那 

重

９　

浪
の
う
へ
に尓
う
つ
る
は盤
く
も
る累
か可
け希
な奈
か可
ら　

夕
日
に尓
は
る
ゝ
浦
の
と
を
し志
ま万 

為
孝

◎
う
つ徒
し
て亭
も毛
見
ハ
や
絵
嶋
の
浪
の能
う
へ
に尓　

ゆ
ふ
日
か可
け気
ろ路
ふ
空
の能
け个
し
き
を越 
俊
量

◎
波
ま万
な
る累
は者
な那
れ連
こ
し
ま
や
塩
に耳
か可
た多　

う宇
つ
る累
入
日
も毛
か
け希
さ佐
た多
か可
に丹
て天 

季
種
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九
日　

披
書
逢
昔　

95　

雑
の
10

１
◆
し志
る累
し
を
く
文
を
し
ミ
れ
は者
く
り
か可
へ
し　

む
か可
し
を
今
に尓
な奈
す
ハ
か可
り
な奈
る 

俊

２
◆
し志
る類
し
を
く具
筆
に尓
何
か
ハ
ま
す
か可
ゝ
み見　

手
に尓
と
り
て
ミ
ぬ
い
に尓
し
へ
も
な奈
し 

実
隆　
三
〇
四
四

 

※
雪
…
お

３
◆
ミ
る類
文
に尓
む
か可
し
の
あ
と
ハ
の
こ
れ
と
も　

こ
…
…
の
道
は盤
行
方
も毛
な奈
し 

永　
※
書
…
と
は
歟

４
◆
ふ布
か可
く
み
て
猶
ふ布
る
き起
よ
の
お
も毛
か可
け希
は盤　

心
と
う
か可
ふ
ミ
つ
く
き
の
あ阿
と 

政　
※
書
…
さ

５　

ま満
よ
ふ
…
…
…
と
め
て
の
こ
し
を
く
を
し
…
…
…
文
の
道
か可
な奈 

重　
※
書
…
お

６　

ミ
る累
…
…
…
昔
に
か
よ
ふ
心
あ
て
や
か
し
…
…
…
文
の
道
に尓
あ
る
ら
ん 

季

７　

忍
ふ
ら
ん
む
か可
し
の
文
よ
何
事
の　

あ阿
り李
き
あ
ら
す須
も毛
め
の
ま
へ
に尓
し
て 

（
御
） 

二
〇
〇
〇・一
八
三
九

 

※
柏
…
み

８
◆
天
地
の
ひ飛
ら
け个
し
こ古
と
を越
今
し
る
も毛　

か可
し
こ
か
り
け
る
筆
の
あ阿
と
か可
な奈 

元

９
◆
身
は盤
何
の
名
に
か可
の
こ
ら
ん
代
々
を
へ
て　

た
え
ぬ
ハ
そ
れ
と
水
茎
の
あ阿
と 

為
孝

10　

を
し
て
…
…
…
結
ひ飛
し
縄
の
く
り
返
し
…
…
…
む
か可
ふ
文
か可
な那 

為
廣

11　
し志
る
…
…
…
き
し
世
ハ
よ
の
つ
ね
の
こ
と
ハ
り
に　

の
ち
…
…
…
と
も毛
お
も
ハ
さ
ら
な奈
む 

済

八
日　

旅
人
渡
橋　

94　

雑
の
９

１
◆
旅
人
や
あ
や
う
き
は者
し
の能
う
き起
な奈
か可
ら　

世
わ
た多
る累
ミ
ち
に尓
お
も
ひ飛
く
ら
へ
ん 

俊

２　

水
か可
ふ
と
駒
ひ飛
き支
く
た多
す須
や
ま万
も毛
と
の乃　

か可
ち
よ
り李
わ
た多
る
橋
の
す
ゝ
し
さ 

実
隆　
三
〇
四
三

 

※
書
…
き

３
◆
う
き
こ古
と
は盤
の
や
ま万
の乃
ミ
ち
を
思
ふ
に
も毛　

又
た多
く
ひ飛
な奈
き支
木
曽
の
か可
け
は者
し 

元

４
◆
く
れ
に尓
け个
り梨
た
の
む
か可
け
と
も毛
や
す春
ら
ハ
ん　

月
た多
に尓
い
か可
に尓
さ
の
ゝ
ふ
な奈
は者
し 

永

５　
た多
の
む
と
も毛
（
猶
）
こ古
ゝ
ろ
せ
よ
行
く
れ
（
て
）　
（
わ
た
せ
も
し
ら
ぬ
水
）
の
う
き
は
し 

政
為　
※
書
…
を

６　

ひ飛
く
…
…
…
…
た多
ひ飛
人
や
は者
ま満
名
の
…
…
…　

…
…
…
駒
と
ゝ
む
ら
ん 

重
治

７
◆
た飛
ひ
衣
き
そ
の
か可
け希
ハ
し
い
か可
な奈
ら
ん　

世
の
あ
や
う
さ
を越
渡
り
な奈
れ
す
ハ 

李　
※
書
…
衣
歟

８　

大
江
山
す
き起
し
い
く
の
ゝ
な奈
く
さ
め
に尓　

日
を越
わ
た多
る流
へ遍
き
あ阿
ま万
の
橋
立 

（
御
） 

一
九
九
九・一
八
〇
〇

９
◆
た
れ
か可
さ
て
う
き起
世
の
た多
ひ飛
の
道
な奈
ら
て　

わ
た多
る類
心
の
と
ゝ
ろ
き支
の
は者
し 
為
廣

10
◆
今
も毛
そ楚
の
旅
を
し
そ
思
ふ
ハ
は者
し
や　

ふ布
り
に
し
あ
と
の
む
か可
し
か可
た多
り
に尓 

為
孝

11　

こ古
ゝ
に
…
…
…
行
け个
ん
旅
人
の
今
朝
…
…
…
の
た
な奈
は者
し 

済
継
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十
一
日　

憂
喜
同
夢　

97　

雑
の
12

１　

な奈
け
き
あ
れ
は者
色
に尓
い
つ
る
も毛
う
れ
し
さ
を　

袖
に尓
つ徒
ゝ
む
も毛
た
ゝ
夢
に
し
て 

政

２　

何
を
う
れ
へ
な奈
に
を
う
れ
し
と
思
ひ飛
ね年
の乃　

夢
は者
か可
り利
な奈
る累
か可
り梨
の
比
よ
に尓 

実
隆　
三
〇
四
六

３　

夢
（
な
ら
ぬ
こ
）
と
や
あ
る
よ
の
中
の能
人
の乃　
（
さ
か
へ
）
も毛
お
と
ろ
ふ
る
身
も毛 

重　
六
四
七
三

 

※
書
…
を

４　

め
て
し
（
花
ち
り
し
）
な奈
け
き
の
そ
の
か可
け希
も毛　

と
も
に尓
の
こ
ら
ぬ
春
の
よ
の能
夢 

季　
六
四
七
四

５　

い
て
や
そ
の
あ
り
の
す
き
ミ
に尓
ミ
し
夢
も毛　

は
て
ハ
な奈
け
き
の
か可
け
の能
か可
り利
ふ
し 

（
御
） 

二
〇
〇
二・一
八
一
六

 

※
柏
二
〇
〇
二
…
び
も
。
り

６
◆
お
も毛
ハ
し
な奈
う
れ
し
き
事
も毛
う
き起
事
も毛　

夢
の
う
ち
な奈
る
我
と
し志
り
な奈
は者 

俊　
※
書
…
せ

７　

た
の
し
む
も毛
中

く
な奈
け
く
夢
の
よ
を
…
…
…
あ
る
身
と
や
た
の
ま
ん 

永

８　

つ徒
ね年
な奈
…
…
…
た
く
へ
ん
や
ま万
さ佐
く
ら
さ
き起
…
…
…
春
の
よ
の能
夢 

元

９
◆
よ
な奈

く
の
夢
の能
た
ゝ
ち
に尓
か可
け
て
け个
り利　

う
き起
し
つ
む
よ
の
波
の
う
き
ハ
し 

為
廣　
六
四
七
五

 

※
書
…
の
歟
。
※
２
公
…
三
字
な
し

10　

う
き
も毛
そ
の
夢
と
て
更
に尓
な奈
け
か可
す
は盤　

何
を
か可
の
こ
る類
思
ひ
出
に尓
せ
む 

為
孝

11　

ミ
れ
は者
よ
に尓
咲
て
と
く
ち
る
花
の
色
に尓　

い
く
た
ひ飛
お
な奈
し
夢
か可
さ
め
け个
ん 

済
継　
六
四
七
六

十
日　

往
事
渺
茫　

96　

雑
の
11

１　

こ古
し
か可
た多
は盤
行
ゑ衛
も毛
し志
ら
ぬ
雲
水
に尓　

か可
へ
る
や
な奈
に
の
こ
ゝ
ろ
な奈
る
ら
ん 

実　
三
〇
四
五

 

※
雪
…
へ

２
◆
過
行
ハ
さ佐
た多
か可
な奈
ら
ぬ
を
は者
る
秋
の　

名
残
は盤
年
の
つ徒
も毛
る累
に
そ
し
る 

俊　
※
書
…
り

３
◆
い
つ
の
間
に尓
過
し
も毛
し志
ら
ぬ
ふ
る
こ
と
を　

お
も
ひ飛
い
つ
れ
は者
又
は者
て
も
な奈
し 

永

４　
（
恋
し
と
も
な
に
ゝ
）
心
の
あ阿
と
ゝ
め
む　

過
こ
（
し
か
た
）
ハ
思
ひ飛
わ
か可
れ
す 

政

５　

老
か可
身
…
…
…
や
遠
さ
か可
る
い
に尓
し
へ
ハ　

お
も
ひ飛
…
…
…
さ
た多
か可
な奈
ら
め
や 

重

６　

身
に
過
し
月
日
は盤
い
は者
す須
春
秋
と　

年
ハ
い
く
た多
ひ飛
…
…
…
き
ぬ
ら
む無 

季

７　

こ古
し
か可
た多
も毛
か可
く
や
み見
て
ま
し
と
ゝ
ま
ら
ぬ　

ひ
か可
り梨
も
か可
け
も毛
久
方
の
空 

（
御
） 

二
〇
〇
一・一
八
五
一

 

※
書
…
二
字
な
し
。

 

※
２
柏
二
〇
〇
一
…
て
、
の
。

 

一
八
五
一
…
え
、
の

８
◆
い
か可
に尓
し
て
い以
か可
に
過
こ
し
年
月
も毛　

思
ひ
い
つ
へ遍
き支
一
ふ布
し
そ
な奈
き支 

元

９　

…
…
…
い
つ
ち
去
□
る流
う
か可
ふ
身
ハ
む
な奈
…
…
…
雲
の能
は者
て
し
な奈
る
ら
ん 

為
廣　
※
書
…
は

10　

ゆ遊
く
…
…
…
心
も毛
そ楚
れ禮
と
し
ら
な奈
ミ
の
は者
る
け
…
…
…
に丹
や
猶
か可
へ
る
ら
ん 
為
孝

11　

身
に尓
は者
や
く
ミ
て
こ古
し
か可
た多
を
尋
て
も毛　

よ
ハ
雲
風
の
面
影
の
そ
ら 

済
継
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十
三
日　

胸
消
是
非　

99　

雑
の
14

１　

心
と
や
心
の
月
ハ
月
な奈
ら
ん　

く
も毛
り李
あ阿
る累
よ
も裳
く
も
り李
な那
き支
よ
も裳 

為
廣　
六
四
八
〇

２　

一
す
ち
に尓
お
も毛
ひ飛
わ
く
へ
き
こ古
と
は者
り
も毛　

…
…
…
心
の
ま満
こ古
と
ゝ
や
せ世
む 

為
孝

３　
（
こ
と
に
い
て
ゝ
い
は
）
ぬ
も毛
し
お
な奈
し
こ古
と
ハ
り
よ与　
（
身
の
よ
し
あ
し
を
）
わ
く
る
心
は盤 

（
政
為
） 
 

※
古
…
「
し
」
は
な
し

４　

こ古
と
は
り梨
は盤
ひ悲
と
つ
心
の
ね祢
さ
し
か可
な奈　

こ
の
手
か可
し
は者
の能
と
に
も毛
か可
く具
に耳
も毛 

（
御
） 

二
〇
〇
四・一
八
五
五

５　

…
…
…
な奈
に
は者
の
こ古
と
わ
さ佐
も毛
…
…
…
よ
し
あ
し
そ
か可
し 

季
種

６　

…
…
…
い
ひ
し
か可
む
ね年
の
う
ち
に尓
…
…
…
へ
た多
て
け希
る累
程 

俊
量　
※
書
…
ハ

７　

…
…
…
か可
ハ
れ
と
も毛
…
…
…
雲
霧
も毛奈な
し 

永
宣

８
◆
う
き起
事
ハ
こ
の
よ
の能
中
の
な奈
ら
ひ飛
そ
と　

お
も
ひ飛
の
と
め
て
す
く
し
つ
る
か可
な奈 

元
長

９
◆
よ
し
あ
し
と
わ
か可
こ
ゝ
ろ
を
ハ
わ
れ
な奈
ら
て　

た多
れ
か可
ハ
よ
そ所
に尓
こ古
と
は者
り
も
せ世
む 

重
治　
六
四
八
一

10　

は
る流
ゝ
を
も毛
く
も毛
る累
を
も毛
い
は者
し
雲
霧
の　

へ遍
た多
て
ぬ
胸
の
月
に
ま
か可
せ
て 

実
隆　
三
〇
四
八

 

※
書
・
伊
…
峯
。
雪
…
胸

11　

…
…
…
し
ら
ぬ
よ
し
あ
し
も毛
…
…
…
思
ひ
と
か可
す
や 

済
継

十
二
日　

逐
日
述
懐　

98　

雑
の
13

１　

く
れ
か可
た多
き起
夏
の
い
く
日
も毛
あ阿
た多
ら
よ
の　

窓
の
ほ本
た多
る
の
か可
け
も毛
し志
ら
す
て 

（
御
） 

二
〇
〇
三・一
八
二
〇

２
◆
し志
の
（
ふ
へ
き
）
昨
日
は盤
な奈
く
て
け个
ふ
も毛
猶　

あ
る
を
う
ら
ミ
の
老
の
く
る
し
さ 

政

３
◆
こ古
と
の
は者
も毛
か
す
そ
ふ婦
日
々
に尓
あ
ら
ハ
れ
て　

身
の
お
ろ
か可
さ
そ
思
ふ
か可
ひ
な奈
き 

季　
六
四
七
七

 

※
公
…
を

４
◆
い
た
つ徒
ら
に尓
さ
て
も毛
過
ぬ
と
よ
る
は盤
思
ひ飛　

ひ
る
は盤
く
ゐ
て
も
ま
な奈
に尓
と
ハ
な奈
し 

俊

５　

い以
そ
き
つ徒
る留
身
の
い
に尓
し
へ
も毛
あ阿
る
物
を　

…
…
…
老
に尓
か可
な奈
し
き 

永

６　

身
…
…
…
き
の
ふ
の
こ
と
の能
を
こ
た多
り梨
ハ
け希
に尓
…
…
…
さ
そ
お
も
ひ飛
し志
ら
る
ゝ 

元

 

※
書
…
お
。
※
２
書
…
ふ

７　

天
の
戸
の乃
あ
く
る流
日
こ
と
に尓
何
事
を　

な奈
す
と
ハ
な奈
し
の
身
の乃
ミ
ふ
り
つ徒
ゝ 

実
隆　
三
〇
四
七

８
◆
か可
ひ飛
な奈
し
や
お
ろ
か可
な奈
る留
身
の
心
を
ハ　

日
々
に尓
い
く
た多
ひ飛
か可
へ
り梨
ミ
る
と
も毛 

重

９
◆
は者
か可
な奈
く
も毛
昨
日
□
け个
ふ
と
た
の
ミ
を
く　

身
の
あ
ら
ま満
し
も毛
い
つ
ま
て
の
空 
為
孝

10　
（
お
く
と
こ
ひ
）
ね
と
お
も
ふ
ま万
に尓
（
身
の
）
老
の　

坂
の乃
（
み
こ
え
つ
）
あ
ら
ま満
し
の
や
ま万 

為
廣　
六
四
七
八

11
◆
を
（
ろ
か
な
る
）
い
く
年
月
か可
つ
も毛
る累
ら
ん　

あ
す
も毛
あ阿
ら
は者
と
思
ふ
た
の
ミ
に尓 

済　
六
四
七
九
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十
四
日　

社
頭
祝
世　

１
０
０　

雑
の
15

１　

上
下
と
人
に尓
み
た多
れ
ぬ
道
ま
て
も毛　

わ
か可
世
に尓
ま満
も毛
れ
か可
も毛
の
み見
つ
か可
き 

（
御
） 

二
〇
〇
五・一
九
〇
三

２　

宮
柱
い
く
た多
ひ
た
て
ん
君
か可
代
ハ　

う
こ
か可
ぬ
天
の
下
津
い
は者
根
に耳 

実
隆　
三
〇
四
九

 

※
雪
…
ぞ
。
※
２
書
…
に

３　
（
よ
は
ひ
を
も
ち
き
ら
）
さ
ら
め
や
君
か可
代
ハ　
（
い
ま
住
よ
し
の
松
の
）
千
と
せ
に耳 

政
為

４
◆
神
幾
代
し志
め
の
内
外
の
宮
ハ
し
ら　

も毛
と
た多
つ
道
を
君
か可
こ
ゝ
ろ
と登 

為
廣　
六
四
八
二

５
◆
を
の
つ
か可
ら
く
も
り梨
な奈
き支
よ
ハ
天
照
す　

神
も毛
や
す
く
や
君
ま満
も毛
る
ら
し 

俊

 

※
書
…
ら
む
。
伊
…
覧

６
◆
お於
さ
め
し志
る
め
く
み
や
お
も
ふ
世
は盤
な奈
め
て　

君
千
年
ま
せ
と
祈
る
神
か可
き起 

季　
※
書
…
〃
へ

７
◆
祈
る
そ
よ
九
か
さ
ね年
の
う
ち
と
を越
も　

□
□
て
す
ま満
も毛
れ
伊
勢
の
神
か可
き支 

元　
※
書
…
へ
た
歟

８
◆
万
代
を
い
の
る
心
は盤
い
は者
し
み
つ　

き
よ
き
な奈
か可
れ
に尓
ま満
か可
せ
て
を
見
む 

重
治

９
◆
住
よ
し
の
松
を
し志
る
へ
に尓
祈
て
ふ　

□
□
の
こ
と
ふ
き
ハ
こ
と
の
は者
の乃
み
ち 

永
宣　
※
書
…
世
々

10
◆
住
よ
し
の能
神
そ
ま
も
ら
ん
敷
嶋
の　

ミ
ち
も毛
つ
き
せ世
す須
御
代
も毛
か可
ハ
ら
す須 
済
継

11　

ミ
つ
か可
き
の
久
し
き
御
代
の
こ古
と
ふ
き
も毛　

…
…
…
神
そ
し志
る
ら
ん 

為
孝



─ 49 ─

　

室
町
・
戦
国
期
荘
園
制
を
支
え
た
割
符

　
　

─
新
見
荘
や
北
陸
な
ど
中
間
地
域
荘
園
の
事
例
─

辰　

田　

芳　

雄　
　

は
じ
め
に

一　

割
符
の
性
格
と
替
銭

二　

備
中
国
新
見
荘
の
惣
請
と
年
貢
京
進

三　

新
見
荘
か
ら
の
「
上
り
荷
」
の
運
搬
路

四　

北
陸
な
ど
中
間
地
域
荘
園
の
割
符

（
１
）
近
衛
家
領
越
前
国
宇
坂
荘
・
加
賀
国
安
江
保
（「
雑
事
要
録
」・「
雑
々
記
」）

（
２
）
北
野
社
領
加
賀
国
富
墓
荘
（「
北
野
社
家
引
付
」）

（
３
）
上
賀
茂
神
社
領
能
登
国
土
田
荘
（「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」）

（
４
）
東
大
寺
領
周
防
国
衙
領
（「
東
大
寺
文
書
」）

（
５
）
三
条
西
家
領
越
後
青
苧
座
（『
実
隆
公
記
』）

（
６
）
東
寺
領
遠
江
国
原
田
荘
・
東
大
寺
領
遠
江
国
蒲
御
厨
（「
東
寺
百
合
文
書
」・「
東
大
寺
文
書
」）

お
わ
り
に

概　
　
　
　

要

割
符
と
い
う
語
に
は
、「
紙
片
の
割
符
」
と
「
上
り
荷
」
の
両
方
の
意
味
が
あ
る
。
新
見
荘
で
は
「
紙
片
の
割
符
」
は
京
上
夫
が
京
進
し
、
年
貢
銭
で
購
入
さ

れ
た
特
産
品
で
あ
る
「
上
り
荷
」
は
割
符
屋
（
問
丸
・
借
上
な
ど
の
商
人
）
が
運
漕
し
た
。
こ
の
年
貢
京
進
シ
ス
テ
ム
が
室
町
・
戦
国
期
荘
園
制
を
支
え
て
い
た
。

新
見
荘
の
高
瀬
・
中
奥
か
ら
の
「
上
り
荷
」
の
経
路
は
、
成
羽
川
の
上
流
の
小
谷
を
め
ざ
す
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
新
見
荘
三
職
注
進
状
の
分
析
に
よ
り
推

定
し
た
。

割
符
の
し
く
み
の
研
究
は
、
史
料
の
多
い
新
見
荘
で
の
考
察
に
基
づ
き
、
ほ
か
の
海
運
の
発
達
し
た
中
間
地
域
の
荘
園
を
検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
進
展

す
る
は
ず
で
あ
る
。
従
来
は
、
割
符
と
い
う
表
現
は
す
べ
て
「
紙
片
の
手
形
」
で
あ
る
と
誤
解
し
て
い
た
た
め
に
、
史
料
の
意
味
が
十
分
に
は
理
解
で
き
て
い

な
か
っ
た
。
割
符
に
は
「
上
り
荷
」
の
意
味
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
北
陸
な
ど
の
中
間
地
域
に
属
す
る
荘
園
か
ら
の
割
符
に
よ
る
年
貢
京
進
を
検
討
し
た
が
、
大

方
は
新
見
荘
の
割
符
の
し
く
み
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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一　

割
符
の
性
格
と
替
銭

新
見
荘
で
の
割
符
の
初
見
は
、「
東
寺
百
合
文
書
」
ル
函
二
一
一
号
・『
岡
山

県
史
家
わ
け
文
書
』
八
〇
号
（
今
後
、「
百
合
」
ル
二
一
一
・『
岡
』
八
〇
な
ど
と
略

す
）、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
六
月
二
十
五
日
、
新
見
荘
地
頭
方
預
所
沙
弥
明

了
注
進
状
で
あ
る
。
こ
の
文
書
や
他
の
新
見
荘
で
の
割
符
の
史
料
を
分
析
・
検

討
し
た
結
果
、
年
貢
を
東
寺
に
京
進
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
割
符
の
性
格
が

明
ら
か
に
な
っ
た（

５
）。
そ
れ
を
列
挙
す
る
と
、
①
割
符
と
い
う
用
語
に
は
、「
紙

片
の
割
符
」
と
「
上
り
荷
」
の
両
方
の
意
味
が
あ
っ
た
（
在
地
の
荘
官
や
都
の
荘

園
領
主
に
と
っ
て
は
「
紙
片
の
割
符
」、
京
上
を
請
け
負
っ
た
問
丸
等
に
と
っ
て
は
購
入

し
た
特
産
物
の
「
上
り
荷
」）、
②
「
紙
片
の
割
符
」
に
流
通
性
や
貨
幣
的
交
換
価

値
は
な
い
、
③
「
上
り
荷
」
の
存
在
が
「
紙
片
の
割
符
」
に
価
値
を
付
与
す

る
、
④
「
紙
片
の
割
符
」
は
割
符
付
・
裏
付
を
経
て
現
銭
化
さ
れ
年
貢
銭
に
姿

を
変
え
る
、
⑤
専
ら
年
貢
の
送
進
の
際
に
使
用
さ
れ
、「
上
り
荷
」
の
運
送
賃

と
し
て
夫
賃
が
商
人
に
支
払
わ
れ
る
。

新
見
荘
の
代
官
・
三
職
・
百
姓
ら
の
手
紙
に
は
、
割
符
と
同
義
語
と
し
て

「
替
銭
」
の
語
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
応
仁
二
年
最
勝
光
院
方
評
定
引

付
で
「
境
割
符
替
銭
事
」（

６
）と
あ
る
の
は
、「
割
符
を
現
銭
化
す
る
」
と
の
意
味

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
新
見
荘
な
ど
の
年
貢
収
入
を
決
算
し
た
東
寺

の
最
勝
光
院
方
年
貢
散
用
状（

７
）に
は
、
割
符
を
現
銭
化
す
る
際
に
「
カ
イ
銭
取

（
割
符
が
現
銭
化
さ
れ
た
も
の
を
運
ぶ
使
者
）」
の
語
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
、
東

寺
の
僧
の
間
で
は
「
サ
イ
フ
」
と
「
カ
イ
銭
」
は
同
義
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
で
、
新
見
荘
以
外
で
の
替
銭
の
用
例
に
は
、
遠
隔
地
間
の
借
銭
の

室
町
・
戦
国
期
荘
園
制
を
支
え
た
割
符

　

─
新
見
荘
や
北
陸
な
ど
中
間
地
域
荘
園
の
事
例
─

は
じ
め
に

網
野
善
彦
が
一
般
向
け
の
著
書
の
な
か
で
、
中
世
の
銭
貨
の
流
通
に
関
わ

り
、「
銭
の
送
進
に
あ
た
っ
て
、
替
銭
、
割
符
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
の
も
、

さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
十
三
世
紀
後
半
以
降
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
十
四
世
紀
以

降
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
日
常
の
こ
と
に
な
り
、
信
用
貨
幣
と
も
い
う

べ
き
十
貫
文
の
額
面
を
も
つ
割
符
、
手
形
が
、
日
本
国
の
全
体
に
自
在
に
流
通

す
る
ま
で
に
な
っ
て
き
た
」
と
論
じ
た（

１
）。
割
符
が
広
汎
に
流
通
す
る
信
用
貨
幣

の
如
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
桜
井
英
治
の
主
張
に
影
響
を
受
け
た
も
の

で
あ
ろ
う（

２
）。
し
か
し
、
割
符
は
近
世
以
降
の
信
用
通
貨
と
同
様
に
流
通
性
の
あ

る
も
の
で
は
な
い
。
桜
井
の
主
張
す
る
「
割
符
＝
高
額
紙
幣
」
論
を
支
え
る
論

拠
は
薄
弱
で
、
私
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い（

３
）。

割
符
は
中
世
社
会
に
お
い
て
年
貢
の
送
進
に
必
要
不
可
欠
の
し
く
み
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
し
く
み
は
商
人
が
交
易
圏
を
拡
大
し
利
益
を
得
る
手
段
と

な
っ
た
。
東
寺
文
書
に
は
、
備
中
国
新
見
荘
の
年
貢
送
進
の
際
の
「
紙
片
の
割

符
」
の
写
し
が
六
枚
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
「
紙
片
の
割
符
」
の
写
し

は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
割
符
が
年
貢
送
進
に
利
用
さ
れ
た
事
例
が
多
く
検

出
さ
れ
て
い
る（

４
）。
こ
こ
で
は
、
新
見
荘
の
割
符
の
考
察
の
結
果
を
も
と
に
、
北

陸
か
ら
畿
内
に
送
ら
れ
た
割
符
な
ど
の
事
例
を
検
討
し
て
、
自
説
を
補
強
し

た
い
。
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ら
年
貢
の
代
銭
納
が
行
わ
れ
て
い
る
。
高
瀬
の
鉄
生
産
は
、
畿
内
の
商
人
を
引

き
つ
け
、
輸
入
さ
れ
た
宋
銭
が
在
地
に
蓄
積
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
高
瀬

地
区
の
人
々
の
主
導
に
よ
り
割
符
に
よ
る
年
貢
の
京
進
が
す
す
め
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る

）
（（
（

。

念
の
た
め
に
、
年
貢
京
進
と
京
上
夫
と
の
関
係
を

考
察
し
て
お
く

）
（（
（

。
表
１
で
は
、
現
銭
に
よ
る
年
貢
京

進
は
六
回
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
京
上
夫
に
よ

る
。
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
に
は
、
新
見
荘
の
京

上
夫
は
、
年
に
六
度
徴
発
さ
れ
、
も
し
怠
る
と
一
度

に
つ
き
一
貫
五
〇
〇
文
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
契

約
と
な
っ
た

）
（（
（

。
京
上
夫
の
選
抜
方
法
は
不
明
で
あ
る

が
、
お
そ
ら
く
名
単
位
に
一
定
の
順
番
で
決
定
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
京
上
は
一
度
に
付
き
夫
一
人

で
、
馬
な
ど
の
輸
送
手
段
は
用
い
ず
、
徒
で
赴
く
の

で
、
ほ
ぼ
一
〇
日
間
を
要
す
る
（
表
２
）。
寛
正
三

年
（
一
四
六
二
）
六
月
二
十
日
に
新
見
を
出
立
し
東

寺
に
二
十
九
日
に
到
着
し
た
京
上
夫
の
例
を
見
て
み

よ
う

）
（（
（

。
昨
日
廿
九
日
、
新
見
庄
人
夫
一
人
、
上
洛
参
候
事
、

年
貢
銭
彼
是
現
銭
拾
弐
貫
文
到
来
之
内
、
弐
貫
文
去

年
違
割
符
分
、
四
貫
文
去
年
々
貢
銭
、
六
貫
文
当
年

夏
麦
代
銭
、
且
納
之
分
云
々
、（
中
略
）
此
外
人
賃

壱
貫
文
之
由
、
注
進
之
、
次
紙
一
束
納
之
、

預
状
を
指
す
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
割
符
は
徳
政
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
が
、

利
息
付
き
替
銭
は
徳
政
の
対
象
と
な
っ
た（
８
）。
従
っ
て
、
仮
に
債
権
的
価
値
を
付

帯
し
て
流
通
す
る
手
形
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
割
符
で
は
な
く
替
銭
の
方
で

あ
る
。二　

備
中
国
新
見
荘
の
惣
請
と
年
貢
京
進

新
見
荘
で
は
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
に
惣
請
と
な
っ
た
。
請
負
っ
た
内

容
は
、
現
米
七
七
石
・
現
銭
一
四
〇
貫
文
や
大
豆
・
夏
麦
・
漆
・
紙
・
栗
な
ど

で
、
一
石
＝
一
貫
文
と
す
れ
ば
、
銭
高
で
は

約
二
一
七
貫
文
以
上
で
あ
る（

９
）。
前
代
官
の
京

兆
家
被
官
安
富
智
安
の
代
官
請
一
五
〇
貫
文

に
比
べ
れ
ば
、
相
当
な
高
額
で
あ
る
。
し
か

し
、
実
際
の
納
入
額
は
、
表
１
に
よ
れ
ば
一

年
間
で
は
最
高
一
三
〇
貫
文
で
あ
る
。
年
貢

納
入
額
の
合
計
七
五
七
貫
五
〇
〇
文
の
う

ち
、
割
符
で
納
入
さ
れ
た
額
は
七
二
七
貫
五

〇
〇
文
で
、
年
貢
京
進
の
九
六
％
が
割
符
に

よ
り
納
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新
見
荘

の
惣
請
は
割
符
の
存
在
な
し
に
は
実
現
で
き

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
見
荘
の
高
瀬

地
区
は
、
鉄
に
よ
る
年
貢
の
納
入
が
見
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
域
に
比
べ
早
く
か

表１　新見荘の年貢納入額と割符納入率
年 納入額 割符分 現銭による納入額 割符納入率

寛正２ 110 110 100
寛正３ 102 80 2＋8＋12＋5＝22 78.4
寛正４ 95 90 5 94.7
寛正５ 80.5 77.5 3 96.2
寛正６ 130 130 100
文正元 80 80 100
応仁元 80 80 100
応仁２ 60 60 100
文明11 20 20 100
注：納入額などの単位は，貫。割符納入率は％

表２　最勝光院方評定引付に見える京上夫による現銭運送
記載日 運送額 運送期間 関係史料

寛正3年 3月 3日条  2貫文・紙2束 2月23日→　3月 2日（10日間） 「百合」サ99・100・『岡』358・359
寛正3年 4月27日条  8貫文・紙1束 4月18日→　4月27日（10日間） 「百合」ゆ60・『岡』1135
寛正3年 7月 1日条 12貫文・紙1束 6月20日→　6月29日（10日間） 「百合」サ103・『岡』362
寛正3年 9月 5日条  5貫文 8月26日→　9月 5日（10日間） 『教』1695
寛正4年閏6月1日条  5貫文 6月22日→閏6月 1日（10日間） 「百合」ツ225・『岡』138
寛正5年12月29日条  3貫文 12月19日→12月28日（10日間） 「百合」サ368・『岡』590
寛正3年引付：「百合」け13・『岡』823、寛正4年：「百合」け14・『岡』824、寛正5年：「百合」け16・『岡』825
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ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
③
割
符
屋
は
、「
紙
片
の
割
符
」
と
交
換
さ
れ
た
銭
で
購

入
さ
れ
た
特
産
品
（「
上
り
荷
」）
の
運
送
費
用
（
夫
賃
）
一
〇
〜
一
三
％
を
得
る

だ
け
で
な
く
、「
上
り
荷
」
を
畿
内
で
高
値
で
売
る
こ
と
で
利
益
を
獲
得
し

た
。
割
符
の
し
く
み
は
、
在
地
・
荘
園
領
主
・
商
業
資
本
の
三
者
そ
れ
ぞ
れ
を

利
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

三　

新
見
荘
か
ら
の
「
上
り
荷
」
の
運
搬
路

備
中
国
新
見
荘
の
京
上
夫
の
京
都
ま
で
の
経
路
は
す
べ
て
陸
路
で
あ
る
。
新

見
か
ら
南
下
し
て
備
中
松
山
（
高
梁
）
へ
、
そ
し
て
東
向
に
し
て
備
前
金
川
か

ら
旭
川
を
渡
り
、
関
所）

（（
（

の
あ
る
三
石
を
経
由
し
播
磨
へ
入
り
、
山
陽
道
を
道
成

に
京
都
ま
で
進
ん
だ
。
こ
れ
が
京
上
夫
の
携
え
た
「
紙
片
の
割
符
」
の
道
程
で

あ
る
。
一
方
、
新
見
荘
で
年
貢
銭
を
「
紙
片
の
割
符
」
を
替
え
た
商
人
が
、
そ

の
銭
で
購
入
し
た
鉄
な
ど
の
商
品
（
＝
「
上
り
荷
」）
を
京
都
ま
で
ど
の
よ
う
な

経
路
で
運
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
漠
然
と
新
見
か
ら
高
梁
川
を
下
る
船
運
に

依
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
、「
上
り
荷
」

の
運
送
経
路
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

新
見
荘
に
隣
接
し
て
神
代
郷
が
あ
る
。
神
代
郷
は
伊
勢
神
宮
領
荘
園
（
御

厨
）
で
京
都
経
由
の
人
夫
が
伊
勢
に
頻
繁
に
送
ら
れ
て
い
た
）
（（
（

。
そ
の
た
め
、
新

見
荘
か
ら
の
京
都
へ
の
注
進
状
な
ど
は
、
神
代
夫
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
も
た
び

た
び
あ
っ
た
。
新
見
荘
で
年
貢
銭
を
割
符
に
し
た
商
人
が
、「
上
り
荷
」
を
運

ぶ
経
路
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
史
料
上
で
は
困
難
で
あ
る
が
、
以
下
に
示
す

①
〜
③
の
史
料
を
分
析
す
る
こ
と
で
推
定
し
た
い
。

一
二
貫
文
を
京
進
納
入
し
た
と
す
る
も
の
の
、
実
際
に
運
搬
し
た
の
は
現
銭

一
一
貫
文
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

）
（（
（

。
一
貫
文
が
三
・
七
五
㎏
と
す
る
と
四
一
・

二
五
㎏
で
あ
る
。
こ
の
重
さ
は
、
京
上
夫
の
運
搬
と
し
て
は
異
例
で
あ
っ
た
た

め
に
、「
人
賃
壱
貫
文
」
を
要
求
し
、
特
例
と
し
て
貫
別
九
〇
文
と
し
て
「
夫

賃
」
九
九
〇
文
が
認
め
ら
れ
た

）
（（
（

。
こ
の
四
一
・
二
五
㎏
が
京
上
夫
一
人
が
運
搬

で
き
る
最
大
量
で
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
。
当
時
は
京
上
夫
の
員
数
が
問
題
と

な
る）

（（
（

な
ど
、
京
上
夫
に
よ
る
現
物
年
貢
の
京
進
が
困
難
に
な
る
な
か
、
割
符
に

よ
る
年
貢
送
進
が
荘
園
制
維
持
に
不
可
欠
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
寛

正
三
年
に
は
四
度
も
現
銭
に
よ
り
年
貢
が
京
進
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
割
符

商
人
が
新
見
荘
に
来
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る

）
（（
（

。
他
の
年
の
場
合
も
同
様
で）

（（
（

、
新

見
荘
は
年
貢
送
進
を
割
符
の
し
く
み
に
依
存
し
て
い
た
。

京
上
夫
に
「
人
賃
」（
＝
「
夫
賃
」）
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
前
述
の
寛
正
三

年
の
一
度
だ
け
で
あ
る
。
新
見
荘
で
一
般
に
夫
賃
と
い
え
ば
、
一
般
に
商
人
が

「
上
り
荷
」
の
割
符
を
運
ぶ
運
送
料
で
あ
る
。
新
見
荘
で
は
そ
の
夫
賃
は
地
下

の
負
担
と
し
て
除
分
と
な
っ
た
。
地
下
が
商
人
に
支
払
い
、
年
貢
の
除
分
と
し

て
年
貢
算
用
が
行
わ
れ
る
。
夫
賃
は
一
〇
％
か
ら
一
三
％
で
あ
る
が
、
農
民
側

の
損
に
は
な
ら
な
い

）
（（
（

。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
①
新
見
荘
で
は
惣
請
の
契
約
額
で
あ
る

現
米
と
現
銭
あ
わ
せ
て
約
二
一
七
貫
文
を
送
進
す
る
こ
と
は
な
く
、
最
大
が
寛

正
六
年
（
一
四
六
五
）
の
一
三
〇
貫
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
割
符
に

よ
っ
て
京
進
さ
れ
た
。
②
従
っ
て
、
惣
請
の
実
現
は
割
符
屋
の
存
在
が
必
要
で

あ
っ
た
。
中
世
後
期
に
お
い
て
荘
園
制
の
存
続
を
支
え
て
い
た
の
は
、
商
業
資

本
（
割
符
屋
＝
問
丸
・
借
上
）
で
あ
り
、
加
え
て
畿
内
港
湾
へ
の
船
運
ネ
ッ
ト
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①
（
寛
正
六
年
）
十
月
二
十
二
日　

三
職
注
進
状　
「
百
合
」
ゆ
六
八
・『
岡
』

一
一
四
一
（
図
１
））

（（
（

な
を

く
太
郎
衛
門
方
、
委
細
ち（

注

進

）

う
し
ん
申
さ
る
へ
く
候
、
今
日
廿
二
日

む（
午
）ま
時
ニ
、
神
代
の
夫
ハ
立
候
、
今
日
ひ（

未

申

）

つ
し
さ
る
の
時
分
に
な
り
候

て
、
中
お（
奥
）く
よ
り
、
此
よ（
由
）し
申
候
間
、
こ
ゝ
も
と
の
子
細
、
申
上
候
ハ
て

ハ
と
、
存
候
て
、
一
筆
申
上
候
、
こ
れ
も
五
り（
里
）は
か
り
、
人
を
お（
追
）わ
せ
候

て
、
神
代
の
夫
ニ
事
付
申
候
、
御
心
へ（
得
）あ
る
へ
く
候
、
宮
田
方
ハ
さ
り
か

た
き
用
所
候
て
、
よ（
余
所
）そへ
ゆ
か
れ
候
間
、
我
ら
両
人
よ
り
申
上
候
、

畏
申
上
候
、

抑
、
当
庄
損
免
之
事
、
わ（
詫
）ひ
事
申
上
候
へ
共
、
無
御
扶
持
候
と
て
、
御
百
性

等
、
か
た
く
わ
ひ
事
仕
候
、
京
都
へ
注
進
を
申
候
て
こ
そ
、
め（
免
）ん
す
へ
く

候
ニ
、
か
や
う
に
申
候
事
、
く（
曲
）せ
事
之
よ
し
申
て
候
へ
ハ
、
御
ち
う
し
ん
候

て
、
田
お
ハ
半
分
・
三
分
二
も
御
ふ（
扶
持
）ち候
へ
、
又
畠
ハ
か（

皆

損

亡

）

い
そ
ん
ま
う
の
よ

し
申
候
、
い（

如

何

成

敗

）

か
ゝ
せ
い
は
い
可
仕
哉
、
委
細
、
助
八
方
ニ
仰
下
さ
れ
候
へ
く

候
、
御
年
貢
漆
等
に
つ
く
り
候
へ
共
、
中
お
く
よ
り
、
夫
不
出
候
間
、
上
せ

申
さ
す
候
、
か
や
う
に
ハ
申
候
へ
共
、
又
百
性
中
へ
申
候
て
、
夫
お
も
立
申

さ
す
へ
く
候
、
先
ゐ（
田
舎
）中之
時
宜
、
注
進
申
候
、
委
細
之
事
ハ
、
太
郎
衛
門
方

よ
り
、
念
比
ニ
申
上
ら
る
へ
く
候
、
此
間
ね
ん
こ
ろ
ニ
、
夫
本
へ
申
付
候
、

上
せ
申
へ
き
よ
し
申
候
間
、
夫
の
に
（
荷
）共
、
作
候
て
、
今
日
廿
二
日
ニ
ま（
待
）ち
候

処
に
、
今
日
は（

晩

景

）

ん
け
い
ニ
な
り
候
て
、
夫
立
申
ま
し
き
由
申
候
間
、
与
日
な

く
候
間
、
中
お
く
ゑ
も
申
ニ
不
及
候
、
ゐ
中
之
趣
ハ
、
そ
ん
ま
う
は
か
り
の

わ
ひ
事
に
て
候
、
吉
用
ニ
御
申
候
て
、
地
下
お
も
御
ふ
ち
あ
る
へ
く
候
、
御

心
へ
の
為
ニ
、
き（
急
度
）

つ
と
神
代
の
夫
ニ
一
筆
注
進
申
候
、
夫
を
立
申
さ
す
候
て

図１　「百合」ゆ68、（寛正６年）10月22日、新見荘三職注進状
（京都府立京都学・歴彩館　東寺百合文書WEBより）
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①
は
田
畠
の
損
亡
に
よ
る
年
貢
の
減
免
を
訴
え
る
三
職
注
進
状
、
②
は
中
奥

百
姓
が
代
官
祐
成
の
中
間
太
郎
衛
門
を
頼
っ
て
作
成
し
た
申
状
で
、
②
が
先
行

し
て
①
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
②
は
①
と
と
も
に
神
代
の
夫
に
託
さ
れ
、

③
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
東
寺
へ
届
け
ら
れ
た
。

金
子
衡
氏
と
福
本
盛
吉
の
二
人
で
作
成
し
た
三
職
注
進
状
は
、
神
代
夫
が
出

立
し
た
十
月
二
十
二
日
に
記
さ
れ
た
。
評
定
引
付
に
よ
れ
ば
そ
の
神
代
夫

（「
高
代
人
夫
」）
は
十
一
月
二
日
に
京
着
し
た
。
従
っ
て
、
十
一
日
間
を
要
し
た

こ
と
に
な
る
。

こ
の
三
職
注
進
状
に
は
、
神
代
夫
の
京
都
出
立
情
報
を
如
何
に
し
て
得
た
か

が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
神
代
夫
が
午
時
（
十
二
時
頃
）
に
出
立
し
た
こ
と

を
、
未
申
（
午
後
三
時
頃
）
に
中
奥
か
ら
の
情
報
で
知
っ
た
。
そ
し
て
「
五
り
（
里
）

は
か
り
人
を
お
わ
せ
候
て
神
代
の
夫
ニ
事
付
申
候
」）

（（
（

と
あ
る
の
で
、
神
代
夫
の

経
路
は
、
正し
ょ
う
で
ん田
の
渡
し
を
経
て
新
見
往
来
か
ら
金か
な
が
わ川
往
来
を
行
く
道
筋
で
は

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
神
代
夫
が
高
梁
川
の
渡
し
（
正
田
の
渡
し
）
を
利
用

し
た
な
ら
ば
、
三
職
た
ち
の
居
所
近
く
を
通
過
す
る
の
で
、
そ
の
情
報
は
三
職

に
届
く
は
ず
で
あ
る
。
神
代
夫
は
新
見
荘
内
を
通
過
す
る
西
向
き
に
進
ん
だ
の

で
は
な
く
、
南
向
き
に
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
神こ
う
じ
ろ代
→
八は
っ
と
り鳥
→
高た
か
や
ま山
の
西

→
西
山
→
小こ
だ
に谷
の
船
着
場）

（（
（

→
成
羽
川
の
可
能
性
が
大
で
あ
る
（
図
２
・
ａ
）。
こ

の
八
鳥
か
ら
小
谷
の
陸
上
ル
ー
ト
は
八
㎞
強
で
成
羽
川
ま
で
の
距
離
が
最
も
短

い
。
お
そ
ら
く
、
神
代
夫
の
最
初
の
宿
泊
は
、
西
山
か
小
谷
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
成
羽
川
を
船
で
下
り
、
落
合
を
経
て
高
梁
川
の
本
流
に
で
た
。
こ
の
後
、

神
代
夫
は
再
び
陸
路
で
金
川
往
来
を
歩
い
た
の
か
、
そ
の
ま
ま
船
で
瀬
戸
内
海

ま
で
行
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
多
く
の
荷
物
を
伴
っ
て
い
た
な
ら
ば
後
者

こ
そ
、
京
都
の
御
耳
へ
も
入
申
候
て
、
御
免
お
も
給
候
へ
く
候
と
て
、
か
や

う
ニ
申
候
、
更
々
我
ら
無
等
閑
於
不
存
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　

十
月
廿
二
日 

衡
氏
（
花
押
）

 

盛
吉
（
花
押
）

　

進
上
山
吹
中
殿 

宮
田
は
ん
者

よ
そ
へ

さ
り
か
た
き
ひ
ま
入
候
て
、
他
行
候
、

②
（
寛
正
六
年
）
九
月
三
日　

中
奥
百
姓
申
状　
「
百
合
」
え
一
二
一
・『
岡
』

九
六
五）

（（
（

な
を

く
申
上
候
、
こ
の
太
郎
ゑ（
衛
門
）

も
ん
ニ
御
ふ（
扶
持
）ち
候
ハ
ヽ
、
御
き（

切

紙

）

り
か
ミ
御

く（
下
）た
し
候
ハ
ヽ
、
畏
入
候
へ
く
候
、

畏
入
候
、
仍
先
日
申
上
候
つ
る
む（

麦

年

貢

）

き
ね
ん
く
の
事
、
御
そ（
損
）ん
し
ま
へ
□
□
く

候
、
よ
き
や
う
に
御
申
候
て
、
御
ふ
ち
候
ハ
ヽ
、
ミ
な

く
畏
入
候
へ
く

候
、
も
し
又
よ（
余
人
）

し
ん
の
御
代
く（

官

）

わ
ん
御
く（
下
）た
り
候
ハ
ヽ
、
こ
の
分
を
よ
き
や

う
ニ
御
申
候
て
、
御
く
た
り
候
へ
く
候
、
御
心
得
の
た
め
ニ
申
上
候
、
く
わ

し
く
ハ
此
太
郎
ゑ
も
ん
ニ
御
た
つ
ね
候
へ
く
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

九
月
三
日

　

上
し（
使
）の
御
か
た
へ

　
　
　
　
　
　

 

ま
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
奥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

御
百
姓
中
よ
り

③
寛
正
六
年
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
（「
百
合
」
け
一
八
・『
岡
』
八
二
六
）
十

一
月
四
日
条

一
、
新
見
庄
損
亡
事
、
重
而
三
職
致
注
進
、
々
々
状
二
日
到
来
、
高
代
人
夫

言
付
上
了
、
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〈中奥〉

西 

川

681m
たかやま
高 山
681m
たかやま
高 山

こだに
小谷 宇治

=穴田

のち
野馳

図２　ａ．高瀬・足立 → 神代 → 八
はっとり

鳥 → 高
たかやま

山の西側 → 西山 → 小
こ

谷
だに

 → 成羽川（現在の県道313号線）
ｂ．西方 → 吹屋の西側 → 坂本 → 惣田 → 成羽川（現在の県道33号線）
ｃ．西方 → 吹屋 → 宇治（＝穴田） → 成羽川� 晴れの国おかやま旅マップ（岡山県発行）を加工
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図３　明治31年測図・同34年製版　新見（部分）　大日本帝国陸地測量部
八
はっとり

鳥 → 高
たかやま

山の西側 → 西山 → 小
こ

谷
だに

 → 成羽川
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年
貢
銭
の
送
進
は
割
符
の
し
く
み
が
使
わ
れ
た）

（（
（

。

Ⅰ
「
雑
事
要
録
」
一
三
冊
・
延
徳
二
年
・
越
前
国
宇
坂
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
千
四
百
疋
也

十
二
月
廿
九
日　

綿
廿
九
屯
百
目　

割
符
二
ケ
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
内
正
月
十
二
日
千
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
内
同
十
八
日
四
百
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
内
同
廿
五
日
千
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
二
千
四
百
疋
也

延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
十
二
月
二
十
九
日
に
真
綿
二
十
九
屯
百
目
と
「
紙

片
の
割
符
」
二
ケ
半
（「
半
」
は
五
貫
文
で
は
な
く
四
貫
文
分
で
計
二
四
貫
文
分
）
が

京
着
し
た
。
そ
し
て
、
①
「
紙
片
の
割
符
」
は
三
枚
で
、
千
疋
分
は
正
月
十
二

日
、
四
百
疋
分
は
正
月
十
八
日
、
千
疋
分
は
正
月
二
十
五
日
と
、
そ
れ
ぞ
れ
割

符
付
を
す
る
日
が
指
定
さ
れ
て
い
た
。
あ
る
い
は
、
②
「
紙
片
の
割
符
」
が
京

着
し
た
十
二
月
二
十
九
日
に
割
符
屋
に
割
符
付
を
す
る
と
、
上
記
の
そ
れ
ぞ
れ

の
日
を
裏
付
し
て
く
れ
た
。
①
の
場
合
は
、
割
符
付
を
す
る
日
に
裏
付
が
さ
れ

る
の
で
、
現
銭
化
は
割
符
付
を
す
る
日
以
後
で
あ
る
。
②
の
場
合
は
、
そ
の
日

に
現
銭
化
に
成
功
し
た
。
①
に
せ
よ
②
に
せ
よ
、
十
二
月
二
十
九
日
に
京
着
し

た
「
紙
片
の
割
符
」
は
そ
の
ま
ま
流
通
す
る
こ
と
は
な
く
、
正
月
十
二
日
以
後

に
現
銭
化
さ
れ
た
。
な
お
、
Ⅲ
の
事
例
で
も
、「
半
」
は
五
貫
文
で
は
な
く
、

四
貫
文
で
あ
る
。

Ⅱ
「
雑
事
要
録
」
二
二
冊
・
明
応
八
年
・
越
前
国
宇
坂
荘

二九年
分月
九
日　

綿
三
十
九
屯　

割
符
四
ケ
有
未
進

十
五
日
上
京
頭
中
屋
五
百
疋　

残
五
百
疋　

六
月
廿
日
可
上
申
云
々

で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
神
代
か
ら
の
「
上
り
荷
」
は
勿
論
、
新
見
荘
の
中

奥
・
高
瀬
か
ら
の
「
上
り
荷
」
も
こ
の
ル
ー
ト
で
運
送
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い

（
図
２
・
図
３

）
（（
（

）。

成
羽
川
は
早
く
か
ら
物
資
の
運
搬
に
利
用
さ
れ
て
い
て
、
現
在
の
広
島
県
東

条
付
近
か
ら
の
鉄
な
ど
が
水
運
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
い
た
。
徳
治
二
年
（
一
三

〇
九
）
に
南
都
西
大
寺
の
僧
の
協
力
を
背
景
に
石
大
工
伊
氏
に
よ
り
成
羽
川
の

水
路
が
開
削
さ
れ）

（（
（

、
神
代
→
八
鳥
→
西
山
→
小
谷
の
ル
ー
ト
が
開
発
さ
れ
た
）
（（
（

。

神
代
郷
や
新
見
荘
の
物
流
は
高
梁
川
の
西
側
の
高
原
を
南
下
し
て
、
成
羽
川
の

船
着
き
場
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
新
見
荘
中
瀬
・
高
瀬
か
ら
の
鉄
な
ど
の
物
流

ル
ー
ト
は
、
西
川
→
神
代
川
→
神
代
→
八
鳥
→
高
山
の
西
→
西
山
→
小
谷
の
船

着
場
→
成
羽
川
→
落
合
→
高
梁
川
→
西
阿
知
→
瀬
戸
内
が
想
定
さ
れ
る

）
（（
（

。

四　

北
陸
な
ど
中
間
地
域
荘
園
の
割
符

新
見
荘
の
京
上
夫
一
人
が
徒
で
運
搬
で
き
る
の
は
、
精
々
一
一
貫
文
程
度
の

銭
束
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
年
貢
銭
を
運
搬
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
新
見

荘
で
は
、
運
送
業
者
を
兼
ね
る
割
符
屋
商
人
が
年
貢
銭
を
商
品
（『
上
り
荷
』）

に
替
え
て
京
進
し
た
。
他
の
荘
園
の
年
貢
送
進
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
年
貢
送

進
に
利
用
さ
れ
た
割
符
を
北
陸
な
ど
の
荘
園
で
考
察
し
て
み
よ
う
。

（
１
）
近
衛
家
領
越
前
国
宇
坂
荘
・
加
賀
国
安
江
保
（「
雑
事
要
録
」・「
雑
々
記
」）

越
前
国
宇
坂
荘
（
現
在
の
福
井
市
美
山
町
付
近
）
へ
は
、
近
衛
家
か
ら
直
務
定

使
が
定
期
的
に
派
遣
さ
れ
て
、
真
綿
と
年
貢
銭
が
商
人
に
よ
り
京
進
さ
れ
た
。



─ 58 ─

四
月
六
日　

同
三
百
疋

　
　

八
日　

同
二
百
疋

八
月
廿
八
日　

百
疋

九
月
九
日　

百
疋

明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
二
月
二
十
三
日
に
「
紙
片
の
割
符
」
二
ケ
半
（
二
四

貫
文
分
）
が
到
来
し
た
。「
三
月
十
四
日
、
サ
イ
フ
ノ
内
四
百
疋
到
来
」
は
、

「
紙
片
の
割
符
」
二
ケ
半
の
内
四
貫
文
の
銭
が
到
着
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ

う
か
ら
、「
上
り
荷
」
の
到
着
に
よ
り
二
四
貫
文
が
分
割
的
に
現
銭
化
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
十
五
日
に
五
百
疋
、
二
十
一
日
に
五
百
疋
、
二
十
四
日

に
三
百
疋
、
二
十
六
日
に
二
百
疋
、
四
月
六
日
に
三
百
疋
、
八
日
に
二
百
疋
が

そ
れ
ぞ
れ
現
銭
化
さ
れ
た
。
例
Ⅰ
と
同
様
に
「
半
」
は
四
貫
文
分
で
あ
る
。

（
２ 

）
北
野
社
領
加
賀
国
富と
み
つ
か墓
荘
（「
北
野
社
家
引
付
」『
加
能
史
料　

戦
国
Ⅳ
』
二

〇
〇
四
年
）

北
野
天
満
宮
領
富
墓
荘
は
加
賀
国
江
沼
郡
、
現
在
の
加
賀
市
富
塚
町
・
柴
山

潟
西
辺
に
位
置
す
る
。

延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
五
月
二
日
条

一
、
柴
山
割
符
貳
荷
、
同
現
物
四
貫
文
三
百
文
到
来
、
但
割
符
一
者
坂
本
ニ

在
之
由
申
間
、
可
社
納
由
申
而
返
之
、

加
賀
国
富
墓
荘
の
代
官
柴
山
九
郎
左
衛
門
尉
か
ら
「
紙
片
の
割
符
」
二
荷
と

現
物
四
貫
三
百
文
が
到
来
し
た
。
但
し
、「
上
り
荷
の
割
符
」
一
荷
は
坂
本
に

あ
る
と
い
う
の
で
、「
紙
片
の
割
符
」
を
現
銭
化
し
て
社
納
す
る
よ
う
に
と

い
っ
て
、
使
者
を
坂
本
へ
返
し
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
「
割
符

十
八
日
同
袋
屋
千
疋

廿
日
同
布
袋
屋
千
疋

三
月
卅
日
三
条
小
袖
屋
千
疋

明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
二
月
九
日
に
真
綿
三
十
九
屯
と
と
も
に
「
紙
片
の

割
符
」
四
ケ
が
京
着
し
た
。「
有
未
進
」
の
部
分
が
重
要
で
あ
る
。「
紙
片
の
割

符
」
四
ケ
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
四
店
舗
の
割
符
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
割
符
付
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
上
京
に
あ
る
割
符
屋
・
頭
中
屋
に
割
符
付
さ
れ
た

一
ケ
の
う
ち
五
百
疋
分
は
二
月
十
五
日
に
現
銭
化
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
裏
付

が
な
さ
れ
た
が
、
残
り
の
五
百
疋
分
は
「
上
り
荷
」
の
未
進
（
未
着
）
に
よ
り

六
月
二
十
日
に
再
度
割
符
付
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
京
袋
屋
の
「
紙
片
の

割
符
」
一
ケ
は
二
月
十
八
日
、
同
じ
く
上
京
の
布
袋
屋
の
そ
れ
は
は
二
月
二
十

日
、
三
条
の
小
袖
屋
の
そ
れ
は
三
月
三
十
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
現
銭
化
す
る
約
束

の
裏
付
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
現
銭
化
し
た
。
こ
れ
ら
の
割
符
は
、

け
っ
し
て
流
通
型
割
符
と
は
い
え
な
い

）
（（
（

。
な
お
、
割
符
の
助
数
詞
は
す
べ
て

「
ケ
（
か
・
荷
）」
で
あ
る
。

安
江
保
は
加
賀
国
石
川
郡
、
現
在
の
金
沢
市
北
西
部
に
位
置
す
る
。

Ⅲ
「
雑
々
記
」「
五
」・
明
応
三
年
と
四
年
・
加
賀
国
安
江
保

四
年
二
月
廿
三
日　

割
符
二
ケ
半
到
来

三
月
十
四
日　

サ
イ
フ
ノ
内
四
百
疋
到
来

　
　

十
五
日　

サ
イ
フ
ノ
内
五
百
疋
到
来

　
　

廿
一
日　

同
五
百
疋

　
　

廿
四
日　

同
三
百
疋

　
　

廿
六
日　

同
二
百
疋
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長
享
二
年
分
（
一
四
八
八
）
土
田
荘
公
用
銭
算
用
状

　

拾
貫
文
同
廿
日
さ
い
ふ
内
、

五
百
四
十
文 

同
一
日
一
社
へ
御
樽
代
、
此
内
四
十
文
当
月
利
八
文
子
、

卅
文 

 

同
日
新
左
衛
門
方
海
津
へ
下
時
出
立
酒
直
、

貳
百
五
十
一
文 

同
三
日
十
五
人
御
寄
合
夕
飯
不
足
分
、

三
貫
貳
百
四
十
文 

当
月
二
日
日
供
料
借
銭
仁
返
弁
、
此
内
貳
百
四

十
文
同
月
利
分
八
文
子
、

五
百
五
十
一
文 

同
六
日
十
五
人
御
寄
合
夕
飯
新
左
衛
門
方
マ
テ
、

廿
八
文 

 

同
七
日
新
左
衛
門
方
さ
い
ふ
付
仁
行
時
酒
直
、

貳
百
文 

 

同
八
日
浄
願
被
召
時
一
献
十
五
人
数
マ
テ
、

四
十
文 

 

同
十
一
日
豊
田
方
使
給
酒
直
、

廿
五
文 

同
日
両
雑
掌
御
出
京
酒
直
、

五
十
文 

 

同
日
新
左
衛
門
方
さ
い
ふ
ノ
う
ら
付
ノ
出
立
、

十
四
文 

 

同
日
豊
田
方
へ
正
税
ノ
た
ハ
ら
ノ
代
、

卅
文 

 

同
十
四
日
新
左
衛
門
方
坂
本
へ
下
時
酒
直
、

百
七
十
文 

同
十
五
日
大
黒
屋
使
給
酒
直
御
出
方
マ
テ
、

百
四
十
文 

同
十
六
日
新
左
衛
門
方
さ
い
ふ
銭
取
仁
行
時
朝
飯
、
但
十

五
人
御
中
ノ
定
、

五
十
代
五
百
五
十
五
文 

文
明
十
八
年
小
野
郷
司
得
分
不
足
ノ
入
立
、

三
百
文 

 

同
廿
日
新
大
夫
茶
代
、
同
茶
椀
代
ま
て
、

四
百
文 

 

同
日
職
中
同
物
書
給
訪
分
、

三
百
八
十
文 

同
十
七
日
十
五
人
御
寄
合
御
一
献
、

一
、
十
月
廿
四
日
香
川
方
へ
樽
参
時
肴
代
借
書
九
百
九
十
二
文
、
此
内
百
廿

貳
荷
」
は
「
紙
片
の
割
符
」
で
あ
る
が
、「
上
り
荷
」
が
意
識
さ
れ
て
数
詞
は

「
荷
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
「
割
符
一
」
は
坂
本
津
に
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
「
上
り
荷
」
を
指
し
て
い
て
、
京
都
に
到
着
し
た
「
紙
片
の
割

符
」
を
坂
本
へ
持
参
し
て
「
上
り
荷
」
と
照
合
し
て
現
銭
化
し
て
社
納
せ
よ
と

命
じ
て
い
る
。
一
文
の
中
に
、
割
符
が
「
紙
片
の
割
符
」
と
「
上
り
荷
」
と
の

両
方
が
登
場
す
る
好
例
で
あ
る
。

延
徳
四
年
五
月
三
十
日
条

一
、
柴
山
割
符
一
千
疋
、
已
前
於
坂
本
可
渡
由
申
間
、
無
謂
由
申
返
之
処
、

今
日
当
坊
へ
持
送
也
、

代
官
柴
山
が
割
符
千
疋
は
以
前
に
坂
本
で
現
銭
化
し
て
渡
す
と
言
っ
た
の

で
、
謂
わ
れ
の
な
い
こ
と
だ
と
い
っ
て
返
答
し
た
ら
、
今
日
坂
本
か
ら
梅
松
院

へ
持
っ
て
き
た
、
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
富
墓
荘
か
ら
の
割
符
は
坂
本
の
商
人

の
扱
い
で
あ
り
、「
紙
片
の
割
符
」
が
京
着
し
て
も
現
銭
化
す
る
た
め
に
は
坂

本
の
割
符
屋
に
割
符
付
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、「
当
坊
へ
持
送
也
」

は
、
坂
本
で
現
銭
化
さ
れ
た
一
〇
貫
文
を
京
都
の
北
野
社
松
梅
院
が
取
り
に
行

く
の
で
は
な
く
、
代
官
柴
山
が
坂
本
か
ら
松
梅
院
ま
で
運
ん
で
き
た
、
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

（
３ 

）
上
賀
茂
神
社
領
能
登
国
土
田
荘
（「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」『
加
能
史
料　

戦

国
Ⅱ
』
二
〇
〇
〇
年
）

賀
茂
別
雷
神
社
の
荘
園
で
あ
っ
た
能
登
国
土
田
荘
の
年
貢
収
納
に
土
倉
が
深

く
関
わ
っ
て
い
た

）
（（
（

。
こ
の
荘
園
で
も
年
貢
の
京
進
に
割
符
が
利
用
さ
れ
て
い

た
。
土
田
荘
は
能
登
国
羽
咋
郡
、
現
在
の
志
賀
町
南
部
に
位
置
す
る
。



─ 60 ─

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
紙
継
目
裏
花
押
）

豊
後
孫
三
郎
割
符
方
江
渡
米
注
文

　

合　

応
仁
三
己丑
二
月　

次
郎
右
衛
門
執
進
上
之
、

割
符
六
内
堺
ヨ
リ
三　

兵
庫
ヨ
リ
三

七
十
参
貫
文　
加
賃
分
拾
二
貫
文
、
兵
庫
ヨ
リ
南
都
マ
テ
運
賃
壱
貫
文
之
由
申
之
、

　

分
米
百
四
石
弐
斗　
拾
石
別
七
貫
文
宛

此
内
遣
方

拾
石　
　
　
　
　
　
　

大
前
公
文
名
上
足
子
歳
分
内

弐
拾
石　
　
　
　
　
　

亥
歳
周
才
持
上
奉
加
銭
分
、
割
符
於
路
次
失
了
、

然
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
米
不
渡
、
仍
只
今
遣
方
ニ
仕
候
也
、

拾
石
八
斗
二
舛
四
合　

富
田
公
用
之
内

　
　
　

已
上
四
十
石
八
斗
二
舛
八
合
渡
之
、

　

残
未
進
六
十
三
石
三
斗
七
舛
二
合

富
田
公
用
此
後
も
納
候
者
、
可
渡
之
候
也
、

　
　

卯
月
五
日　
　
　
　
　

玉
舜

　

油
倉
江

　
　
　
　

参

こ
の
史
料
の
解
釈
は
難
し
い
。
本
多
博
之
は
「
こ
れ
は
、
目
代
玉
舜
房
圭
範

が
豊
後
孫
三
郎
と
取
引
を
持
つ
周
防
国
現
地
の
「
割
符
方
」
に
年
貢
米
を
納
入

し
、
そ
こ
で
振
り
出
さ
れ
た
「
割
符
」
を
「
次
郎
右
衛
門
」
が
携
帯
し
て
東

上
、
堺
及
び
兵
庫
で
換
金
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
解
釈
し
た

）
（（
（

。

し
か
し
、「
割
符
方
」
は
商
人
豊
後
孫
三
郎
自
身
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
書
は

文
十
月
・
十
一
月
両
月
利
八
文
子
、
此
内
十
二
月
二
日
収
納
時
三
百
十
七
文

返
弁
之
、
残
而
、
六
百
七
十
五
文

以
上
、
七
貫
七
百
卅
七
文
、
此
外
貳
貫
二
百
六
十
文
未
進
、

右
、
散
用
状
如
件
、

同
十
二
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
理
亮
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
京
進
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
岐
守
（
花
押
）

新
左
衛
門
（
賀
茂
社
務
使
・
河
口
久
守
）
は
、
十
二
月
七
日
に
割
符
付
を
し
、

十
二
月
十
一
日
に
割
符
の
裏
付
に
成
功
し
、
十
二
月
十
六
日
に
坂
本
で
現
銭
化

し
て
京
都
へ
運
ん
で
い
る
。
新
見
荘
の
割
符
の
現
銭
化
の
過
程
と
同
様
で
あ

る
。
河
口
久
守
が
京
都
か
ら
海
津
に
下
向
し
た
理
由
は
、「
上
り
荷
」
の
海
津

到
着
の
確
認
で
あ
ろ
う
。「
上
り
荷
」
は
、
能
登
か
ら
敦
賀
湊
、
敦
賀
か
ら
は

西
近
江
路
（
七
里
半
越
）
を
経
て
海
津
の
湖
岸
に
到
り
、
さ
ら
に
琵
琶
湖
を
運

漕
さ
れ
坂
本
津
で
荷
揚
げ
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
東
大
寺
領
周
防
国
衙
領
（「
東
大
寺
文
書
」）

周
防
国
衙
領
は
中
世
を
通
じ
て
東
大
寺
造
営
料
所
と
し
て
、
年
貢
を
東
大
寺

に
上
納
し
続
け
た
。

周
防
国
目
代
玉
舜
房
圭
範
諸
方
渡
米
注
文）

（（
（

「（
端
裏
書
）

此
両
通
を
ハ
披
見
候
て
、
可
給
候
也
、」

湊
丸
江
渡
米
注
文

（
中
略
）
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「
ヨ
リ
」
は
、
同
じ
史
料
内
に
「
兵
庫
ヨ
リ
南
都
マ
テ
運
賃
」
と
あ
る
だ
け
で

な
く
、
他
の
史
料
に
も
「
堺
并
に
尼
崎
ヨ
リ
分
也
」・「
堺
ヨ
リ
替
ノ
駄
賃
十
貫

文
ニ
二
百
文
引
之
商
人
方
」）

（（
（

と
あ
る
の
で
、
割
符
を
現
銭
化
を
す
る
港
の
割
符

屋
か
ら
奈
良
ま
で
運
ば
れ
る
と
い
う
意
味
上
で
の
「
ヨ
リ
」
で
あ
る
。

（
５
）
三
条
西
家
領
越
後
青
苧
座
（『
実
隆
公
記
』）

文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
十
二
月
二
十
九
日
条

自
天
王
寺
割
符
三
到
来
、
且
所
祝
着
也
、
此
内
一
相
違
事
在
之
、
計
会
明
春

早
々
可
申
下
之
分
也
、

こ
の
「
割
符
」
は
、
無
論
、
天
王
寺
か
ら
京
都
に
割
符
付
あ
る
い
は
裏
付
の

た
め
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
本
所
・
三
条
西
家
が
割
符
付
あ
る
い
は

裏
付
の
た
め
に
使
い
を
天
王
寺
に
派
遣
し
、
割
符
を
持
参
し
た
使
者
が
そ
の
首

尾
を
報
告
し
た
こ
と
を
実
隆
は
記
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
此
内
一
相
違
」

と
は
、
違
割
符
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
割
符
三
の
う
ち
、
二
は
裏
付
に
成

功
し
て
現
銭
化
が
約
束
さ
れ
た
が
、
残
り
の
一
は
違
割
符
と
な
っ
た
の
で
、
実

隆
は
来
年
正
月
早
々
に
現
銭
化
の
実
現
の
た
め
に
善
処
を
命
じ
た
。
割
符
が
流

通
し
て
い
る
の
な
ら
、
こ
う
し
た
状
況
は
起
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ

の
史
料
に
よ
り
、
越
後
青
苧
座
の
年
貢
が
割
符
で
本
所
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
だ
け
で
な
く
、
越
後
（
柏
崎
津
や
直
江
津
）
か
ら
の
「
上
り
荷
」
の
到
着
地

が
淀
川
を
下
っ
た
天
王
寺
浜
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

）
（（
（

。

（
６ 

）
東
寺
領
遠
江
国
原
田
荘
・
東
大
寺
領
遠
江
国
蒲
御
厨
（「
東
寺
百
合
文

書
」・「
東
大
寺
文
書
」『
静
岡
県
史
』
資
料
編
六
・
中
世
二
）

豊
後
孫
三
郎
へ
未
進
分
の
米
を
渡
す
こ
と
を
周
防
目
代
玉
舜
房
圭
範
か
ら
東
大

寺
油
倉
へ
報
告
し
た
注
進
状
で
あ
る
。
最
初
に
「
湊
丸
江
渡
米
注
文
」
と
題
す

る
文
書
が
あ
る
が
、
湊
丸
も
豊
後
と
同
様
に
商
人
で
あ
ろ
う
。
割
符
屋
の
豊
後

は
周
防
国
衙
領
に
出
向
き
、
目
代
玉
舜
か
ら
十
分
な
米
を
得
な
い
ま
ま
、
堺
と

兵
庫
で
現
銭
化
で
き
る
「
紙
片
の
割
符
」
を
目
代
玉
舜
に
振
り
出
し
た
。
こ
の

時
、
商
人
豊
後
は
別
の
荘
園
な
ど
か
ら
年
貢
輸
送
を
請
負
い
、
不
足
を
充
当
し

て
「
上
り
荷
」
を
兵
庫
・
堺
に
運
漕
し
た
。
目
代
玉
舜
は
商
人
豊
後
に
「
来

納
」
の
契
約
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
が
こ
の
注
文
で
あ
り
、
将
来
、

富
田
か
ら
納
め
ら
れ
た
「
公
用
」
米
が
商
人
豊
後
に
渡
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
多
の
割
符
の
換
金
化
の
説
明
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
堺
・
兵
庫
で
「
紙

片
の
割
符
」
は
「
上
り
荷
」
と
照
合
し
て
現
銭
化
さ
れ
た
。
周
防
か
ら
瀬
戸
内

を
経
由
す
る
「
上
り
荷
」
の
夫
賃
が
一
二
貫
文
（
二
〇
％
）
で
こ
れ
は
堺
・
兵

庫
商
人
に
支
払
わ
れ
た
。
ま
た
、
兵
庫
よ
り
東
大
寺
ま
で
の
運
賃
が
一
貫
文

で
、
こ
れ
も
必
要
経
費
で
あ
る
。
結
局
、
現
銭
化
さ
れ
た
六
〇
貫
文
に
一
二
貫

文
の
夫
賃
と
一
貫
文
の
運
賃
が
経
費
と
し
て
加
え
ら
れ
、
在
地
の
周
防
国
衙
領

は
七
三
貫
文
を
東
大
寺
に
納
め
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
兵
庫
か
ら
奈
良
ま
で

は
、
お
そ
ら
く
大
和
川
の
水
運
な
ど
を
利
用
し
て
六
〇
貫
文
（
二
二
五
㎏
）
を

運
送
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
割
符
は
高
額
紙
幣
と
し
て
流
通
す
る
こ
と

は
な
い
。
港
町
に
店
を
構
え
る
割
符
屋
商
人
は
夫
賃
な
ど
の
大
き
な
利
益
を
得

て
い
た
。

こ
の
割
符
を
取
立
為
替
（
逆
為
替
）
と
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
夫
賃
や
運
賃

の
説
明
が
で
き
な
い
の
で
誤
っ
て
い
る

）
（（
（

。「
兵
庫
ヨ
リ
三
」
な
ど
の
解
釈
を

「
兵
庫
よ
り
周
防
国
衙
領
へ
三
」
と
考
え
て
い
る
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
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東
国
に
お
け
る
中
間
地
域
の
最
東
部
に
位
置
す
る
遠
江
国
の
割
符
の
事
例
を

検
討
し
よ
う

）
（（
（

。
東
寺
領
原
田
荘
は
遠
江
国
佐
野
郡
、
現
在
の
掛
川
市
西
部
に
位

置
す
る
。
ま
た
、
東
大
寺
領
蒲
御
厨
は
遠
江
国
長
上
郡
、
現
在
の
浜
松
市
東
部

に
位
置
す
る
。

東
寺
領
遠
江
国
原
田
荘
代
官
鈴
蔵
常
喜
が
、
守
護
方
の
支
配
伸
張
の
た
め

に
、
納
入
す
べ
き
年
貢
が
減
じ
た
こ
と
を
訴
え
て
、
以
下
の
よ
う
に
東
寺
に
述

べ
て
い
る
（
図
４

）
（（
（

）。

彼
此
都
合
五
貫
百
廿
七
文
御
年
貢
之
内
減
し
入
候
間
、
十
四
貫
文
八
百
七
十

文
に
て
候
を
、
百
廿
七
文
を
ハ
入
立
候
て
、
十
五
貫
文
替
進
大
事
候
、
国
方

の
三
貫
文
の
請
取
副
進
之
候
、
い
ま
た
地
下
未
進
四
貫
ハ
か
り
候
へ
と
も
、

あ
ま
り
月
迫
ニ
な
り
候
あ
ひ
た
、
そ
の
ふ
ん
を
ハ
さ
い
ふ
を
お（

沖

乗

）

き
の
り
に
て

進
て
候
、
御
請
取
を
や
か
て
下
給
候
□（
ハ
）、
目
出
度
畏
入
存
候
、

一
四
貫
八
七
〇
文
に
一
二
七
文
を
加
え
て
一
五
貫
文
（
省
陌
法
）
と
し
て
い

る
の
で
、「
紙
片
の
割
符
」
が
組
ま
れ
て
（「
替
進
」）
い
る
。
そ
し
て
、「
紙
片

の
割
符
」
に
対
応
す
る
「
さ
い
ふ
」
が
沖
乗
の
船
に
よ
り
送
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
「
さ
い
ふ
」
は
「
上
り
荷
」
で
あ
る
。
沖
乗
は
地
乗
に
対
応
す
る
こ
と
ば

で
、
商
人
が
「
上
り
荷
」
を
船
に
積
載
し
、
一
気
に
紀
伊
半
島
を
南
下
し
て
紀

伊
水
道
を
め
ざ
し
て
い
る

）
（（
（

。

東
大
寺
油
倉
下
部
の
弥
太
郎
は
、
遠
江
国
蒲
御
厨
か
ら
年
貢
が
送
進
で
き
な

い
こ
と
を
訴
え
て
、
東
大
寺
油
倉
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

）
（（
（

。

抑
就
国
之
忩
劇
候
て
、
更
々
御
領
之
無
納
所
候
之
間
、
か
た
く
催
促
申
候
、

仍
納
所
被
申
候
へ
共
、
海
道
ふ
さ
か
り
候
て
、
商
人
罷
不
上
候
間
、
不
及
了

簡
候
、
次
わ
れ
ら
も
罷
上
候
ハ
ん
心
中
に
て
候
へ
共
、
自
地
下
申
留
ら
れ
候

図４　「百合」え12、応永８年（1401）12月９日、原田荘代官鈴蔵常喜書状
（京都府立京都学・歴彩館　東寺百合文書WEBより）
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③
北
陸
な
ど
中
間
地
域
荘
園
か
ら
の
割
符
を
具
体
的
な
史
料
に
よ
り
検
討
し
た

と
こ
ろ
、
地
方
か
ら
畿
内
に
送
ら
れ
た
「
紙
片
の
割
符
」
は
、
港
湾
に
店
舗
を

構
え
る
割
符
屋
で
割
符
付
・
裏
付
を
経
た
の
ち
に
現
銭
化
さ
れ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ま
た
、
割
符
の
語
に
「
上
り
荷
」
を
示
す
事
例
も
採
集
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
荘
園
の
割
符
京
進
は
、
新
見
荘
の
割
符
の
し
く
み
と
ほ
ぼ

同
様
で
あ
っ
た
。

新
見
荘
の
在
地
で
は
専
ら
「
割
符
」
の
語
が
使
用
さ
れ
、「
替
銭
」
は
使
用

さ
れ
な
い
が
、
東
寺
で
は
両
方
は
同
義
と
さ
れ
て
い
た
。
新
見
荘
以
外
の
中
間

地
域
荘
園
の
史
料
で
は
両
方
の
事
例
が
多
く
検
出
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
ま
っ

た
く
検
討
・
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
１
）
網
野
善
彦
『
日
本
社
会
の
歴
史
（
下
）』
三
五
頁
、
岩
波
新
書
、
一
九
九
七
年
。

（
２
）
桜
井
英
治
「
割
符
に
関
す
る
考
察
」（『
日
本
中
世
の
経
済
構
造
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
所
収
、
一
九
九
五
年
初
出
）。
桜
井
の
流
通
型
割
符
が
存
在
す
る

根
拠
は
、
以
下
の
六
点
で
あ
る
。
①
割
符
の
定
額
性
。
②
益
斎
書
状
（『
上
杉

家
文
書
』）「
彼
年
貢
未
進
内
六
拾
貫
文
、
加
夫
賃
か
わ
し
申
候
内
弐
拾
貫
文

者
、
さ
い
ふ
二
ケ
請
取
申
候
、
此
使
者
ニ
可
渡
給
候
、
泉
州
堺
さ
い
ふ
ニ
て

候
、
ち
か
い
た
る
儀
候
者
、
則
以
松
井
正
才
可
致
返
弁
候
」。「
か
わ
し
」
と

「
さ
い
ふ
」
を
区
別
し
一
回
性
送
金
目
的
の
替
銭
に
対
し
て
流
通
型
割
符
が
存

在
す
る
。
③
新
見
荘
で
は
割
符
の
京
進
を
「
上
す
」「
進
ら
す
」
等
と
言
い
、

「
か
わ
す
」「
か
わ
し
」
と
は
言
わ
な
い
の
で
、
割
符
と
替
銭
は
異
な
る
存
在

で
、
割
符
は
流
通
す
る
。
④
割
符
案
に
登
場
す
る
「
ゆ
ハ
と
の
」（「
百
合
」
サ

一
七
三
─
三
）
と
「
平
田
九
郎
さ
衛
門
」（『
教
』
一
七
九
〇
）
の
両
人
は
新
見

て
、
如
此
地
下
よ
り
注
進
被
申
候
、

東
寺
領
原
田
荘
と
同
様
に
、
通
常
で
あ
れ
ば
年
貢
は
海
運
を
利
用
す
る
商
人

が
東
大
寺
に
送
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
に
「
紙
片
の
割
符
」
に
対
応
す

る
「
上
り
荷
」
の
運
漕
で
あ
れ
ば
、（
４
）
の
周
防
国
衙
領
と
同
様
に
堺
で
現

銭
化
さ
れ
、
馬
な
ど
を
利
用
し
て
奈
良
ま
で
運
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

遠
江
国
蒲
御
厨
は
室
町
期
に
は
守
護
斯
波
氏
の
守
護
請
と
な
る
が
、
そ
の
際
に

在
京
す
る
守
護
に
京
進
さ
れ
た
年
貢
銭
の
算
用
状
が
残
っ
て
い
る

）
（（
（

。
代
官
石
田

義
賢
が
作
成
し
た
こ
の
算
用
状
を
見
る
と
、
京
着
し
た
年
貢
額
が
三
〇
貫
文
な

ど
丸
ま
っ
た
額
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
一
五
％
の
夫
賃
が
付
加
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
割
符
の
し
く
み
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

お
わ
り
に

割
符
の
し
く
み
が
室
町
・
戦
国
期
荘
園
制
を
支
え
て
い
た
と
す
る
視
点
か

ら
、
新
見
荘
な
ど
中
間
地
域
を
対
象
に
論
考
し
た
。
以
下
に
本
論
の
ま
と
め
を

し
て
お
く
。

①
新
見
荘
の
年
貢
京
進
は
京
上
夫
に
よ
り
担
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
割
符

の
し
く
み
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
た
。
商
業
資
本
で
あ
る
割
符
屋
が
「
上
り

荷
」
を
畿
内
の
港
湾
に
運
漕
す
る
こ
と
で
、
室
町
・
戦
国
期
荘
園
制
は
成
り

立
っ
て
い
た
。

②
新
見
荘
の
高
瀬
・
中
奥
か
ら
の
「
上
り
荷
」
の
経
路
は
、
成
羽
川
の
上
流
の

小
谷
を
め
ざ
す
の
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
新
見
荘
三
職
注
進
状
の
分
析
に
よ
り

推
定
し
た
。
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（
10
）
百
姓
が
割
符
を
調
達
し
た
事
例
が
二
例
知
ら
れ
て
い
る
。「
百
合
」
ゆ
三
三
・

『
岡
』
一
一
一
〇
、
寛
正
四
年
三
月
二
日
、
金
子
衡
氏
書
状
。
サ
三
二
五
・

『
岡
』
五
五
四
、
文
明
三
年
八
月
十
八
日
、
高
瀬
・
中
奥
御
百
姓
等
申
状
。
後

者
は
、
東
寺
の
直
務
支
配
の
継
続
を
求
め
て
高
瀬
・
中
奥
の
百
姓
が
割
符
を
京

進
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
11
）
徳
永
裕
之
「
中
世
後
期
の
京
上
夫
の
活
動
」（
遠
藤
ゆ
り
子
な
ど
編
『
再
考
中

世
荘
園
制
』
岩
田
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
12
）「
百
合
」
オ
一
七
一
─
二
・『
岡
』
一
九
〇
、
寛
正
四
年
十
一
月
十
日
、
年
預
堯

忠
新
見
荘
人
夫
役
支
配
法
式
置
文
。
京
上
夫
は
毎
年
一
二
人
で
あ
る
が
、
六
か

月
分
は
現
夫
で
、
残
り
の
六
か
月
は
夫
銭
二
貫
文
宛
と
し
、
現
夫
が
出
せ
な
い

と
き
は
一
貫
五
〇
〇
文
を
納
め
る
定
め
で
あ
る
。

（
13
）「
百
合
」
け
一
三
・『
岡
』
八
二
三
、
寛
正
三
年
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
、
七
月

一
日
条
。

（
14
）
①
「
百
合
」
さ
一
一
四
─
七
・『
岡
』
一
〇
三
九
、
寛
正
三
年
七
月
六
日
、
新
見

荘
年
貢
代
銭
支
配
状
案
で
は
、「
四
百
五
十
文
夫
賃
五
貫
文　
　

貫
別
九
十
文
」
と
あ
る
。
②
「
百

合
」
さ
一
一
四
─
─
八
・『
岡
』
一
〇
四
〇
、
寛
正
三
年
七
月
六
日
、
新
見
荘

年
貢
代
銭
支
配
状
案
で
は
、「
合
六
貫
文
内　

夏
麦
代　

除　

五
百
四
十
文　

夫
賃
六
貫
文
分　
　

貫
別
九
十
文
」
と
あ
る
。
①
は
年
貢
五
貫
文
と
去
年
違
割
符
分
二
貫
文
と
の

合
計
七
貫
文
の
支
配
状
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
計
算
上
の
記
載
で
あ
り
、
実
際
に

運
搬
さ
れ
た
の
は
夫
賃
に
あ
る
よ
う
に
五
貫
文
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
②
の
六
貫

文
と
の
合
計
で
あ
る
一
一
貫
文
が
実
際
に
運
搬
さ
れ
た
現
銭
量
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。「
百
合
」
サ
一
〇
三
・『
岡
』
三
六
二
、
寛
正
三
年
六
月
二
十
日
、
三

職
注
進
状
で
も
「
五
貫
文
ハ
未
進
分
に
て
候
、
六
貫
文
ハ
当
年
麦
年
貢
之
代
に

て
候
」
と
あ
り
、
合
計
一
一
貫
文
で
あ
る
。

（
15
）
前
注
①
と
②
。「
百
合
」
さ
一
一
四
の
年
貢
代
銭
支
配
状
は
一
三
通
で
構
成
さ

荘
と
は
無
縁
の
人
物
で
、
別
の
土
地
で
振
り
出
さ
れ
た
割
符
が
新
見
に
流
入
し

て
い
る
。
⑤
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
応
仁
二
年
正
月
条
の
「
淀
ノ
者
ニ
カ
ワ

シ
」「
境
ヨ
リ
京
都
マ
テ
ノ
割
符
賃
四
百
文
」
が
流
通
型
割
符
の
実
例
で
あ

る
。
⑥
「
さ
い
ふ
も
う
つ
ゝ
の
用
候
」（「
百
合
」
え
四
六
・『
岡
』
九
一
六
、

応
仁
元
年
十
二
月
十
八
日
、
三
職
注
進
状
）
は
割
符
の
紙
幣
的
表
現
で
あ
る
。

（
３
）
高
木
久
史
「
日
本
中
世
の
手
形
類
の
技
術
的
到
達
点
」（『
社
会
経
済
史
学
』
八

一
─
四
、
二
〇
一
六
年
）。
高
木
は
、
割
符
の
流
通
性
に
つ
い
て
、
実
態
上
は

制
約
が
あ
る
が
、
形
式
上
（
理
論
的
に
は
）
排
除
で
き
な
い
と
し
て
、
桜
井
が

主
張
し
て
い
る
割
符
の
流
通
の
可
能
性
を
評
価
し
て
い
る
。

（
４
）
豊
田
武
「
為
替
取
引
の
発
生
」（『
増
訂
中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
』
岩
波
書

店
、
一
九
五
二
年
）。
澁
谷
一
成
「
一
五
・
一
六
世
紀
の
北
陸
に
お
け
る
手
形

類
の
動
向
と
機
能
」（『
洛
北
史
学
』
五
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
５
）
拙
稿
「
新
見
荘
の
割
符
」（『
日
本
歴
史
』
八
三
四
、
二
〇
一
七
年
）、
拙
著

『
室
町
・
戦
国
期
備
中
国
新
見
荘
の
研
究
』
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
二

年 

な
ど
。

（
６
）「
百
合
」
け
二
一
・『
岡
』
八
二
九
、
応
仁
二
年
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
、
七
月

八
日
条
。

（
７
）「
百
合
」
る
六
四
・『
岡
』
七
三
一
、
寛
正
六
年
十
二
月
日
。

（
８
）
百
瀬
今
朝
雄
「
利
息
附
替
銭
に
関
す
る
一
考
察
」（『
歴
史
学
研
究
』
二
一
一
、

一
九
五
七
年
）。『
国
史
大
辞
典
』
の
「
割
符
」。

（
９
）「
百
合
」
サ
八
九
・『
岡
』
三
四
九
、
寛
正
二
年
十
一
月
十
五
日
、
新
見
荘
領
家

方
年
貢
等
注
文
。「
百
合
」
ク
四
〇
・『
岡
』
二
二
一
、
寛
正
二
年
十
月
日
、
新

見
荘
領
家
方
年
貢
公
事
物
等
注
文
案
。『
教
王
護
国
寺
文
書
』（
以
下 

『
教
』 

と

略
す
）
一
六
八
〇
・『
岡
山
県
史
編
年
史
料
』（
以
下 

『
編
』 

と
略
す
）
一
六
八

〇
、
寛
正
二
年
十
二
月
二
十
一
日
、
新
見
荘
領
家
方
年
貢
算
用
状
。
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編
『
中
世
荘
園
の
環
境
・
構
造
と
地
域
社
会
─
備
中
国
新
見
荘
を
ひ
ら
く
』
勉

成
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。

（
22
）
こ
の
文
書
は
年
欠
で
あ
る
が
、
代
官
祐
成
の
中
間
助
八
と
太
郎
衛
門
の
動
向
に

よ
り
年
号
が
確
定
す
る
。
助
八
は
、
寛
正
六
年
七
月
二
十
五
日
以
後
下
向
、
同

年
十
月
十
六
日
京
上
・
十
月
二
十
五
日
京
着
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
に
は
上

洛
し
て
い
る
（「
委
細
、
助
八
方
ニ
仰
下
さ
れ
候
へ
く
候
」
に
対
応
し
て
い

る
）。
太
郎
衛
門
は
、
こ
の
文
書
で
は
こ
の
注
進
状
と
と
も
に
京
上
す
る
予
定

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
実
際
は
神
代
夫
と
同
道
せ
ず
、
一
カ
月
後
に
上

洛
し
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
、『
教
』
一
七
九
四
、（
寛
正
六
年
）
十
一
月
二
十
二

日
、
新
見
荘
公
事
物
等
送
進
状
に
三
職
と
と
も
に
太
郎
衛
門
尉
の
署
判
が
あ
る

こ
と
か
ら
わ
か
る
。
寛
正
六
年
最
勝
光
院
方
評
定
引
付
十
二
月
四
日
条
に
よ
れ

ば
二
日
に
京
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
太
郎
衛
門
は
寛
正
六
年
十
一

月
二
十
二
日
京
上
、
十
二
月
二
日
京
着
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
最
勝
光
院
方
評
定

引
付
同
日
条
に
よ
れ
ば
、（
寛
正
六
年
）
十
一
月
二
十
二
日
の
年
貢
送
進
状
と

と
も
に
送
ら
れ
た
半
損
を
願
う
三
職
注
進
状
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
23
）
中
奥
百
姓
が
祐
成
中
間
太
郎
衛
門
上
洛
に
合
わ
せ
て
麦
年
貢
の
損
免
を
訴
え
た

も
の
で
、
中
奥
百
姓
か
ら
神
代
夫
に
託
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
24
）
一
里
＝
約
四
㎞
と
す
る
と
、
神
代
か
ら
小
谷
は
地
図
上
で
は
ほ
ぼ
五
里
＝
二
〇

㎞
で
あ
る
。
祐
清
殺
害
事
件
の
際
の
三
職
注
進
状
に
「
我
ら
か
在
所
よ
り
一
里

計
候
所
の
御
宮
に
て
お
つ
か
け
打
申
候
」（「
百
合
」
サ
一
一
〇
・『
岡
』
三
六

七
、
寛
正
四
年
八
月
二
十
七
日
）
と
あ
る
。「
我
ら
か
在
所
」
は
西
方
で
、
祐

清
が
殺
害
さ
れ
た
御
宮
（
国
主
神
社
）
は
上
市
で
あ
る
。
西
方
と
上
市
は
四
㎞

弱
で
あ
る
か
ら
、
一
里
＝
約
四
㎞
と
見
な
し
て
よ
い
。

（
25
）
現
在
の
県
道
三
一
三
号
線
に
相
当
す
る
。
な
お
、
新
成
羽
ダ
ム
の
建
設
に
よ

り
、
小
谷
の
船
着
き
場
跡
は
現
在
は
湖
中
に
あ
る
。
ま
た
、
高た
か
や
ま山
と
小こ
だ
に谷
は

れ
て
い
る
が
、
こ
の
他
の
記
載
に
は
「
夫
賃
」
の
計
上
は
見
ら
れ
な
い
。

（
16
）「
百
合
」
サ
一
〇
二
・『
岡
』
三
六
一
、
寛
正
三
年
五
月
十
八
日
、
田
所
金
子
衡

氏
書
状
で
は
、
京
上
夫
を
「
四
季
八
人
」
と
す
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
。

「
百
合
」
ゆ
七
〇
・『
岡
』
一
一
四
三
、
寛
正
三
年
十
一
月
一
日
、
代
官
祐
清
注

進
状
で
は
、
祐
清
は
「
京
上
夫
事
、
十
二
人
分
を
堅
申
付
」
け
て
い
る
。

（
17
）「
見
代
に
て
八
貫
文
進
上
申
候
、
此
内
貳
貫
文
者
、
ち
か
い
さ
い
ふ
の
分
に
て

候
、
さ
ら
に

く
、
ゐ
中
ニ
御
さ
い
ふ
な
く
候
て
、
如
此
ニ
候
」（「
百
合
」
ゆ

六
〇
・『
岡
』
一
一
三
五
、
寛
正
三
年
四
月
十
八
日
、
了
蔵
書
状
）。

（
18
）「
当
国
一
宮
社
務
職
相
ろ
ん
ニ
よ
り
候
て
、
あ
き
人
な
ん
と
、
た
や
す
か
ら
す

候
間
、
今
割
符
お
も
取
進
上
申
さ
す
候
」（「
百
合
」
サ
一
四
六
・『
岡
』
四
〇

〇
、
寛
正
五
年
九
月
二
十
一
日
、
上
使
本
位
田
家
盛
注
進
状
）。
同
様
な
文
言

が
、「
百
合
」
サ
一
四
八
・『
岡
』
四
〇
二
、
寛
正
五
年
九
月
二
十
一
日
、
三
職

注
進
状
に
も
あ
る
。

（
19
）『
教
』
一
六
八
四
・『
編
』
一
八
五
一
、
寛
正
三
年
正
月
十
日
、
新
見
荘
年
貢
銭

算
用
状
。

（
20
）
新
見
荘
の
「
紙
片
の
割
符
」「
上
り
荷
」
の
両
方
と
も
関
銭
の
賦
課
は
確
認
で

き
な
い
。
兵
庫
・
堺
・
山
崎
な
ど
か
ら
陸
路
で
京
都
ま
で
運
ば
れ
る
替
え
ら
れ

た
銭
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
但
し
、
寛
正
六
年
六
月
十
二
日
の
「
カ
イ
銭

取
」
に
「
ヒ
ロ
瀬
下
向
関
舟
チ
ン
以
下
両
人
」
と
し
て
一
三
〇
文
支
給
し
て
い

る
の
で
、
関
の
存
在
は
確
認
で
き
る
（「
百
合
」
る
六
四
・『
岡
』
七
三
一
、
寛

正
六
年
十
二
月
日
、
最
勝
光
院
方
年
貢
散
用
状
）。
な
お
、
矢
野
荘
で
は
永
和

二
年
（
一
三
七
六
）
に
海
路
の
五
カ
所
の
関
で
関
賃
（
二
〇
貫
文
の
四
％
、
八

〇
〇
文
）
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
（「
百
合
」
ラ
函
九
、
永
和
二
年
学
衆
評
定
方

引
付
、
十
一
月
三
日
条
）。

（
21
）
大
澤
泉
「
備
中
国
国
衙
領
の
支
配
構
造
と
新
見
荘
」（
海
老
澤
衷
・
高
橋
敏
子
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研
究
集
録
』
二
三
、
一
九
六
七
年
）。

（
29
）
備
中
松
山
か
ら
新
見
ま
で
の
高
梁
川
の
水
運
は
江
戸
初
期
に
開
発
さ
れ
た
が
、

部
分
的
に
は
新
見
か
ら
高
瀬
舟
に
よ
り
僅
か
な
輸
送
が
あ
っ
た
（
新
城
常
三

『
中
世
水
運
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
）。

（
30
）
湯
浅
敏
治
『
戦
国
期
公
家
社
会
の
諸
様
相
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
）。

（
31
）
澁
谷
一
成
「
一
五
・
一
六
世
紀
の
北
陸
に
お
け
る
手
形
類
の
動
向
と
機
能
」

（『
洛
北
史
学
』
五
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
32
）
須
磨
千
頴
「
土
倉
に
よ
る
荘
園
年
貢
収
納
の
請
負
に
つ
い
て
─
賀
茂
別
雷
神
社

の
所
領
能
登
国
土
田
庄
の
年
貢
収
納
に
関
す
る
土
倉
野
洲
井
の
活
動
─
」（『
荘

園
の
在
地
構
造
と
経
営
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）。

（
33
）『
東
大
寺
文
書
』
六
四
三
（
一
─
五
─
一
五
）。

（
34
）
本
多
博
之
「
中
世
後
期
東
大
寺
の
周
防
国
衙
領
支
配
の
展
開
」（『
日
本
史
研

究
』
二
九
六
、
一
九
八
七
年
）。

（
35
）
品
治
重
治
「
替
銭
と
割
符
」（『
法
学
会
雑
誌
』
四
六
─
一
、
二
〇
〇
五
年
）。

品
治
は
以
下
に
示
す
周
防
国
衙
金
子
算
用
状
（「
東
大
寺
文
書
（
未
成
巻
文

書
）」
一
─
二
四
─
七
三
六
─
一
）
も
取
立
為
替
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

文
正
二
年
丁亥
正
月
十
一
日

正　

六
〇
貫
文　

割
符
内　
〈
此
外
十
貫
別
二
貫
文
ツ
ヽ
賃
分
可
渡
由
商
人

方
へ
契
約
也
、
豊
後
与
三
郎
替　

使
二
郎
衛
門　

是
ハ
此
方
ヨ
リ
堺
ニ
テ
借

替
也
、
国
衙
へ
此
旨
申
下
間
、
追
而
国
よ
り
可
有
答
也
、〉

此
内
遣
方

ｏ
廿
貫
文　

当
所
へ
納
、

　

廿
貫
文　

方
丈
御
得
分
、

　

拾
貫
文　

坊
主
得
分
、

　

拾
貫
文　

大
行
事
、

『
教
』
二
七
七
一
・『
編
』
二
一
一
四
、
永
禄
九
年
九
月
二
十
一
日
、
新
見
荘
使

入
足
日
記
に
「
人
夫　

高
山
よ
り
舟
付
迄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
「
高
山
」
と

「
舟
付
」
に
相
当
す
る
。
か
つ
て
の
自
説
を
改
め
る
。

（
26
）
新
見
荘
西
方
か
ら
の
成
羽
川
へ
の
陸
路
は
、
西
方
→
坂
本
（
吹
屋
の
西
）
→
惣

田
→
成
羽
川
（
現
在
の
県
道
三
三
号
線
）
が
考
え
ら
れ
る
（
図
２
・
ｂ
）。
或

い
は
、
西
方
→
本
郷
→
成
松
→
吹
屋
→
宇
治
（
穴
田
）
→
成
羽
→
成
羽
川
（
図

２
・
ｃ
）
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
の
例
と
し
て
寛
正
二
年
分
年
貢
銭
算
用
状

（『
教
』
一
六
八
四
・『
編
』
一
八
五
一
）
の
「
二
百
文　

割
符
料
足
フ
キ
ヤ
越

時
、
馬
チ
ン
」
が
あ
る
。

（
27
）
新
成
羽
ダ
ム
建
設
に
よ
り
水
没
し
た
笠
神
文
字
岩
の
成
羽
川
水
路
開
鑿
願
文
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
（『
編
』
一
二
六
三
、
翻
刻
は
後
注
の
藤
沢
晋
）。

 

笠
神
船
路
通
事

 

　

徳
治
二
年
丁未
七
月
廿
日
始
之
、
八
月
一
日
平
之
畢
、
其
時
□
□
、
右
、
笠
神

竜
頭
上
下
瀬
十
余
ケ
所
者
、
為
日
本
無
双
難
所
之
間
、
薩
埵
慈
悲
大
士
□
懐
不

可
不
奉
、
不
可
不
□
、
依
之
、
相
勧
諸
方
、
十
余
ケ
月
、
平
之
功
已
畢
、

 

　
　

大
勧
進
沙
弥
尊
海　
　
　

当
国
成
羽
善
養
寺

 

　
　
　

奉
行
□
沙
門
実
専　
　

南
都
西
大
寺
実
□

 

　
　
　
　

根
本
発
起
四
郎
兵
衛

 

　
　
　
　
　

石
切
大
工
伊　

行
経

 

　
　
　
　
　
　

午
□
藤
原

（
28
）
藤
沢
晋
「
十
四
世
紀
の
成
羽
川
水
運
開
発
記
念
碑
「
笠
神
文
字
岩
」
に
つ
い
て

─
神
代
野
御
厨
等
生
産
の
鉄
の
流
通
に
関
連
し
て
─
」（『
岡
山
大
学
教
育
学
部

研
究
集
録
』
一
八
、
一
九
六
四
年
）。
藤
沢
晋
「
成
羽
川
の
船
路
開
発
と
鉄
の

流
通
を
め
ぐ
っ
て
」（『
高
梁
川
』
一
八
、
一
九
六
五
年
）。
藤
沢
晋
「
中
世
後

期
新
見
庄
に
お
け
る
船
給
廃
止
と
京
進
年
貢
銭
納
化
」（『
岡
山
大
学
教
育
学
部
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は
、「
あ
る
も
の
を
別
の
も
の
に
か
え
る
」
で
あ
る
か
ら
、
現
銭
を
「
紙
片
の

割
符
」
に
か
え
る
時
に
も
、「
紙
片
の
割
符
」
を
現
銭
に
か
え
る
時
に
も
使
用

さ
れ
る
。

（
36
）「
東
大
寺
文
書
（
未
成
巻
文
書
）」
一
─
二
四
─
七
三
六
─
一
、
周
防
国
衙
金
子

算
用
状
（
東
大
史
料
編
纂
所
影
写
本
）。

（
37
）
小
野
晃
嗣
「
三
条
西
家
と
越
後
青
苧
座
の
活
動
」（『
日
本
商
業
史
の
研
究
』
法

政
大
学
出
版
、
一
九
八
九
年
、
初
出
一
九
三
三
年
）。
竹
田
和
夫
「
中
世
後
期

越
後
青
苧
座
に
つ
い
て
の
再
検
討
─
本
座
・
新
座
関
係
及
び
商
人
衆
を
中
心
に

─
」（『
新
潟
史
学
』
一
八
、
一
九
八
五
年
）。

（
38
）
湯
浅
治
久
「
室
町
期
駿
河
・
遠
江
の
政
治
的
位
置
と
荘
園
制
─
都
鄙
交
渉
史
の

視
点
か
ら
─
」（
阿
部
猛
編
『
中
世
政
治
史
の
研
究
』
日
本
史
史
料
研
究
会
、

二
〇
一
〇
年
）。

（
39
）「
百
合
」
え
一
二
・『
静
岡
県
史
資
料
編
六
・
中
世
二
』
一
三
〇
三
、
応
永
八
年

十
二
月
九
日
、
鈴
蔵
常
喜
書
状
。

（
40
）
村
井
章
介
「
東
寺
領
遠
江
国
原
田
・
村
櫛
両
庄
の
代
官
請
負
に
つ
い
て
」（『
静

岡
県
史
研
究
』
七
、
一
九
九
一
年
）。
但
し
、
村
井
は
「
さ
い
ふ
」
を
「
紙
片

の
割
符
」
と
理
解
し
て
い
る
。
村
井
は
こ
の
他
に
、「
来
納
之
割
符
」
や
現
銭

化
日
限
指
定
の
割
符
も
紹
介
し
て
い
る
。
遠
江
国
原
田
・
村
櫛
両
庄
は
、
備
中

国
新
見
荘
と
同
様
に
最
勝
光
院
の
荘
園
で
あ
る
か
ら
、
割
符
の
し
く
み
も
新
見

荘
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
41
）「
東
大
寺
文
書
（
未
成
巻
文
書
）」
一
─
二
四
─
五
六
九
・『
静
岡
県
史
資
料
編

六
・
中
世
二
』
二
二
四
五
、（
康
正
二
年
カ
）
五
月
八
日
、
弥
太
郎
書
状
。

（
42
）「
筒
井
寛
聖
氏
所
蔵
東
大
寺
文
書
」・『
静
岡
県
史
資
料
編
六
・
中
世
二
』
二
二

四
〇
、
康
正
二
年
正
月
、
遠
江
国
蒲
御
厨
京
上
年
貢
銭
算
用
状
。

　
　
　

已
上
六
十
貫
文
、
遣
方
訖
、
此
内
貫
別
廿
文
宛
雑
用
引
之
、

 

品
治
は
「
年
貢
が
送
ら
れ
る
以
前
に
東
大
寺
が
豊
後
与
三
郎
か
ら
前
借
し
て
こ

れ
を
決
済
す
る
た
め
の
取
立
為
替
が
周
防
国
衙
へ
送
ら
れ
て
支
払
わ
れ
る
予
定

（
可
有
答
）
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、「
此
内
遣
方
」

と
し
て
割
符
六
〇
貫
文
分
の
内
容
が
示
さ
れ
、
す
で
に
「
遣
方
」
が
完
了
し
て

い
る
（
文
正
元
年
十
一
月
二
十
八
日
の
同
様
な
算
用
状
で
は
目
代
か
ら
の
送
状

が
あ
る
）。「
国
衙
へ
此
旨
申
下
間
、
追
而
国
よ
り
可
有
答
也
」
の
意
味
は
、
年

貢
を
取
り
寄
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
商
人
・
豊
後
与
三
郎
へ
支
払

う
べ
き
「
十
貫
別
二
貫
文
」
の
夫
賃
一
二
貫
文
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
で
特
に
注
目
す
る
べ
き
点
は
、「
此
外
」
と
し
て
割
符
の
額
以
外
に

一
〇
貫
文
別
に
二
貫
文
を
夫
賃
と
し
て
商
人
に
支
払
う
よ
う
に
契
約
し
て
い
る

こ
と
と
、
堺
か
ら
奈
良
ま
で
の
「
駄
賃
」
が
一
〇
貫
文
に
つ
き
二
〇
〇
文
か
か

り
商
人
の
収
入
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
周
防
国
衙
領
か
ら
堺
の
海
運

で
は
二
〇
％
、
堺
か
ら
奈
良
東
大
寺
の
陸
運
で
は
二
％
の
夫
賃
率
で
、
夫
賃
が

商
人
の
利
益
に
な
っ
て
い
る
。

 

　

以
上
の
よ
う
に
こ
の
文
書
が
理
解
で
き
る
と
す
る
と
、「
是
ハ
此
方
ヨ
リ
堺

ニ
テ
借
替
也
」
は
、「
こ
の
六
〇
貫
文
は
奈
良
東
大
寺
よ
り
（
使
者
二
郎
衛
門

を
割
符
取
の
た
め
に
堺
に
派
遣
し
て
）
堺
で
割
符
の
現
銭
化
を
し
た
」
と
解
釈

で
き
る
。
二
郎
衛
門
は
東
寺
公
人
の
門
指
道
忠
と
同
様
に
割
符
取
で
あ
ろ
う
。

「
借
る
」
も
「
替
ふ
」
も
割
符
が
作
成
さ
れ
る
時
に
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い

用
語
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
割
符
と
し
て
「
借
り
た
」
も
の
を
も
と
の
現
銭
に

「
替
え
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
以
前
の
拙
論

で
は
「
借
る
」
を
現
代
の
用
語
の
意
味
と
同
様
に
考
え
て
い
た
が
、「
借
る
」

或
い
は
「
借
用
す
」
の
意
味
に
「
割
符
を
割
符
屋
か
ら
手
に
入
れ
る
」
と
い
う

意
味
も
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
替
ふ
」
の
本
来
の
意
味
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（
付
記
１
）
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
の
東
寺
百
合
文
書
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
。

（
付
記
２
）
陽
明
文
庫
「
雑
事
要
録
」・「
雑
々
記
」
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

図
書
室
・
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
の
京
都
学
デ
ジ
タ
ル
資
料
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
で
閲
覧
し
た
。

（
付
記
３
）
こ
の
内
容
は
、
二
〇
一
七
年
九
月
二
日
に
機
関
誌
会
館
（
京
都
市
上

京
区
）
で
行
わ
れ
た
日
本
史
研
究
会
二
〇
一
七
年
九
月
例
会
で
口
頭
報
告
し
た

「
中
間
地
域
荘
園
の
惣
村
の
特
徴
─
主
に
新
見
荘
の
「
惣
請
」
と
年
貢
送
進
─
」

と
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
九
日
に
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
で
行
わ
れ
た
第

Ⅳ
期
第
一
回
東
寺
文
書
研
究
会
で
口
頭
報
告
し
た
「
室
町
・
戦
国
期
荘
園
制
を

支
え
た
割
符
─
新
見
荘
や
北
陸
な
ど
中
間
地
域
荘
園
の
事
例
─
」
を
土
台
に
成

稿
し
た
。
当
日
、
多
く
の
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、
可

能
な
限
り
紙
面
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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